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　　　　　ＡＣＴ１　少女～Strange girl～







「今だ──シャノンさん！　ヤツに止とどめを！」

「はい！　お任せください！」

　麗うるわしき女おんな騎き士し、シャノンさんが手負いの敵に向かって駆かけ出だす。

　相手は瀕ひん死しなので小細工は不要だ。

「やああああああ！」

　銀色に輝く長剣が亡ぼう霊れい系けいの魔ま物もの、ソリッドナイトの鎧よろいを貫いた。

　次の瞬しゆん間かん、鎧から青い霊れい魂こんが飛び出し、宿主を失った鎧が粉々に砕くだけ散ちった。

　鎧から退たい避ひした霊魂のほうは徐々に加速しながらおれたちから遠ざかっていく。ソリッドナイトはＨＰがゼロになると、本体である霊魂だけ逃げ出す性質があるのだ。

「ふ、逃がすかよ！」

　剣と銃じゆう、両方の機能を備えた武器、『ホワイトフェンリル』を操あやつるのはキザな魔ま法ほう剣けん士し、マシュー・オリバー。そのマシューが慣れた手つきで武器をブレードモードからガンモードに切り替え、雷かみなり属性の弾だん丸がん、『ライトニングブレット』を放ち、逃走する霊魂を仕し留とめた。

「おー！　やったのー！　これでこのフロアも制せい覇はー。チェックポイントに到達じゃー」

　後方で待機していたリーネがその場でくるっと一回転し、風変わりな白衣を揺らす。

「今回も楽勝だったな。楽勝すぎて欠伸あくびが出る」

「何を言うておる」リーネがホルダーに武器を戻すマシューを見やる。「最後はともかく、今日のツンツン頭はまだシャノンの半分も魔物を仕留めておらぬのだぞ？」

「半分は言いすぎだろ。どうやらチビスケは計算が苦手らしいな」

「チビスケって言うなー！」ポカポカ。リーネがマシューの背中を両手で叩たたく。「ワシはちゃんと数えておったのじゃ！　シャノンが二十体、マシューが八体。間違いないのじゃ！」

「ま、まあまあ……リーネさん。マシューさんが魔法でサポートしてくださらなければ、私は前ぜん衛えいとしての仕事をまっとうできなかったと思いますし……」

「むぅー。謙けん虚きよじゃのー。シャノンはー」

「いや、シャノンさんの言う通りだよ」おれは横から口を挟んだ。「いつものメンバーだったらマシューもガンガン前に出られるんだろうけど、この四人の中で攻こう撃げき魔法が使えるのはマシューだけだからね。魔法による先制攻撃で敵の統制を乱したり、足止めしたり──今回のマシューの仕事は敵を仕留めることではないんだよ」

「うむ。そうじゃな。この四人で戦う場合、ゆーきとシャノンが前衛で、ワシとマシューは後衛。マシューだけいつもと役回りが異なるのじゃな」

　納得したらしい。リーネが大きく頷うなずいた。

「ってか、最近はずっとこの四人で行動してんだから、それくらいわかれ。チビスケ」

「むぅー。なんじゃ、その言い草はー。マシューは優やさしくないのじゃー」

　リーネが、ゆーきー、と甘えた声を発しながら、おれの腕うでにしがみつく。

「二人とも喧けん嘩かはほどほどにね」

　おれはそう言って、よしよし、とリーネの頭を撫なでてやった。

　……ま、リーネの言うことにも一理あるんだけどね。二人を比較したとき、前ぜん衛えいとしての仕事をよりまっとうできるのはレベルの高いシャノンさんのほうだと思うし。

　心の中でつぶやきを漏もらしつつ、みんなの左手の甲こうで淡あわく輝く数字を眺める。ⅡとかＶとかＸとかいったローマ数字が確認できるが──これは各それ々ぞれのレベルを示している。

　マシューとリーネは現在のレベルが22と、中ちゆう央おう司し令れい部ぶの中では比較的レベルが高いほうだが、シャノンさんは25と二人のレベルを上回っている。南エリアの『荒こう野やの街まち』で新たに仲間に加わったアルルさんのレベル31──出会ったときは30だった──にはまだ及ばないが、中央司令部の中ではそのアルルさんに次いでナンバー２の座についている。

　これはマシューたちが戦せん闘とうをサボっているからではなく、シャノンさんが真ま面じ目めすぎるがゆえのレベル差である。シャノンさんは毎日、朝と夕の二回、必ずパトロールに出る。そのとき拠点にしている街周辺の魔ま物ものを狩るのだ。しかし、街の中にはイベントでもない限り魔物は侵入してこないので、どれだけの魔物を狩ろうとも街の平和に影えい響きようはない。

　でも──

　彼女のたゆまぬ努力がなければこのレベル差は生まれなかった。

　だとすればシャノンさんのパトロールにもちゃんと意味があったのだと言える。

　人々の安あん寧ねいを守りたい。そんなシャンさんの想おもいがレベルの上昇に繫つながっているのだ。

　単なる結果論。彼女が意図してやったことではないけども……。

「んじゃ、さっさとここまでの道のりを記録して、地上に戻ろうぜ」

　マシューが部屋の奥に見える近未来的なデザインの端たん末まつを指差す。

「そうだね」

　おれは画面をタッチすることでスタンバイ状態の端末を起動させた。

　──指を指し紋もんセンサーの上に置いてください。

　──センサーの中央に第一関節が乗るようにしてください。

　端末から女性の声を模した合成音声が流れた。

　おれはそのアナウンスに従い、端末に備えつけられた指紋センサーに指を置く。

　──指紋認証完了。パーティー代表者、風かざ間ま裕ゆう貴き。到達階数、三十階。位置保存完了。

　数秒後、再びアナウンスが流れた。

「終わったな。じゃ、戻るか」

「うん」

　マシューに促うながされ、おれは端たん末まつを操そう作さする。

　この端末には人を地上に送るための転送機能も備わっているのだ。

　──転送を行います。端末の前から動かないでください。

　ブイーン。

　転送が始まると、目の前が歪わい曲きよくし、端末のスピーカー部分から奇妙な音が流れた。

　現代のテクノロジーを遥はるかに凌りよう駕がした超古代文明時代の遺産。

　この新しい大陸でおれたちが攻略に乗り出した古代遺跡『ゴールデンオーラ』はこれまでの冒ぼう険けんの中で最大規模を誇るダンジョンで、最下層は地下九十九階だと言われている。

　そこに眠るのは古代人が残した『至高の宝』と呼ばれるもの。

　このエリアの最終目標だ。







　おれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶという組そ織しきは二百本に及ぶＲＰＧの諸要素によって構成されているこの複ふく雑ざつ怪かい奇きな世界の謎なぞを解き明かすために旅をしている集団──おれ以外は全員ゲームのキャラクター──である。全すべての始まりの場所、大だい聖せい堂どうから始まり、草原地帯が広がる『北エリア』、砂さ漠ばくと荒こう野やが広がる『南エリア』とすでに二つのエリアを踏とう破はしている。

『南エリア』では魔ま人じんヴェノレッドという強敵と死し闘とうを繰くり広ひろげ、その結果、原作では命を落とすはずの獣けもの耳みみの少女、アルルさんの命を救い、そして彼女が新たな仲間に加わった。

　その後、おれたちは『南エリア』の南端、海沿いにそびえ立つ古びた神しん殿でんの中にあるワープクリスタルに触れ、新たな大陸に飛んだ。

　飛んだ先は優やさしい風が吹く、花香る穏おだやかな気候の大陸。

　様々な春の花が咲き乱れる美しい場所だった──







「おー、風に舞まい散ちる桜が夕日に照らされて、なんとも優ゆう美びな風景じゃー」

「……本当に綺き麗れいですね」

　シャノンさんがうっとりした表情で街道を彩いろどる桜並木を眺める。この桜並木は現在おれたちが拠点にしている『カルセドニアの城下町』までずっと続いている。

　スプリングエリア──

　おれはこの大陸にそんな名前をつけていた。

　桜、桃、菜の花、タンポポ、チューリップと春の花がそこら中で咲き乱れているからだ。

「そういや裕ゆう貴き。さっきの端末でランキング確認したか？」

「あ、ごめん。すっかり忘れてた」

「どうする？　引き返すか？」マシューが遺跡のほうを振り返る。

「んー、どうせ酒場に貼はり出だされるだろうし、戻る必要はないんじゃないかな」

「それもそうか」マシューが再び前を向く。

「まー、昨日の今日じゃ。順位に大きな変動はないじゃろう」

「チビスケ。油断は禁きん物もつだ。ヴェルナーとアルルたちのパーティーがすぐ後ろに迫せまってるからな。ヤツらに負けるわけにはいかねぇ。是ぜが非ひでもトップを維持するぞ」

「マシューさん、張り切っていますね。ですが無茶だけはしないでくださいね？」

「わーってるって」

　シャノンさんの忠告にいい加減な返答で応こたえるマシュー。

　本当にわかっているのか怪しいものだ。アルルさんたちはともかく、マシューはヴェルナーが嫌きらい……というか、ライバル意い識しきがあるみたいだからな。まあ、マシューはなんだかんだ言って冷静だから暴走することはないと思うんだけど。

「それにしてもみなさんで競い合うことになるとは思ってもみませんでした」

「そーじゃなー」

　競争──

　その発ほつ端たんは古代遺跡『ゴールデンオーラ』の復活にあった。

　スプリングエリアの北端に出現したこの古代遺跡の元ネタは九十年代に百万本以上のセールスを飾った人気ゲーム『無限のディスカバリー』である。ダンジョン探たん索さく型がたのいわゆるローグライクゲーム──『マップはランダム生成』、『死んだらレベル１からやり直し』などの特徴がある──というジャンルで、原作でもおれたちが滞在しているこの『カルセドニア王国』を中心に物語は進んでいく。

　原作では旅人である主人公ユアンと親友ニックが舞ぶ台たいとなる『カルセドニア王国』を訪れたところから物語は始まる。

　街まちは復活した古代遺跡の話題で持ちきりで……。

　──古代人からの挑戦状？　最初に最下層にたどり着いた者に『至高の宝』を与える、とのメッセージが遺跡の入り口に設置してある不思議な『箱』から発せられたらしい！

　──王国の鋼こう鉄てつ騎き士し団だんでさえ返かえり討うちに遭あった凶きよう暴ぼうな魔ま物ものが潜ひそむ古代遺跡！

　──噂うわさを聞きつけた腕うで利ききの冒ぼう険けん者しやが各地から多数集結！

　──果たして『至高の宝』が眠る地下九十九階にたどり着く者は現れるのか!?

　好奇心を刺し激げきされたユアンとニックは『至高の宝』を手に入れるため、前代未聞の深さを誇る古代遺跡『ゴールデンオーラ』の探索に励はげむことを決意する。冒険の途中、ライバルたちの罠わなにハマり、相棒のニックが呪のろいの人形と呼ばれるアイテムの力により身体からだが動かなくなり戦線から離脱してしまい、代わりに紅こう一いつ点てんのヒロイン、プリシラが新たな仲間に加わる、といったような人間ドラマも豊富で、一つのダンジョンを舞ぶ台たいにしながらも、最後まで飽あきさせないストーリーになっている。

　でもって、おれたちもユアン＆ニックと同じ運命をたどることになったわけだ。

　先ほどまで潜もぐっていた遺跡がその『ゴールデンオーラ』。

　今回は今までとは違って遺跡内で出現する魔ま物もののラインナップが原作順守となっていて、『無限のディスカバリー』以外からの出自は皆かい無むである。ただ一部、システム面に調整がかけられており、たとえば本家のように遺跡から脱出したら『レベル１に戻っている』というようなことはない。レベルや戦せん闘とうシステムなどはこれまで通りと考えていい。

　遺跡の中に入るためにはまずパーティーの代表者の名前と指し紋もんを登録する必要がある。これは遺跡の入り口に設もうけられたメイン端たん末まつで行うことができる。

　パーティーの上限は代表者を合わせて四人まで。

　もちろんそれ以下の人数で挑戦したって一向にかまわない。

　そしてパーティーの代表者以外のメンバーに関しては入れ替え自由となっている。

　遺跡の内部にはどの階にも必ず「地上脱出用」の端末が置いてある。また、五階層ごとに普通の端末とは異なるデザインのチェックポイント用の特別な端末が設置されている。このチェックポイント用の端末は地上への転送に加え「位置保存」というコマンドが実行可能だ。

　この位置保存は地上入り口のメイン端末で指紋を登録したパーティーの代表者だけが行うことができる。指紋認証により本人確認を行う必要があるからだ。位置保存はＲＰＧで言うところのセーブみたいなもの。これをやっておけば地上入り口にあるメイン端末から位置保存した階層にパーティー単位で飛ぶことができる。ただし移動先は最新のチェックポイントに限られる。

「えっと、昨日の段階では、私たちがトップで……二位がヴェルナーさんのパーティー。三位はアルルさんたちのパーティーでしたよね？」

「ああ。特に二位のヴェルナーたちとは五階層しか差がないからな。油断は禁きん物もつだ」

　どのパーティーが最初に『至高の宝』を手に入れるか、競争だな──

　最初にそう言い出したのはマシューだった。

　おれは別に競い合う必要はないと思っていたのだが、中ちゆう央おう司し令れい部ぶに所属する冒ぼう険けん者しやの多くはマシューのこの一言を受け、自分の力を試したい、という気持ちが刺し激げきされたようで、「今回は組そ織しき単位ではなく四人一組のパーティー単位での探たん索さくを許してほしい……」と軍ぐん師しであるおれに要望が上がってきた。

　さらにヴェルナーが……。

『いい機会だ。お前とおれ。どちらが上なのか白黒つけようではないか。どうやらこの一帯には総力を上げて戦う必要のある魔物はいないようだからな。邪じや魔まが入ることはなかろう』

　と挑戦状を叩たたきつけてきた。

　たしかにヴェルナーの言う通り、スプリングエリアは平和なもので、遺跡以外に魔ま物ものの住すみ処かは存在しなかった。それに攻略すべき古代遺跡は、先ほど説明したように最大四人でしか探たん索さくができない。さらに九十九階と長なが丁ちよう場ばだから、攻略に絡からまない人たちはその間待機することになり、退屈極きわまりない日々を過ごすことになる。

　また今回のダンジョンは内部の構造にしても出現するアイテムにしてもランダム生成だ。しかも、遺跡の内部はパーティーごとに空間が区切られているため、パーティー同士が遺跡の内部で鉢はち合あわせすることは絶対にない。こういった遺跡のルールを考こう慮りよすると、重要なアイテムを見み逃のがさないためにも複数のパーティーで探索に臨のぞむことは──競争することは決して悪いアイデアではなく、むしろ必要なことのように思える。

　しかし──

　みんなバラバラに動くと、おれの目の届かないところで不幸な事故が起こるかもしれず──間違いなく安全性に問題が出てくる。懸け念ねんがあるとすればそれだったが、今回はわかりやすいことに『無限のディスカバリー』以外のＲＰＧは絡んでいないし、古代遺跡『ゴールデンオーラ』はどの階にも必ず脱出用の端たん末まつが用意されている。また遺跡では帰き還かん用ようの『魔ま法ほう書しよ』──開くと魔法が発動する使い捨ての本。他にも攻こう撃げきに特化したもの、防ぼう御ぎよ、回復、索敵と様々な効果の魔法書が存在する──を高確率で手に入れることができるのだが、こちらは場所を問わずどこでも使用可能なので端末よりもさらに安全に遺跡から脱出することができる。

　ただ、いつでも地上に脱出できるとはいえ、今後、敵の構成がどのように変化するのか、それだけはおれにも予想がつかないわけで……。

　おれは散々悩んだ挙あげ句く、様々な安全対策──常にトップに立ち敵のラインナップを確認し、みんなにそれとなく情報を流す。時間制限を設もうけ、探索は日中のみとする──を講じた上で、みんなの要望とヴェルナーからの挑戦状を受け入れた。

　みんなの安全を確保する──

　それがこの世界の仕組みを知るおれに与えられた使命……と言うと大げさだが、リアルで蓄積したＲＰＧの知ち識しきを駆く使しすれば、たくさんの命を守ることができるはず。そして、それはおれにしかできないことなのだ。

「そういやヴェルナーのヤツ、五階層ごとにメンバーを入れ替えてるらしいな」

「メンバーを？」と首を傾かしげるシャノンさん。

「敵のラインナップが五階層ごとに変わるだろ？　それに合わせてパーティーを再編成してるらしいんだよ。まったくセコいこと考えるよな」

「そーいえば、名前と指し紋もんを登録したパーティーの代表者以外のメンバーは入れ替え自由じゃったな。ふむー、面白いことを考えるのー」

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶには、おれ、シャノンさん、リーネ、マシューからなるパーティー以外にもたくさんのパーティーが存在するが、どのパーティーもメンバーは固定なのだ。ちなみにいつもは行動を共にしているバニラさん、エルマさん、そして新たに仲間に加わったアルルさんの三人は、今回おれたちとは別行動を取っている。

「へえ、それは効率的だね」

「そうでもないだろ」マシューが不ふ機き嫌げんそうに首を振る。「攻略に絡からむ人間が増えると、それに比例してトラブルも増えるからな。分け前で揉もめたりとかよ。おれたちみたいに固定メンバーで挑いどんだほうが、何かと小回りが効くってもんだ」

「そこは一長一短あるんじゃないかな。ほら、人数多いと怪け我が人にんが出た場合とかもすぐにメンバーを補ほ塡てんできるわけで。そういう点ではおれたちが不利だよ」

「さすがゆーき。的確な分析じゃ。短たん絡らく思し考こうのマシューとは大違いじゃ」

「うっせー。……最終的に勝ちゃあいいんだよ。重要なのは気合いだ。気合い」

「ただの根性論ではないですか……」シャノンさんが肩かたをすくめる。

「まー、あちらがどのような手でこようとも、ワシらが遅れを取ることはないじゃろー。なんたってワシらにはゆーきがついておるからのー」

「リーネさんのおっしゃる通りです。パーティーの上限は四人ですが、裕ゆう貴きさんがいるだけで何人分もの意味があります」

「たしかに敵の弱点にしても、遺跡内の仕掛けにしても、裕貴は迷うことなく即答だからな。おかげでおれたちは楽をさせてもらってる」

「いや、でも……おれ、相変わらず戦せん闘とうでは役立たずだし」

「何をおっしゃいます。裕貴さん、敵の攻こう撃げきを引きつけてくださっているではありませんか。戦闘でも十分役に立っていますよ」

「うむ。そうじゃ。打たれ強いゆーきが敵の攻撃を引き受けてくれているからこそ、ワシは魔ま力りよくを温存できておるのじゃ」

「実際、そのおかげで初日と二日目は一気に十階層潜もぐれたからな。今はもう一日に五階層が限度だが、それは他のパーティーも同じだ。このまま先行逃げ切りと行こうぜ」

「……うん。そうだね」

　敵の弱点。遺跡内で手に入るアイテム。

　どちらもおれは元ネタを頼りに答えを導き出している。

　こんなことＲＰＧ好きなら誰だれだってできること。

　そりゃ、褒ほめられれば嬉うれしい。だけど、どうだ、と胸むねを張れるようなことではない。

「これでゆーきが例の武器を振るえば他のパーティーに抜かれることはまずないじゃろうな」

「リーネさん。あれはよほどのことがない限りは使わない……そういう約束です」

　シャノンさんがたしなめるような口調で言った。

「わかっておる。仮の話じゃ、仮の話。本気にするでない」

　例の武器とは南エリアでデビルベアという魔物から手に入れたコバルトブルーの携けい帯たいゲーム機きを操そう作さすることによって取得できる正体不明の『剣』のことだ。おれはその『剣』を振るうことでアルルさんの窮きゆう地ちを救い、魔ま人じんヴェノレッドとの戦いに勝利した。

　それまで戦いにおいては『消滅[image: →]復活』の不毛なプロセスを引き起こしていたおれだが、携けい帯たいゲーム機きから取得した正体不明の『剣』を武器として使用することで、この悪あく循じゆん環かんから逃のがれることができた。

　──中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍ぐん師しがついに覚かく醒せい!?

　この事実は瞬またたく間まに中央司令部、ヴェルナー派は、その他の少数派グループ、と多くの冒ぼう険けん者しやが知るところとなった。

　ただ──

　この元ネタ不明の『剣』には弱点が存在する。長時間使用すると頭痛や目眩めまいを引き起こすのだ。さらにそれ以上に恐ろしいデメリットがこの『剣』にはある。

　それは記き憶おくの消去だ。

　実際、おれは『剣』を使用したことによって現実の一部の記憶を失った──忘れるはずのない日常的な記憶を……。

「裕ゆう貴きさんもあの武器の取り扱いには十分注意してくださいね？」

「大丈夫。心得ているよ」

　……あの『剣』の恐ろしさは身にしみている。

　できることならあんな恐きよう怖ふは二度と味わいたくない。

　でも──

　デビルベアや魔人ヴェノレッドがそうしたように、あちらがイレギュラーな手を使ってみんなを傷つけようとするのなら……黙ってはいられない。そのときはきっとまたあの『剣』で敵をなぎ払うだろう。







　カルセドニアの城下町の北門出口をくぐったおれたちはこの街まちで一番大きい酒場『黄昏たそがれ』に向かった。『黄昏』には『古代遺跡踏とう破はランキング』なるものが貼はり出だされている。更新されるのは夕方なので確認するならこの時間帯がベストだ。ランキングは遺跡にある端たん末まつでも調べることができるが、順位の一覧などが出るわけではなく、確認にはパーティーの代表者の名前でいちいち検けん索さくする必要があるので、順位の確認にこの酒場を利用する冒険者は多い。

「あ、裕貴だー」

　酒場の扉とびらを抜けると入り口近くに立っていたアルルさんがおれたちに駆かけ寄よってきた。

　と同時に店内でくつろいでいた冒険者たちの視線が一いつ斉せいに集まる。

「さすがランキングトップ。注目度もナンバーワンねー」

「はは……」

　おれは頭を搔かく。あまり目立ちたくないんだけどなぁ、と思いながら。

「アルル？　ランキングの更新は？」

　マシューがアルルさんと目を合わせながら言う。

「それがまだなのよ。いつもならとっくに更新されている時間帯なんだけど」

「ではしばらく待機ですね」とシャノンさん。

「バニラとエルマが奥の席にいるから、みんなで雑談でもしましょう」

「うむ」リーネがカウンターに駆かけていく。「ワシ、飲み物をもらってくるのじゃー」

「あ、私も行きます」

　シャノンさんがリーネのあとを追う。

　おれはマシュー、アルルさんと共に酒場の奥に向かった。

　店内の席の多くは中ちゆう央おう司し令れい部ぶかヴェルナー派はの冒ぼう険けん者しやで埋うまっていた。

　和なごやかに談笑しているグループがほとんどだが、中には情報交換に励はげんでいる人々もいるようだ。だが険悪なムードが漂ただよっているテーブルは見当たらない。

　いい雰ふん囲い気きだな……。ずっとこんな感じで冒険できればそれに越したことはないんだけど。

　今回、競争という形を取っているが、妙に足並みがそろっている。競争しているのに足並みがそろっているというのもおかしな話だが、要はみんな正々堂々とした勝負を心がけているってことだ。他のパーティーを妨害したり、噓うその情報を流したり──といったような度のすぎた策さく略りやくを練ねるパーティーは今のところ出てきていない。

　ま、大半は正義の味方だからな。不正を好む人間は少ないよな。

　それにみんな無茶をしない。自分の実力を、パーティーの戦力をきちんと把は握あくした上で、遺跡の攻略に臨のぞんでいる。ランキングに大きな変動がないのが何よりの証拠だろう。

「あ、裕ゆう貴き、見て見て。お店の人がランキング貼はり替かえてる」

　アルルさんがおれの腕うでを引っ張りながらお店の真ん中にある巨大な柱を指差す。

　見るとエプロン姿のウェイトレスが縦たて長ながの白い羊よう皮ひ紙しを取り外していた。

「裕貴。お前、見てこいよ。何も全員で見にいく必要はないだろ」

「ま、そうだね」

「ってか、確認するまでもないんじゃない？　どうせ今日も裕貴たちがトップよ」

「かなあ。でも、一応、確認しておくよ」

「そ？　じゃ、私とマシューは先にエルマたちのところに行ってるから」

「了解」

　おれは奥に続く通路の手前で二人と別れ、中央の柱に向かって進路を変えた。

　まあ、アルルさんの言う通りだろうな。

　最近はどのパーティーも一日に五階層が限度だし。

　順位に大きな変動はないだろう──

「お、貼はり替かえ終わったみたいだな」

　ウェイトレスの女性が昨日のランキングを抱えて店の奥に引き上げていく。

　どうやらおれが一番乗りのようだ。

　んー、順位の予想はつくけど、いつもこの瞬しゆん間かんだけは緊きん張ちようするんだよな。

　答案用紙が返却されるときとか、成績表を受け取るときの心境に近い。

　現実での成績は中の下くらいで平均を微妙に下回る感じだったけど、この世界ではレベルがカンストし、あらゆるステータスが上限に達しているから、競争ごとでみんなに遅れを取ることはさすがにない。順位を突きつけられても青ざめるようなことは──




『古代遺跡踏とう破はランキング　一位　パーティー代表者　黒くろ羽はね桐きり香か　到達階数地下三十五階』




「…………え？」

　トップの名前を確認した直後、おれの思考は数秒間活動を停止した。

　思いもよらぬ現実を目まの当あたりにしたためだ。

「くろはね……きりか？」

　見慣れない名前。上位では見かけない名だ。

　いや、それどころか……──

　黒羽桐香。

　その日本人風の名前におれはまるで聞きき覚おぼえがなかった。

「お、おいおい、誰だれだよ？　黒羽桐香って？」

「ひえぇー。いきなりトップって。ゴボウ抜きにもほどがあんだろー！」

「ねー、何を騒さわいでいるの？」

「トップが入れ替わったんだと」

「マジかよ！　軍ぐん師しさんたち抜かれたのかよ！」

　ランキングの変動に気づいた一部の冒ぼう険けん者しやたちがざわめき出した。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍師、風かざ間ま裕ゆう貴きのパーティーが無名のパーティーにトップを奪われたその事実が酒場全体に知れ渡るのにそれほど時間はかからなかった。

「くろはね……きりか。くろはねきりか……」

　騒がしくなってきた酒場の中で、おれはその名を反はん芻すうする。だが何度繰くり返かえしてみても、黒羽桐香という名前のキャラクターが登場するＲＰＧを思い出すことはできなかった。




　　　　[image: †]




　その日の夜──

　おれは、カルセドニアの城下町にて中ちゆう央おう司し令れい部ぶが拠点として使用している宿舎──国王が遺跡を探たん索さくする冒ぼう険けん者しやのためにわざわざ建設したもの。一つではなく複数存在する。構造は『北エリア』や『南エリア』の拠点と変わらない──の五階、書しよ斎さい兼けん寝しん室しつで、昼間に古代遺跡『ゴールデンオーラ』で戦った魔ま物ものの特徴や欠点などを文章にまとめていた。特に気をつけなければならない敵の情報はあとで酒場に行ってそれとなく噂うわさを広めるつもりなのだが──

「……ふぅ」

　だけど今日はなかなか筆が進まない。すぐに集中力が途切れてしまう。

　と言うのも……。

　黒くろ羽はね桐きり香か──

　ランキング十位以下から一気にトップに躍おどり出でたというパーティーの代表者の名前。

　その名が気になって気になってしょうがないのだ。

　名前からして現代物のＲＰＧの登場人物だと思うのだが……。

　いくら頭を揺すってみても、一向に元ネタを思い出す気配はない。

　中央司令部に在ざい籍せきしていないキャラクターなのは百パーセント間違いない。なぜならおれは中央司令部所属の冒険者の名前を全すべて暗記しているから。

　一体、何者なんだろう……。

　おれたちからトップを奪うほどだからレベルはそうとう高いはずだよな。

　元ネタ不明の高レベルキャラ──

「……変だな」

　おれだってこの世の全てのＲＰＧを網もう羅らしているわけではない。

　見落としがあっても全然おかしくないのだが……。

　しかし、現代物のＲＰＧとなると少し事情が違ってくる。

　なぜなら現代を舞ぶ台たいにしたＲＰＧは数が極端に少ないからだ。

　ＲＰＧと言えば猫ねこも杓しやく子しもファンタジー。これは証明するまでもないと思う。

　ところが漫まん画がやラノベ、アニメの世界では、現代を舞台にしたバトル物などは今や定番中の定番。むしろ最近のバトル物は純粋なファンタジーのほうが珍めずらしいくらいだ。

　どうしてＲＰＧの世界では今もファンタジーが主流なのか？

　その理由の一つに通常戦せん闘とうがあるとおれは思っている。

　ＲＰＧにおいてレベル上げのための雑魚ざこ戦せんは必須といってもよく、フィールドやダンジョンを歩き回っていると必ずといっていいほど敵とエンカウントする。そして、通常戦闘という概がい念ねんをごく自然に適用できるのはファンタジー世界だけなのだ。

　街まちの外には危険な魔物がいる──

　無数の敵とエンカウントする理由づけがこれだけですむからだ。

　現代を舞台にすると、この通常戦闘がネックになってくる。

　漫まん画がやラノベのように常にボスクラスの敵と戦うだけなら、『限られた人間だけがこの事実を知っている』の一文で日常性は保てるが『街まちの外を無数の魔ま物ものがうろついている』という常じよう識しきはさすがに現代という舞ぶ台たい装そう置ちでは通用しない。それが常識化している世界はもはや現代ではなくＳＦの世界である。

　特に学園物を組み合わせようとすると、通常戦せん闘とうが日常性をぶち壊してしまうので現代を舞台にしたＲＰＧを作る場合は『特定の空間でのみ戦闘を行う』が主流になる。

　と──

　盛大に脱線してしまったが、ともかく現代物のＲＰＧは数が少ない。

　そして、おれは目ぼしいタイトルは大方チェックしているつもりなんだけど。

　黒くろ羽はね桐きり香か──

　やはりその名前に聞きき覚おぼえはない。

「八十、九十年代のハード乱立時にひっそりと発売されたタイトルかもしれないな」

　見落としがあったとすればそのあたりだろう。

　もしくはシャノンさんの元ネタ『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』みたいに小さい頃ころに途中で投げ出してしまったＲＰＧとか。なんにしてもマイナーなＲＰＧなのは間違いないだろうな。

「しかし、昨日まで十位以内にすら入っていなかったパーティーがいきなり……」

「わたくしも驚おどろきましたわ。びっくりですわ」

「……だよね。たった一日で上じよう位い陣じんをゴボウ抜きに……………………え？」

「軍ぐん師し様？　どうかなさいました？」

「……バ、バニラさん!?　いつの間におれの部屋に!?　ってか、膝ひざの上に座ってる!?」

　知らぬ間に中ちゆう央おう司し令れい部ぶのムードメーカー的な存在、魔ま法ほう使つかいのバニラさんが横向きの姿勢でちょこんとおれの膝の上に座っていた。しかも極端に生地の薄うすい……というか下着が透けて見えるピンク色の派は手でなネグリジェ姿で。

「ノックもしましたし、目の前で軍師様のお名前を何度もお呼びいたしましたのよ？」

　上うわ目め遣づかいと猫なで声のコンボを繰くり出だしつつ、おれの腰こしに腕うでを回すバニラさん。

　下手へたに振り払うと膝の上から落下しかねないのでぞんざいに扱うわけにもいかない。

「そ、そうなの……？」

「ええ。ですが、一向にお気づきになる様子がありませんでしたのよ。そこで、わたくし、お顔を覗のぞき込こんだり、ボディタッチなどをして考えごとに没頭する軍師様を現実に引き戻そうと努力いたしましたの。そして、最終的に軍師様のお膝の上に、うふっ♪」

　なんて大だい胆たんな。つーか、なぜ気づかなかったし、おれ。ノックの時点で気づけよ。

　しかも、膝の上だぞ膝の上？　どんだけ集中してたんだって話だよ。

　昔から何かに熱中すると周囲の声とか聞こえなくなる性質ではあるけれど……。

「そうですわ。軍師様ならこのファッショナブルなネグリジェの素晴らしさがわかって頂けるのではないかと思うのですが、いかがですか？　軍ぐん・師し・様？」

　おれの膝ひざの上でくねくねと腰こしを左右に振るバニラさん。

　う、うお……この密着度はヤバイ。いろんな意味でヤバイぞ……。

　ピンク色のネグリジェ姿。その透け透けの素材の下にはお揃そろいの黒いブラとショーツ。

　風ふ呂ろ上がりなのか、今は髪かみを下ろしており、心なしかいつもよりおしとやかに見える。

「ところで軍師様」

「な、なんでしょうか？」思わず敬語になってしまうおれ。

「夕方、酒場で話題になった黒くろ羽はね桐きり香かなる人物──軍師様、ランキングでこの方の名前を確認したあと、すぐに酒場を出ていかれましたよね？」

「あ、うん……」

「かなり気にされているようでしたので、わたくし、この方について独自に情報を集めて参りましたの。少しでも軍師様のお役に立てれば、と思いまして」

「そ、そうなんだ……」

　それは嬉うれしいけど、そろそろ膝の上から降りてくれないかな？

「その中に一つ、ビッグで衝しよう撃げき的てきな情報があるのですが──軍師様？　わたくしの愛を今すぐに……瞬しゆん時じに受け入れてくださると言うのでしたら、この百万ＧＵはくだらない価値ある情報を、無料で提供することもやぶさかではない、と思っているのですが」

「えっと……」

「どうでしょうか？　受け入れてくださいますか？　わたくしの、このマグマのように、太陽のように熱く煮にえたぎる愛を──」

　そう言ってバニラさんが顔を寄せてきた。

　ピンク色の唇くちびる、風呂上がりの上気した顔が目の前に迫せまる。

　と──

「バニラさん！　ようやく見つけましたよ！」

　バーン！

　扉とびらが乱暴に開かれ、ワンピース姿のシャノンさんが部屋に飛び込んできた。

　彼女は両手で薄うす手での毛布を抱えている。

「──って、な、な、な、何をしているのですか!?　そ、そ、そ、その密着度の高さ──とてつもなく破は廉れん恥ちな香りがしますよ!?」
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「あらあら。そんなに慌あわてて。どうかしましたの？」

　と言いながらこれ見よがしにおれの腰に腕うでを回すバニラさん。

　するとシャノンさんが頭から湯気を発しかねない勢いで、

「ど、ど、ど、どうかしたじゃ──ありまふぇーん──っ！」

　と盛大に嚙かみながら両手で抱えた毛布をおれたちに向かって投げつけてきた。

「ふっ！　甘いですわ！」

　ひょい、とバニラさんが華か麗れいな側転でおれの膝ひざの上から離脱する。

「うお……っ!?」

　直後、顔面めがけて飛んできた毛布をおれは寸すんでのところでキャッチ。

　毛布はほのかに甘い香りがした。シャノンさんが部屋で使っているものなのかもしれない。

「バニラさん！　公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する破は廉れん恥ちな格かつ好こうで建物内をウロウロしてはいけない、と何度言ったらわかるのですか！　その上、裕ゆう貴きさんをふしだらな世界に導こうとするなんて！」

「シースルー素材のどこが破廉恥なのやら。この最先端ファッションのよさがわからないなんて、シャノンさん。あなた、流行遅れにもほどがありますわよ？」

「話をそらさないでください！」固めた拳こぶしで壁かべを叩たたくシャノンさん。「いいですか？　別に私はシースルー素材を否ひ定ていしているわけではありません。そのネグリジェを着ることによって下着が透けて見えることに問題があると言っているのです！」

「これは下着ではなく魔ま法ほう使つかい専用の防具だと……前にも言いましたでしょう？」

「バニラさんは就しゆう寝しん時じのみ普通の下着に履はき替かえているはずです」

「……あら、バレていましたの」

「ともかく！」

　シャノンさんが先ほど放り投げた薄うす手での毛布をおれから受け取り、バニラさんの身体からだをそれで覆おおった。

「裕ゆう貴きさん。お騒さわがせしてしまって申し訳ないです」

「いや、全然、気にしてないから」

　むしろラッキーでした。至福の時間でした。

　……なんてことシャノンさんには口が裂けても言えないけど。

「さあ、バニラさん。お部屋に戻りましょう」

「ちょっとお待ちになってくださいな、シャノンさん。わたくし、まだ軍ぐん師し様に要件を切り出してさえいませんのよ？」

「要件？　まさか裕貴さんを変態さんの道に引きずり込むような話ではないでしょうね？」

「それはそれで面白いですけど、そうではありませんわ」

　うわ、嬉うれしそうな顔。バニラさんはＳっ気があるからな……。

「……あの、それで要件と言うのは？」

　気を取り直し、おれは尋たずねた。

「重要なお話ですわ。わたくし、先ほどまでアルルさんたちと公衆浴場で汗を流していたんですけれど、そのとき、夕方、話題になった『黒くろ羽はね桐きり香か』に関する興味深い情報を、ある冒ぼう険けん者しやの方から手に入れましたのよ。それでいてもたってもいられなくなって、慌あわてて拠点に戻って来ましたの。軍師様にこのことをお伝えするために」

「……バニラさん。まさか公衆浴場からこの拠点まで、その破は廉れん恥ちな格かつ好こうで？」

「まさか」とシャノンさんの問いかけに半笑いで応こたえるバニラさん。「ちゃんとマントを羽は織おりましたわ。エルマさんからお借りしたものですけれど」

「自分では何も用意してなかったんだ……」

「お風ふ呂ろに入る直前に着ていた服は？」シャノンさんが訊きく。

「今日の探たん索さくでかなり汚れていましたから着る気になれませんでしたのよ」

「まあ……公衆の面前で下品な姿を晒さらさなかっただけでもよしとしておきましょう」

「えっと、それで興味深い情報って？」

　おれは話を本筋に戻す。

「ええ。先ほど言いましたようにランキングでトップに躍おどり出でた『黒羽桐香』に関する情報なんですけれど……なんと、この方──一人で遺跡を攻略していますのよ！」

「へ？　一人で？」目を丸くするシャノンさん。

「バニラさん。それ……本当？」

「人ひと伝づてに聞いた噂うわさ話ばなしですから、絶対とは言い切れませんけれど、どうやらこの方、遺跡の入り口でたびたび目もく撃げきされているようなんですの。酒場『黄昏たそがれ』にもたまに出没するらしいんですけれど、いずれの場合も一人のようで、お仲間連れのところを目撃されたことは一度もないとのことでしたわ。だからそういう噂が広まったのでしょう」

　あの古代遺跡をたった一人で……ちょっと信じられないな。

「どうやらかなり特徴的な方らしいですわ。容姿にしても服装にしても」

「どんなふうに特徴的なの？」

「……それが、あまりにも情報が少なくて、具体的にはまだなんとも」

「そっか」

　黒くろ羽はね桐きり香か──

　名前からして日本人キャラなのは間違いない。

　元ネタは依然として不明だが、このファンタジー成分の強い世界において日本人キャラの容姿や服装はかなり目立つはずだ。おれもマントを羽は織おっているとはいえ、基本、服装はジーンズにＴシャツだから、街まちを一人で歩いているとよく視線を感じる（軍ぐん師しとして名を馳はせていることも原因の一つだろうけど、これは最初からそうだった）。

「すみません。軍師様。明日からエルマさんと協力して情報収集に励はげみますわ」

「謝あやまる必要はないよ。教えてくれてありがとう。しかも、今回はバニラさんとは別パーティーで、競い合う形を取っているわけだから、むしろ悪い気すらするよ」

「いえいえ……そんな」と言いながらバニラさんがおれに顔を寄せ、「対価はすでに頂いておりますから、お気になさらずに」

「え？　対価って？」

「ふふ、それですわ」

　バニラさんが机つくえの上に広げた羊よう皮ひ紙し、書きかけの文章を指差す。

　古代遺跡の二十五階から三十階に出現する敵の情報をまとめたものだ。

　そうか。バニラさんがネグリジェ姿で部屋に入ってきたのはおれの目を誤ご魔ま化かすためでもあったんだ。うーん、してやられたな。まさか色仕掛け作戦とは。

「どうやらまだ書きかけのようですけれど……対価としては十分ですわ」

「バニラさん！　ずるいです！」

「何を言っていますの。黒羽桐香の情報を無料で提供すると言った覚おぼえはありませんわよ？」

　その通りだ。一本取られたのはこっち。

　今回はみんなで競争しているのだからこういう駆かけ引ひきは大いにアリ。

　お金を払って情報を得ているパーティーだってあるくらいだし。

　……もっとも、この情報はあとで酒場に行って流すつもりだったんだけど……。

「うふふ。お二人とも、おやすみなさいませ──」

　バニラさんは上じよう機き嫌げんに笑いながら去っていった。

「そっか。バニラさんが急いで浴場から引き返してきたのは、さっきの情報が他のルートからおれたちの耳に入る前に……って思ったからか」

「むぅ。ズルいです。狡こう猾かつです。色仕掛けみたいな真似まねまでして」

「まあ許容範囲だよ。これくらいは」

「裕ゆう貴きさん、鼻の下が伸びているようですが……まさか先ほどのバニラさんの破は廉れん恥ちな格かつ好こうを思い出しているのですか？」

　シャノンさんが腰こしを屈かがめ、椅い子すに座ったままのおれにズイと顔を寄せてきた。

「……そ、そんなことは……」

「そんなことは？」

　と言いながらさらににじり寄ってくるシャノンさん。

　おれはその無自覚な急接近にたじろいだ。近い近い。近すぎだから──と。

「……お、おれ……敵の情報をまとめてたところだから……」

「むむむ。不自然な誤ご魔ま化かし方かたです。やはり裕貴さん──先ほどのバニラさんの姿を頭の中で思い描いていたのですね？」

　……いいえ、違います。顔をそらしたのは主にシャノンさんのせいです。

　意図して迫せまってくるバニラさんとは違ってシャノンさんは無自覚だから困る……。

　屈んだ姿勢で顔を寄せてくるとか。胸むな元もとが強調されてやばいから。

　私服のワンピース姿も悶もん絶ぜつものの可愛かわいさだし。

　そんな格好で接近されたら純情なおれとしては顔をそらすしかないって。

「裕貴さん。今後はもう色仕掛けに屈してはいけませんよ？」

「…………はい。以後注意します」

　おれは素直に頭を下げた。ここは余計な反論は控ひかえるべきだ。

　しかし、さっきのって屈したうちに入るのかな。まあ入るか……。

「それにしても驚おどろきでしたね。黒くろ羽はね桐きり香かさんのこと」

「……うん」

　驚きなんてもんじゃない。

　黒羽桐香さんはすでに地下三十五階に到達していると言う。

　たぶんそうとうな高レベルキャラなのだろう。当たり前の話、初期レベルが異常に高いキャラってのはＲＰＧ全体で見ると少数派で、南エリアで仲間になった獣じゆう人じん族ぞくの少女、アルルさんはその数少ない例。アルルさんの現在のレベルは出会ったときから一つ上がって31。中ちゆう央おう司し令れい部ぶの中では飛び抜けてレベルが高いが、そのアルルさんをもってしても、古代遺跡『ゴールデンオーラ』を一人で攻略するのは容よう易いではないはずだ。

「黒羽桐香さん。何者なんだろう……」

　もし彼女が全すべての始まりの場所、スタート地点である大だい聖せい堂どうにいたのなら、これだけ強いのだからもっと早い段階で頭角を現していたはずだ。このタイミングで、ということは南エリアで仲間に加わったアルルさんと同じ。途中加入の例外的な高レベルキャラってことだ。

　しかし、今回は肝かん心じんの元ネタがわからない……。

　とにかく黒くろ羽はね桐きり香かさんの情報をもっと集めないと。
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　時間は流れ──

　古代遺跡『ゴールデンオーラ』の地下五十階にて。

「そういや裕ゆう貴き。知ってるか？　例の黒羽桐香とかいう女、そうとうな美人らしいぞ」

「あ、そうなんだ」

「おいおい、なんだその気の抜けたリアクションは？」

「や、だって……美人と言われても実際に本人を見たことがあるわけではないから」

　というか──

　ゲームのキャラクターなのだから、言われるまでもなくそうだと予想がつく。

　美人系、可愛かわいい系、ロリ系。

　ＲＰＧの女性キャラはだいたいこの三つに分類できるからな。

「おれが仕入れた情報によると、黒羽桐香は上下お揃そろいのひらひらした服を着ているらしい。色は紺こん色いろで、胸むな元もとに赤いリボンがついているとか言ってたな」

「紺色……赤いリボン」

　私服じゃないよな。上下お揃いってことはもしかしてセーラー服かな？

　だとするとキャラ設定は中学生か高校生ってことになるな。

「でもって髪かみが異常に長いらしい。背中を覆おおい尽つくすほどだとか」

「なんじゃ。マシューはロングヘアーがお好みなのかー？」

　後方、少し離れたところを歩いていたリーネがマシューの隣となりに並ぶ。

「まあな。短いよりは長いほうが好きだ」

「……とゆーことは、ワシもシャノンもマシューのストライクゾーンに入ってしまうわけじゃな。むふぅ、くわばらくわばら、じゃー」

「ああぁ？　お前らなんて興味ねーよ。つーか、中ちゆう央おう司し令れい部ぶの女連中は軒のき並なみ恋愛対象外だっつーの。どいつもこいつも口うるせぇんだよ。エロマシューだのダサマシューだのウザマシューだの妙なあだ名つけやがるし」

「エロマシューさんとダサマシューさんは聞いたことがありますが、ウザマシューさんは初耳です。もしかして他にもいろんなマシューさんが存在するのですか？」

「存在してたまるか！」

　唐突なシャノンさんのボケに全力でツッコミを入れるマシュー。

　おれは天然ボケも恋愛対象外だ、とブツブツ言っている。

　中央司令部には一流のボケキャラがそろっているから、ツッコミ気質のマシューはいつだって大忙しだ。そういやマシューは年上のおしとやかな女性を好むっていうのが公式設定だったっけ。だとすれば中ちゆう央おう司し令れい部ぶの女じよ性せい陣じんがお気に召さないのも当然か。

「ともかくだ……黒くろ羽はね桐きり香かはかなりの美人で、紺こん色いろのひらひらした服を着ていて、胸むな元もとにでかいリボンがついてて、背中を覆おおい尽つくす黒くろ髪かみが特徴って話だ」

「お話はわかりましたが、できればそういったお話はチェックポイントに到達してからにしてください。十階層ごとにボス部屋があることをお忘れではないでしょうね？」

「ああ、そういやもう五十階か……」

「今回はどんな敵が待ち受けておるんじゃろうなー」

　チェックポイントは五階層ごと、ボス部屋は十階層ごと。つまり、十階、二十階という区切りの階層にはチェックポイントとボス部屋が同時に存在することになる。このボス部屋は原作にはない仕し様ようだが、出現する敵のラインナップは相変わらず『無限のディスカバリー』に限定されている。その階層ではエンカウントすることのない上位の魔ま物ものが一体。十階から四十階まではずっとそのパターンだった。

　しかし──

　この五十階では今までのパターンが崩くずされて……。

「ぬおおおおお!?　強面こわもての魔物が六体も!?」

「おい、裕ゆう貴き？　こりゃ、やばいんじゃねーのか？」

「と、とても強そうな魔物です……っ！」

　ボス部屋でおれたちを待ち受けていたのはヘビーミノタウロス六体。

　四十階から四十五階に登場したミディアムミノタウロスの上じよう位い互ご換かんだ。

　しかも、目の前のヘビーミノタウロスは通常モードではなく、攻こう撃げき力りよくが二倍になる『怒気状態』で、その証拠に身体からだが赤く光り、額ひたいに青筋が入っていた。

　まずいぞ！　真っ向から勝負して乱戦にでもなったら必ず犠ぎ牲せい者しやが出る！

　おれは咄とつ嗟さに周囲を見回し──

「シャノンさんとリーネは左手の通路に！　マシューはおれと右手の通路に退たい避ひだ！　敵の戦力を分散して、ヘビーミノタウロスを通路に一匹ずつ誘い込むんだ！　それから手持ちの『魔ま法ほう書しよ』──攻撃系の魔法書は出し惜しみせずに使うように！」

「おう！」「わかりました！」「了解なのじゃ！」

　三人とも返事と同時に床を蹴けっていた。おれもすぐにマシューのあとを追う。

　グオオオオオオオオオ──

　通路に退避すると、ヘビーミノタウロスが雄お叫たけびを上げながら突進してきた。

　おれはマシューの盾たてになるべく前に飛び出す。

「よし、迎むかえ撃うつぞ！」

　そう言って後方のマシューが『炎えん獄ごくの魔法書』を取り出す。

『炎えん獄ごくの魔ま法ほう書しよ』は敵単体に大ダメージを与える攻こう撃げき系の魔法書──

「──いけっ」

　マシューの眼前に赤い魔ま法ほう陣じんが展開され、そこから炎ほのおの塊かたまりがいくつも飛び出した。

　炎の塊はどれも無意味と思える複雑な軌き道どうを描き──だが、最終的にはヘビーミノタウロスを終着点とし、ミサイルのような正確さで四方八方から殺到した。

　オオオオオオオオ……──

　炎えん上じよう、そして絶命するヘビーミノタウロス。

　黒くろ焦こげになった巨体はまもなく細かい粒りゆう子しと化した。

「すげぇ、威い力りよく」

「マシュー！　前、前！　次が来てるよ！」

「わ、わりぃ」

　慌あわてて新たな魔法書を手に取るマシュー。

「シャノン！　二体目じゃ！」

「はい！　次も私が魔法書で仕し留とめますから援えん護ごをお願いします！」

　どうやらシャノンさんたちも『炎獄の魔法書』を積極的に使っているようだ。

　魔法書は無限に手に入るものではないから本来は乱用を避さけるべきだが──

　今は出し渋っている場合ではない！

　おれはヘビーミノタウロスを魔法書で撃退するマシューに気を配りつつ、残るヘビーミノタウロスの気を引くため、前に飛び出した。







　その後──

「むふぅー。危なかったのー」

「裕ゆう貴きさんの的確な指示がなければ大変なことになっていたかもしれません」

「ああ。さっきのは好判断だったぜ。さすが裕貴だ」

　マシューがおれの肩を小突く。

『怒気状態』のヘビーミノタウロスは圧倒的な攻撃力を誇るが、一体ずつ通路に誘い込む作戦が功を奏した。右手の通路ではおれがヘビーミノタウロスが繰くり出だす斧おの攻撃を豊富なＨＰで受け止め、後方からマシューが『炎獄の魔法書』を連発。一方、左手の通路ではリーネの回復魔法による支援を常時受けつつシャノンさんも魔法書で対抗した。

「しかし、魔法書は便利じゃのー」

「そうだね。あの巨大なヘビーミノタウロスも『炎獄の魔法書』で一発だったし」

「使わずに取っておいて正解でしたね」

「だな」マシューが頷うなずく。

「うむ。魔ま法ほう書しよは一つの階層で四つしか手に入らない貴重なものじゃからのー」

　古代遺跡『ゴールデンオーラ』にはアイテムに関して、いくつかの固定ルールが存在する。

　ルールその一。装備品以外のアイテムは原則として持ち込み不可。

　ルールその二。遺跡内で手に入る唯ゆい一いつのアイテム──魔法書──は各階層に必ず『四冊』存在する。

　ルールその三。遺跡から脱出すると手に入れた魔法書は全すべて消滅してしまう。ただし遺跡内に持ち込んだ装備品はなくならない。

　大おお雑ざつ把ぱに言うと大事なのはこの三つ。

　で、ルールその一なのだが、おれが南エリアで手に入れた携けい帯たいゲーム機きはどうやら装備品扱いのようで、問題なく遺跡の中に持ち込むことができる。その他のアイテムは持ち込み不可で、手持ちのアイテムは遺跡内に転送された時点で消えてしまうのだが、不思議なことに遺跡から脱出すると消えたはずのアイテムは全て復活している。そういう仕し様ようだからアイテム整理に神経を尖とがらせる必要はない。ちなみにこの遺跡は一日のうちに一パーティー一回しか入場が許されないようで、一いつ旦たん外に出て遺跡に持ち込めないアイテムでＨＰを回復して再挑戦──といった手は使えない（バニラさん情報）。

　また、魔法書は遺跡内で入手可能な唯一のアイテムなのだが、その効果は様々だ。

　先ほどヘビーミノタウロスに使用した『炎えん獄ごくの魔法書』のように敵に魔法ダメージを与えるものもあれば、味方のＨＰを回復する『治ち療りようの魔法書』なるものも存在する。

　他にも──

　次に放つあらゆる攻こう撃げきのダメージを二倍にする『倍加の魔法書』。

　隣りん接せつする敵の移動を禁止する『拘こう束そくの魔法書』。

　そのフロアに存在する魔法書の位置を突き止める『心眼の魔法書』。

　──などなど多種多様な魔法書が存在する。

　魔法書はその名の通り本の形をしているが、表紙を触ることで携けい帯たい電でん話わくらいの大きさに縮しゆく小しようさせることができる。移動中はサイズを落とすのが基本だが、ミニチュアイサイズのときは魔法書の効果を発動できないので、使用する場合は元の大きさに戻す必要がある。

「んじゃ、街まちに戻るとするか」

　マシューが談笑を打ち切り、先に歩き出す。

　と──

「……ん？」

　先頭のマシューが遺跡の入り口のほうに注意を向けた。

　どうしたんだろう、とつられて同じように入り口に目を向けると……。

「おい。あそこにいるの──噂うわさの黒くろ羽はね桐きり香かじゃないのか？」

　マシューが顎あごで示した場所、遺跡の出入り口付近に並んでいる黄金色の柱──

　その一つに寄りかかっている少女がいた。

　紺こん色いろのセーラー服。赤い大きなリボンが胸むな元もとに。

　艶つややかな黒くろ髪かみは地面に届きそうな長さで。

「本人……っぽいね」と頷うなずくおれ。

「ふむ。服装は変だが、たしかに美人ではある」とマシュー。

「変ではありませんよ。大変可愛かわいらしいお洋服です。特に胸元のリボンがキュートです」

「うむ。変態ファッションを好むバニラに見習って欲しい服装じゃの」

　変態ファッション……。酷ひどい言われようだけど、擁よう護ごできないのもまた事実。

「むぅー。それにしても、あのように線の細い女性がワシら上じよう位い陣じんを凌しのぐほどの実力を秘めておるとは、人は見かけによらないものじゃの」

「強さだけで言ったらアルル以上だと思うぜ。なんたってソロで遺跡に挑いどんでるんだからよ」

「そうだね……」

　おれは頷きつつ、みんなとは別種の感想を抱いだいていた。

　やっぱりおれの知らないキャラだ──

　どんなＲＰＧを思い浮かべても、彼女に似た容姿のキャラは思い出せない。

　まあ、名前に聞きき覚おぼえがない時点でわかっていたことではあるけども。

「あら？　手に包帯を巻いておられますね。もしかして怪け我がをしているのでは？」

　シャノンさんが言うように、黒くろ羽はねさんは手に包帯を巻いていた。

　しかも、両方。左手も右手も白い包帯に包まれている。

　そのため──レベルを示す、光る刺青いれずみの数字を確認することができない。

「むぅー。それは医者として見み逃のがせぬなー」

　リーネが白衣を揺らしながら黒羽さんのほうを見やる。

　両手に包帯か……。

　たぶんあれ怪我とかじゃなくて、ああいうキャラ付けがされているだけだよな。

　見た目にかかわるという意味ではキャラデザの範はん疇ちゆうかもしれない。ただ両手に包帯を巻いたキャラクターっていうのはだいたい重い過去があったりするもので……。

「おーい！　怪我をしているのならワシが治ち療りようしてやるぞーい！」

　リーネがピョンピョン飛とび跳はねながら黒羽さんにアピールする。

　だが──

「………………っ」

　一いつ瞬しゆん、おれたちに視線を向けたものの、すぐにそっぽを向き、遺跡を出ていってしまった。

「むぅ、なんじゃー。あの態度はー」

「一人で遺跡を攻略しているくらいだ。我がの強い女なんだろ」

「お友達になるのは難しいかもしれませんね」

「……そうだね」

　できれば彼女のレベル、確認したかったけど……。

　あのレベルを隠している包帯は厄やつ介かいだな。頼んでも外してはくれないだろうし。

「あ、そうだ。端たん末まつで彼女の到達階層を確認してみよう」

　おれは入り口に置いてあるメイン端末に駆かけ寄よった。

　ここ数日は黒くろ羽はねさんと激はげしいトップ争いを繰くり広ひろげていて、昨日の夕方の時点ではおれたちのパーティーとソロで攻略している黒羽さんが一位タイで並んでいた。到達階数は地下四十五階。そして、今日おれたちは五階層潜もぐって五十階に到達したわけだけど、黒羽さんはどうだろう？　ボス部屋に出現する敵のラインナップは固定だから黒羽さんも『怒気状態』のヘビーミノタウロス六体と遭そう遇ぐうしたはず。さすがに一人で対処するには厳きびしい相手だと思うんだけど。諦あきらめて脱出していても全然おかしくはない。

「えっと、パーティー……代表者……黒羽桐きり香か……と」

　検けん索さくの結果はすぐに表示された。




　パーティー代表者名　黒羽桐香　到達階数地下五十五階。




「ご、五十五階!?　今日だけで十階層も!?」

　マジかよ。あのヘビーミノタウロス軍団を撃げき破はしただけではなく、そこからさらに五階層も潜もぐったって言うのか？　しかも一人で？　じょ、冗談だろ……。

「おいおい。ここに来てペースが上がるとか、あの女、化ばけ物ものかよ……？」

　マシューが端末に表示された五十五という数字を見つめながら投げやりに言葉を吐はく。

　黒羽桐香──

　両手に包帯を巻いたレベル不明、元ネタ不明の少女。

　一体、彼女はどんなＲＰＧに登場するキャラクターなのだろうか──




　　　　[image: †]




　その日の夜。

　酒場『黄昏たそがれ』にて──

「ちょっとぉ。五倍はいくらなんでも盛り過ぎじゃない？」

「そんなことはないのじゃ。あやつはそれくらいの力は秘めておる、とワシは思う」

　リーネが不満そうに頰ほおを膨ふくらませるアルルさんに向かって反論する。

「うー、納得いかない。まあ、あっちが私よりも格上なのはわかるけどさぁー」

　獣けもの耳みみをピクピクと動かしながら不満を露あらわにするアルルさん。

　そこにバニラさんが現れ、

「ですが、黒くろ羽はね桐きり香かさんは単独で遺跡を攻略していて、しかも、軍ぐん師し様のパーティーを抜いてトップに立っていますのよ？　彼女に比べればアルルさんなどゴミクズのようなものですわ」

「……バニラ。表に出なさい。あんたこそボコボコにしてゴミ箱に放り込んでやるわ」

「恐いですわ～。軍師様～」とおれにひっつくバニラさん。わざとらしい猫なで声だ。

「ちょ、ちょっと……バニラさん」

　人の目のある酒場でこういうスキンシップは困る。

　人がいなければいいという意味ではないが……。

「バニラさん。裕ゆう貴きさんを困らせないでください」

「そうよ。シャノンの言う通り。いい加減にしなさい、バニラ」

　シャノンさんとアルルさんが一緒になってバニラさんをおれから引ひき剝はがす。

　ふぅ……助かった。以前はシャノンさんＶＳバニラさんの構図が多かったけど、アルルさんが仲間に加わったおかげで、バニラさんの暴走を食い止めやすくなったんだよな。まあ、その分、シャノンさんＶＳアルルさんなんて構図も最近はあったりするけど。

「……その人と軍師様、どっちが強い？」

　テーブルの隅っこで黙々と野菜スティックをかじっていたエルマさんが口を開いた。

「うーむ。どっちじゃろうなぁー」

「んなもん裕貴に決まってんだろうが」

　マシューが横から口を挟んだ。

「じゃが、マシュー。あやつは今日だけで十階層。すでに五十五階に到達しておるのじゃぞ？」

「それはわかってる。ソロで攻略してんだ。すげー女だとは思う。だが……例の『剣』を抜いた裕貴にはさすがに勝てないだろ？」

　例の『剣』──

　記き憶おくを奪う正体不明の片手剣。

　魔ま人じんヴェノレッドを一いち撃げきで倒した武器。

　……たしかにあの『剣』を抜けばおれ一人でも遺跡の攻略は可能だけど──

「ってか、チビスケ。お前、どっちの味方だよ？　おれたちはまたしてもあの女にトップを奪われたんだぞ？　つーか、地下五十階を超こえてなおペースが上がるってことは今まで余力を残してたってことだ。楽観的にかまえているわけにはいかねーだろう？」

「まー、それはそうじゃが。んー、ゆーきはどう思う？」

「え？　うーん、そうだね……」

　おれはマシューほど高い競争意い識しきを持っているわけではないから、今回の一連の流れについては、ただただ驚おどろいている、というのが正直なところだ。

　これまでは北エリアでも南エリアでも『物語』の主導権は全すべて中ちゆう央おう司し令れい部ぶにあった。

　二百本近いＲＰＧの知ち識しきとレベル99の強きよう靭じんな肉体。

　それをおれが持っているからこそ、常にみんなの先を行くことができたのだ。

　まさか誰だれかに先を越されるなんて思いもよらなかった。

　自分の強さに慢まん心しんしていたつもりはないんだけどな……。

「いやー、中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍ぐん師しもたいしたことねーなー」

「だな。しかも、たった一人の女に翻ほん弄ろうされて、情けないったらねぇぜ」

　おれがあれこれ考えていると、近くのテーブルに陣じん取どっていた屈くつ強きような男たちが、あからさまに声のボリュームを上げ、下品に笑い始めた。

「軍師ちゃん、このまま最下位まで転落してくんねーかなー」

「おお、そりゃいいな」髭ひげ面づらの男が酒を煽あおりながら頷うなずく。「で、仲間に愛想をつかされて、軍師から軍死に降格ってわけだ。がはははははっ！」

「…………あいつら」

　マシューが固めた拳こぶしをテーブルの上に叩たたきつけた。

「うーむ。あやつらワシらの存在に気づいていながらあのようなことを……」

「……うん。さっきからチラチラこっち見てた」

　リーネとエルマさんが顔を見合わせる。二人とも不快そうに眉まゆをひそめている。

「ん、裕ゆう貴きさん？　どうかされたのですか？」

　テーブルの奥のほうでアルルさんと一緒になってバニラさんを説教していたシャノンさんがこちらに目を向けた。どうやら奥の三人には男たちの中傷の言葉は届いていなかったようだ。

「裕貴……おれが話をつけてくる」

「え、いや、こういう場合は事を荒あら立だてないほうが……」

「んな弱気なことでどうする」

　マシューが腕うでをまくりながら席を立つ。

　やばい、本気だ。止めないと──




「ほう。中央司令部の軍師が不ふ甲が斐いないと言うのなら、それ以下のおれたちは生きる価値なしといったところか？」




　そのとき、長ちよう身しん瘦そう軀くの男がおれたちの目の前を横切った。

　男──威い圧あつ感かんのある漆しつ黒こくの鎧よろいを身にまとっているのはヴェルナー。

「ヴェ、ヴェルナーさん……いらしてたんですか……」

　先ほどまで上じよう機き嫌げんにおれを酷こく評ひようしていた男たちの態度が一変した。

　どうやらヴェルナー派はの一員だったらしい。

「自分のことを棚たなに上げ、他人を貶けなしている暇ひまがあったら、鍛たん錬れんに励はげんだらどうだ？　それが嫌いやなら組そ織しきを抜けることだ。おれは去る者は追わん主義だ」

「その、酔っ払って気が大きくなっちまって……と、とにかく失言でした！」

「す、すみませんでした！　悔くい改あらためます！」

　ガタイのいい男たちがペコペコ頭を下げている。

　なんだか奇妙な光景だ。

「ほー、やるのー」

「相変わらず脅おどしのテクニックには長たけてやがるな」

　脅しのテクニックって……。マシュー、それは褒ほめてるの？　貶してるの？

　でも、さすがヴェルナーだよな。こういう対応だけは絶対におれには真似まねできないし。

「さっそく鍛たん錬れんに励はげみます！」「し、失礼します！」

　男たちが飲みかけのグラスを放置し、酒場から飛び出していった。

　その体育会系然とした振ふる舞まいにおれは思わず笑ってしまった。

　それにしても──

　黒くろ羽はねさんがランキングでトップに立ってからというもの、酒場から当初の穏おだやかな空気が失われつつあるよな。まあ……中ちゆう央おう司し令れい部ぶとヴェルナー派はのトップがたった一人の少女に出し抜かれたわけだからな。話題になるのは当然として、今しがた飛び出していった人たちみたいに不ふ穏おんな空気を酒場に持ち込む冒ぼう険けん者しやが出てきても全然おかしくはない。

　それだけ黒羽さんの登場にはインパクトがあった。

　プラスの意味でも、マイナスの意味でも……。

　彼女には仲間がいない。ソロで古代遺跡を攻略しているものと見られている。

　人物自体は特定されているが、それ以上のことは何もわかっていない。

　黒羽さんに関する情報は極端に少ないのだ。

　よく言えばミステリアス。悪く言えば不気味。

　みんな黒羽さんをどう捉とらえていいのかわからないでいるのではないだろうか？

　おれを含めて……。

「──さて」

　ヴェルナーが身体からだの向きを変え、おれたちが陣じん取どっているテーブルに近づいてきた。

「どうした？　部下の不始末を詫わびに来たのか？」

　マシューが先せん制せい攻こう撃げきとばかりにヴェルナーを挑発する。

「ふん」

　ヴェルナーは一いつ瞬しゆんマシューを視界に入れたがすぐに視線をおれに移した。

　そして、

「軍ぐん師しよ。サシで話がしたい」

「え？」

「二階に上がる。ついてこい」

　ヴェルナーはおれの返事も待たずさっさと歩き出した。

「……なんて強引なヤツだ。裕ゆう貴き、無視しろ。無視」

「や、さすがにそういうわけには……」

　と言いつつ、席を立つおれ。

「裕貴さん？　私も一緒に行きましょうか？」とシャノンさん。

「一人で平気だよ。それにヴェルナーさん、サシで話がしたいって言ってたし」

　一対一でということはよほど重要な話なのだろう。

　しかも、このタイミングで、ということは……。







　酒場の二階はオープンな席が目立つ一階とは違い、仕切りのあるボックス席が多めだった。

　おれとヴェルナーは一番奥のボックス席で向かい合った。

「──話というのはあの女のことだ」

「それは……黒くろ羽はね桐きり香かさんのことですか？」

　おれがそう言葉を返すと、そうだ、とヴェルナーは頷うなずいた。

「黒羽桐香は今日の夕方の時点で地下五十五階に到達。お前たちは五十階だったな？　ついこの間まで十位以下だった女がトップに立ち、しかも五十階を超こえてなお日に十階層潜もぐるこの怒ど濤とうの勢い。とんでもない女だ」

「ですね。おれたちもびっくりしています」

「ふん、吞のん気きなものだな。あの女は我々の勝負に水を差すかのようにトップを奪い去ったのだぞ？　不ふ愉ゆ快かい極きわまりない出来事だ。まったく……興きようが削そがれたぞ」

　ヴェルナーの左手の甲こうでＸが二つとⅤが一つ、25という数字が輝いているのが見えた。

　南エリアにいた頃ころはマシューと同じくらいのレベルだったけど……。それがシャノンさんに匹ひつ敵てきするほどのレベルに達しているということはヴェルナーもまたシャノンさん並みに努力を重ねてきたってことだ。

「とはいえ……途中で勝負を投げるわけにはいかない。挽ばん回かいの策さくを練ねらねばなるまい」

　それはそうだ。組そ織しきのトップとして示しがつかないだろうし。もちろんおれも。

「──でだ。お前たちはあの女を出し抜く策を持っているのか？」

「それは……」一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまったおれだったが、「……はっきり言って今のままでは厳きびしいと思います」と正直な気持ちを伝えた。

「今のままでは、か……。ということは策がないわけではないのだな？」

「はい。なりふりかまわずトップを目指す……ということであれば」

「ほう」ヴェルナーが赤ワインの入ったグラスを口元で傾け、「その策──魔ま人じんヴェノレッドを一いち撃げきで仕し留とめたあの奇妙な『剣』を使うことにあるのではないか？」

　……あっさりバレた。やはり鋭いな、この人は。

「その通りです。でも、あの『剣』は身体からだにかかる負担が大きいので、ここぞ、というとき以外は使わないと決めているんです。長時間使用することには向いていない武器でして」

「……やはりそういう武器か。魔ま人じんヴェノレッドを仕留めたあと、気を失ったお前を見て、何かデメリットがあるのではないかと思っていたが……」

「はい。ですから、あの『剣』を使うのは最終手段ってことで」

「最終手段か」再びグラスを傾けるヴェルナー。「デメリットはあるものの、強力な力を秘めた武器なのは間違いなく、切きり札ふだとして隠し持っておく価値はある、ということだな？」

「あ、はい。その解釈で間違っていません」

「ふん。やけにサービスがいいが……そんな大事なことを敵であるおれに話してしまってもよかったのか？　お前の『剣』を奪おうと裏で暗あん躍やくするかもしれんぞ？」

「えっと……。さっき、身体にかかる負担が大きい、って言いましたよね？　あれ、扱うのが難しいという意味ではないんです。呪のろわれた武器なんですよ……あの『剣』は」

「呪われた武器……」

「そんな武器を積極的に使おうとする人はいないでしょう？」

「ふふ、なるほど。おれに警けい告こくしているのだな？　誰だれにでも扱える武器ではない、と」

「そう解釈してくださってけっこうです」

　……まあ、本当に奪う気があるのなら、相手に警けい戒かいされるようなことは言わないはずだからな。ヴェルナーがそんなヘマをするわけがない。冗談で言っただけなのだろう。

「少しは成長したようだな」

「へ？」

「褒ほめているわけではないぞ。勘かん違ちがいするな。初めて顔を合わせたときからすれば、多少はマシになった、というだけで、現状でも組そ織しきのトップとしてはまったくもって物足りない」

「……は、はあ」

「お前は駆かけ引ひきの作法がなっていない。直前の呪われた武器の話がいい例だ。何も相手にタダで情報をくれてやることはないはずだ」

「……そう……ですね」

　なんだこれ。お説教？　おれ怒られてるの？

「──他にも言いたいことはあるが……まあいい。お前の欠点をいちいちあげつらっていたら時間がいくらあっても足りないからな。話を黒くろ羽はね桐きり香かに戻すぞ」

　ヴェルナーがボトルをつかみ、空になったグラスに赤い液体を注ぐ。

「お前たち中ちゆう央おう司し令れい部ぶが黒羽桐香の存在を知ったのは……あの女がランキングでトップに躍おどり出だた、昨日の夕方のことだな？」

「はい。そうですけど……」

「ならば、おれが以前から黒くろ羽はね桐きり香かのことを知っていた、という事実も初耳だろうな」

　な、なんだって？　以前から知っていた？

「驚おどろいているようだな」クク、とヴェルナーが上じよう機き嫌げんに笑う。「あの女はな、『荒こう野やの街まち』で組そ織しきを再編しているときに、一時期だが我々の組織に属していたのだよ」

「ヴェルナーさんの組織に……」

　では黒羽さんはこのスプリングエリアに入ってから登場した高レベルキャラではないってことか。少なくとも南エリアに進出したときには存在していた……？

「とにかく問題の多い女でな。よくトラブルを起こしていた」

「トラブルですか？」

「ああ。組織の方針にことごとく逆らっていた。協調性に欠ける女だったよ」

　予想通りというか……やっぱり取っつきにくいキャラなんだな。

「小さな作戦もそうだが、大掛かりな作戦、たとえば『荒野の街』を魔ま物ものの群れが襲おそったときも、魔ま人じんヴェノレッドの城をお前たち中ちゆう央おう司し令れい部ぶと共に落とそうとしたときも、あの女は戦いに参加しようとしなかった。その後、組織を抜けることになったのは……まあ、言うまでもないな？」

「……なるほど」

「ふん。あのトラブルメーカーが組織を抜けてホッと一息ついていたところに、これだ。正直驚いている。あの女にお前たち中央司令部を凌しのぐほどの力があったということに。まあ、同時に怒りも湧わいたがな。まったく腹はら立だたしい女だ……」

「彼女、どうしてヴェルナーさんの組織を訪れたんでしょうね？」

「おれもそれが気になっている」ヴェルナーは手に持ったグラスをテーブルの上に置き、「ランキングでトップに立つほどの実力者。そして協調性ゼロの我がの強さ。ああいう性格の女は普通一いつ匹ぴき狼おおかみを気取るものだ。実際、今はそうしているが……」

「飛び抜けた能力の持ち主なのに今の今まで頭角を現さなかったのも気になります」

「そうだな」

　黒羽さんの名が本格的に知れ渡ったのはスプリングエリアに入ってからだ。

　だがヴェルナーが言うには南エリアに入ったときにはもう黒羽桐香というゲームのキャラクターは存在していたと言う。しかもこれはヴェルナーの証言。もっと以前から彼女が存在していた可能性だってありえるのだ。

「まあ、何を話したところでこれ以上は推測の域を出まい」

「そうですね……」

「──話というのはそれだけだ。ではな」

　ヴェルナーがおもむろに席を立つ。

　毎度のことながら区切りのつけ方があっさりしている。

「あ、あの、どうして黒くろ羽はねさんのこと……教えてくれたんですか？」

「……お前が先に話した呪のろい武器の情報。あれに相応ふさわしい対価を支払ったまでだ」

　噓うそだ。サシで話がしたい、と言ってきた時点で心は決まっていたはず。

　最初から黒羽さんのことを伝える気だったのだ。ヴェルナーは。

「もしかしたら──」

　去さり際ぎわ、ヴェルナーが窓の外を眺めながらつぶやいた。

「あの黒羽桐きり香かはおれやお前が思っている以上に危険な女かもしれないぞ」

「え？　それってどういう意味ですか？」

「……単なる独ひとり言ごとだ。忘れていい」

　ヴェルナーはそう言うと、おれに背を向け、階段のほうに歩いていった。

　危険な女？　黒羽さんが？

　というか、ヴェルナーはなぜそう思ったのだろう？

「……わけがわからないな」

　でも──

　ヴェルナーがおれの知らない黒羽さんの情報を伝えようとした意図はわかった。きっとヴェルナーは黒羽さんに得え体たいのしれない何かを感じ取って、その自分が抱いた違和感をおれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶと共有したかったのだろう。

　不測の事態が起きてからでは遅い、と。そう考えて……。

「ヴェルナーさん。ありがとうございます」

　おれはすでにいなくなったヴェルナーに向かって頭を下げた。
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　数日後。

　古代遺跡『ゴールデンオーラ』の地下六十九階にて──

「やああああああ！」

　シャノンさんが華か麗れいな立ち回りでパワータイプの敵、ダイヤモンドゴーレムを翻ほん弄ろうする。

　だが相手は守りの堅い高ＨＰの敵。撃げき破はするにはそれなりの時間を要する。

　オオオオオオオオ──

　ダイヤモンドゴーレムが両手を振り上げたままシャノンさんに向かっていく。

「シャノンさん！　一いつ旦たん、引いて……！」

「はいっ！」

　おれの指示を受け、シャノンさんがバックステップ。

　次の瞬しゆん間かん、後方で待機していたマシューが『炎えん獄ごくの魔ま法ほう書しよ』を使用した。

「くらえっ！」

　赤い炎ほのおの塊かたまりがダイヤモンドゴーレムに襲おそいかかる。

　オオオオオオオオ……──

　強力な魔法攻こう撃げきを浴びたダイヤモンドゴーレムはあっという間に塵ちりと化した。

「相変わらず『炎獄の魔法書』はすごいのー。マシューの魔法の弾だん丸がんとは大違いじゃー」

「……あ？　なんか言ったか、チビスケ？」

　マシューが後方を振り返りリーネを睨にらむ。

「だからチビスケってゆーなー。アホマシュー！　バカマシュー！」

「マシューさんのあだ名がどんどん増えていきます」とズレたことを言うシャノンさん。

「……ったく」マシューが肩かたをすくめる。

「ところで裕ゆう貴きさん？　今ので『炎獄の魔法書』は使い切ってしまったのでは？」

「あ、うん。その通りだよ」

　おれは頷うなずきながら手持ちの魔法書を確認する。

　攻撃系はもう残っていない。あとは回復系と特殊系、そして未み鑑かん定ていの魔法書。

　火力が高い『炎獄の魔法書』が残っていないのは少々不安だが、どうせチェックポイントは目前なので──

「ゆーき。今、六十九階じゃが、今日は七十階のチェックポイントで終しまいかのー？」

　ちょうどリーネの発言がおれの思考と重なった。

「そうだね。手持ちの魔法書とリーネの魔力を思うと、そこが限界かな」

「何を弱気なこと言ってんだ、裕貴。今日は七十五階まで行くぞ。黒くろ羽はね桐きり香かはすでに八十階に到達してんだ。これ以上、引き離されてたまるかよ」

「……無茶だよ、マシュー。おれたちの戦力では一日に五階層が限度だって」

　繰くり返かえしになるが、遺跡内には外からアイテムを持ち込めない。だからＨＰを回復する手段は『味方の回復魔法』と『魔法書による回復』の二つに限られている。魔法書は各階層に四冊と固定。無限に手に入るものではないのだ。さらに遺跡は下の階に行くと上の階に戻れなくなる仕し様ようなので、魔法書を無限に稼かせぐことはできない。

「だが黒羽桐香は未いまだに十階層潜もぐる日がある。このままじゃ、差が開く一方だ。お前らなんとも思わないのか？」

「焦あせってもいいことはないですよ、マシューさん」とシャノンさんが諭さとすように言う。「裕貴さんの言う通り、今の私たちの戦力ではどう足あ搔がいても一日に五階層が限度です。これは根性論でなんとかなるような問題ではありません」

「誰だれも根性で乗り切れとは言ってねーだろうが」

「ではどうするのです？」

「これを使う」

　マシューが道具袋から縮しゆく小しよう状態の魔ま法ほう書しよを引っ張り出し、表紙を指でなぞった。

　ボン、と音を立てて魔法書が発動可能な大きさに変化する。国語辞書くらいの大きさだ。

「その魔法書、未み鑑かん定ていですよね？　一体、何をするつもりなのですか？」

　魔法書には鑑定済みのものとそうでないものがある。

　未鑑定の魔法書は『鑑定の魔法書』を使用することでその効果を知ることができる。一度鑑定した魔法書が遺跡の出入りによって未鑑定状態にリセットされることはないが、鑑定の結果が他のパーティーに影えい響きようすることはない。そこはパーティーごとに区切られている。

「決まってんだろうが」

　ニヤリと笑うマシュー。嫌いやな予感しかしない。

「まさか……未鑑定状態のまま魔法書を開くつもりじゃ……」

「お、裕ゆう貴き。よくわかったな」

　マシューは悪びれる様子もなく、前まえ髪がみをクールに払った。

「ね、ねえ、マシュー？　さすがにそれは止やめといたほうがいいと思うよ……？」

「ワシも同感じゃ」

　リーネがすかさず同意を示す。

「なんだよ、お前ら」マシューが顔をしかめ、「おい、シャノン？　お前はどう思う？」

「え、えっと、その……初歩的な疑問で申し訳ないのですが……み、未鑑定状態の魔法書を開くと……一体、何が起きるのですか……？」

　……ありゃりゃ。

　おれたち三人はズッコケそうになった。

「おいおい、忘れたのか？　この間、酒場で話題になってただろうが？」

　マシューが呆あきれ顔がおで言う。続いてリーネが補足を加え、

「魔法書は鑑定済みであろうと未鑑定であろうと『本を開く』とその魔法書に秘められた効果が発動するのじゃ。だから『鑑定の魔法書』がなくても鑑定はできるということじゃな」

「あ、そうでしたね。思い出しました。あれ？　でも、そうやって鑑定できるのなら『鑑定の魔法書』は必要ないのでは？」

「当然、デメリットもあるよ」とおれはリーネの言葉を引き継ぐ。「魔法書は使い捨てだから鑑定するためだけに本を開くのはもったいないよね？　それに魔法書の中には味方に害が及ぶマイナス効果の魔法書もあるから、よほどのことがない限りは未鑑定状態の魔法書は開くべきではないんだよ」

「そうだ。よほどのことがない限りは……」

　マシューがおれのセリフを引用し、両手に持った未鑑定の魔法書に目を落とす。

「今がそのときだとは思わないか？」

「まあ……有用な効果を期待して博打ばくち的てきに使うのもアリと言えばアリだけど……」

　おれも『無限のディスカバリー』で遊んでいるとき、タイムアタックに挑いどんでいるときなんかは記録狙ねらいのためにあえて未み鑑かん定ていの魔ま法ほう書しよを読むこともある。だけど、セーブ＆ロードや蘇そ生せいアイテムのないこの現実さながらの世界において漢おとこ鑑定──マイナス効果覚かく悟ごで未鑑定の魔法書を開く行為をそう呼ぶ──はやはりリスクが大きすぎる。

「もしかしたら五階層くらい一気にワープする魔法書があるかもしれないだろう？」

「……そんな都合のいい魔法書があるとは思えないけど……」

　──というかない。これは断言してもいい。

「マシュー。馬ば鹿かな真似まねは止やめて堅実に攻略することを考えるのじゃ」

　リーネが本を開こうとするマシューに近寄る。

「堅実に攻略しろだ？　正攻法で黒くろ羽はね桐きり香かに勝てるとでも思ってんのかよ？」

「それはこれからじっくり考えればよかろう。とにかく本を開くのは止めるのじゃ」

　ぴょんぴょん飛とび跳はねながらマシューの手から魔法書を奪おうとするリーネ。

「お、おい……チビスケ。そんなに引っ張るな」

「その手には乗らぬぞ。早くその魔法書をワシに渡すのじゃ」

「はん。誰だれが渡すかよ──」

　マシューが身体からだを捻ひねりながら両手を後ろに引っ込めた瞬しゆん間かん──

「「あっ」」

　リーネが伸ばした手が魔法書を弾はじいた。

　しかも──

　地面に落下した拍ひよう子しに魔法書がめくれてしまうハプニングが発生した。

「や、やばい！　発動する──っ」

　おれが叫さけんだときにはもう手遅れだった。

　プシュウウウウ──

「な、なんじゃ!?　この煙は!?」

　これはあれだ……。

　フロアに存在する全すべての生き物を夢の世界にいざなう『睡すい眠みんの魔法書』。

　この魔法書──敵も味方も眠ってしまうので、これが原因で全滅するようなことはありえないが、原作ではこの睡眠効果によって実に二百ターンもの時間を無む駄だにしてしまう。『無限のディスカバリー』には『飢うえ』と『渇かわき』の概がい念ねんがあり、二百ターンが経過すると、この二つのパラメーターはほぼ半減する。デメリットといったらそれくらいだ。

　だがこの世界にはパラメーターとしての『飢え』や『渇き』は存在しないから──

「あ……──」

　おれは『睡眠の魔法書』がもたらすこの世界特有のデメリットに気づいたが、次の瞬間、意い識しきが途切れ、世界が暗転してしまった。







　その後──

「……悪い」「……すまんのじゃ」

　全員の目が覚さめると、トラブルの種を作ったマシューとリーネが頭を下げた。

「冷静になって考えてみると、無む謀ぼうな作戦だった。反省している……」

「マシューさん。何事も焦あせりは禁きん物もつですよ？」

「……肝きもに銘めいじる」

「まあ、幸いみんな無事だったわけだし。必要以上に気に病むことはないよ」

「……だが時間を無む駄だに浪ろう費ひしちまった。外はもう日が沈みそうな時間帯なんだろう？」

「うん」

　おれは街まちのアクセサリー屋で買った腕うで時ど計けいを見ながら頷うなずく。

「ならもう撤てつ収しゆうの時間だ。今日はこの階を探たん索さくしたら脱出だな……」

「この階ということは七十階には下りぬということか？　位置情報は保存せぬと？」

「……うん。残念だけど時間的に言ってそうなるね」とおれ。

「えっと、つまり、六十五階からスタートした私たちの本日の成果はゼロ……──」

「……シャノン。言うな」

　脱出用の端たん末まつはどの階にも置いてあるが、位置保存が可能な端末だけは五階、十階、十五階と五階層間かん隔かくでしか設置されていないのだ。

　そして、次のチェックポイントは七十階。

　また明日、六十五階からやり直しか。これは大きなタイムロスだぞ……。それにしても、『睡すい眠みんの魔ま法ほう書しよ』がこういう形でデメリットを生むとは思いもよらなかった。『無限のディスカバリー』には空くう腹ふくの概がい念ねんはあるけど昼夜の概念とかはないからなぁ。
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「現在の順位は……黒くろ羽はねさんが九十階、大きく離れておれたちが六十五階、ヴェルナー派が六十階とすぐ下に迫せまっていて、アルルさんたちが五十五階……か」

　その日の夕方──

　一足先に酒場をあとにしたおれはランキングのメモを眺めながらメインストリートを歩いていた。

「黒羽さんは今日も十階層潜もぐったのか。これは九十九階に到達するのも時間の問題だな」

　二位以下は激げき戦せんとなっているが、トップの黒羽さんはすでに独走態勢に入っている。

　これだけ差がついてしまうと、ちょっとした工夫では差は縮ちぢめられない。

　トップを取り返そうと思ったら──おれが『剣』を抜くしかないだろう。

　でも、今回は勝負に負けたからといって、誰だれかの命が奪われるわけではない。黒くろ羽はねさんの手に『至高の宝』が渡ってしまうだけだ。

　記き憶おくを差し出してまで彼女に張り合う意味があるだろうか？

　原作通りの展開だとすれば遺跡の最下層に眠る『至高の宝』とは古代人の魔ま科か学がくの結けつ晶しようである『光の杖つえ』のはずだ。これを扱えるのは『無限のディスカバリー』のヒロイン、プリシラだけなのだが──それはともかく、このスプリングエリアの最終目的が『光の杖』なのはおそらく間違いないだろう。ゲーム中だと『光の杖』獲かく得とく後ご、古代人が新たな道を示す。ならばこの世界でも同じような展開になるはずだ。北エリア、南エリア、スプリングエリアと来て次にどんなエリアが待ち受けているのかはわからないが、『光の杖』を入手すればこれまでの流れからいって次のエリアに進めるようになるのだと思う。

　他には？　いや、それだけだ……。

　黒羽さんが『至高の宝』を手に入れたからといって、おれたちに弊へい害がいがあるわけではない。

　だったら──

　別に黒羽さんに勝ちを譲ゆずってもなんの問題もないんじゃないのか？

　──キーンコーン……キーン。

　そのとき、カルセドニア王国の象徴、大だい時じ鐘しようが涼しげな音を奏でた。

　街まちの中央にそびえ立つ『ロイヤルクロノ』と呼ばれるその塔とうの高さは──完全攻略本によると──メートル単位で約九十メートル。イギリスの有名な時計台がモデルとされているが、該がい当とうの箇か所しよに文も字じ盤ばんはなく、代わりにカルセドニア王家の紋もん章しようが大きく刻まれている。文字盤はないが大時鐘がついていて、日の出と日の入りに鐘かねがなる仕組みになっている。




　──トン！




　鐘の音が遠のいた直後のことだった。

　突然、頭上から何かが降ってきた。

　目の前に着地したのは髪かみの長い女性で……。

「え？」

　おれが呆ほうけていると、眼前の女性が突然殴なぐりかかってきた。

「──なっ!?」

　慌あわてて右にステップする。若じやつ干かん、反応は遅れたものの、レベル99の瞬しゆん発ぱつ力りよくを遺い憾かんなく発はつ揮きすることで、その攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えのところでかわすことができた。

　しかし──

「くっ……」

　咄とつ嗟さに回かい避ひ行動を取ったものだから建物の外がい壁へきに身体からだをぶつけてしまった。

　だが痛がっている場合ではない。次なる攻こう撃げきに備えなければ──

「よくかわしたわね。全力だったのに」

「……へ？」

　顔を上げると、攻撃を仕掛けてきた女性が両手を後ろで組み、

「安心して。今のはちょっとしたジョーク。あなたの力が本物なのか──ちょっと試してみたかっただけだから。本気でやり合うつもりはないわ」

「あ、あなたは……」

　夕方の残光に照らされ、女性の素顔が今はっきりと視認できた。

「初めまして。風かざ間ま裕ゆう貴き君」

　目にかかった黒くろ髪かみを手で払いながらおれのフルネームを口にしたのは──

　ランキングでトップを独走中の黒くろ羽はね桐きり香かさんだった。

「自じ己こ紹しよう介かいしたほうがいいかしら？」

「いえ……わかります。今、話題の人ですから。……黒羽桐香さんですよね？」

「そうよ」

　短く答えた黒羽さんは堂々とした足取りでおれに接近してきた。

　地面に届きそうな長さの艶つややかな黒髪は歩くだけで大きく揺れる。

「ふーん」黒羽さんは目の前で立ち止まると、「もっとオタクっぽいキャラかと思っていたわ。ちょっと意外」と現代人っぽい単語を織おりまぜながらおれに対する第一印象を語った。

　……なんだか妙な感じだ。まるでクラスの女子と言葉を交わしているかのようだ。

「あの、それで。おれにどんな用が？」

「単刀直入に言うわ。──私のために働きなさい」

「え？」

　おれが首を傾かしげると、黒羽さんは腕うで組ぐみの格かつ好こうで近くの建物の外壁に寄りかかった。

　そして──

「今日、九十階に到達したあと、もしかしたら次の階から魔ま物もののラインナップが一新されているかもしれないと思って、街まちに戻る前に試しに下の階に降りてみたのよ。そうしたら九十一階に見慣れない端たん末まつが置いてあって、『この先に進むためには四人の固定メンバーが必要です』とその端末に言われたのよ」

「四人の固定メンバー？」

「ええ。端末が言うには、必ず四人で、ということだったわ。そして……どうやら以降はメンバーの入れ替えもできなくなるみたいよ」

「なるほど。だから、私のために働きなさい……ですか」

　言い方はちょっとアレだけど要は協力を求めているんだな。

　突然の登場と突然の提案──

　さて、どうしたものか……。

『あの黒くろ羽はね桐きり香かはおれやお前が思っている以上に危険な女かもしれないぞ』

　ふとヴェルナーの言葉を思い出す。

　危険な女……。

　南エリアでヴェルナー派はに所属していた頃ころは問題ばかり起こしていた黒羽さん。

　モンスター襲しゆう撃げきイベントにも城攻めにも参加しなかった黒羽さん。

　そして──

　なぜかここに来て頭角を現し始めた黒羽さん。

　……彼女の経歴には奇妙な点が多い。

　おまけに、出で会あい頭がしらに殴なぐりかかってくるし……。

「もちろん私に協力するわよね？」

「や、ちょっと待ってくださいよ。おれは中ちゆう央おう司し令れい部ぶの代表として遺跡の攻略に携たずさわっているわけで、さすがにこの場で即決できるようなことでは……みんなと相談しないと」

「あら。意外に謙けん虚きよね」

「え？」

「組そ織しきのトップに立つくらいだから、もっと傲ごう慢まんな人間だと思っていたわ」

　黒羽さんが外がい壁へきから身を離し、再びおれに接近してきた。

　しかも、今度はお互いの息遣いが伝わるほどの距離まで身を寄せてきて、

「……風かざ間ま君。私についてきなさい。面白いものを見せてあげるわ。それを見たら、あなたはもう嫌いやとは言えなくなるはずよ……」

　と予想外のささやきでおれを驚おどろかせた。

　面白いもの？　嫌とは言えなくなる？　どういう意味だ？

「さ、行きましょう」

　クールな仕草で目にかかった前まえ髪がみを払う黒羽さん。

「えっと……面白いものっていうのは具体的になんのことで？」

「ふふ。それはね──誰だれにも話したことがない私だけの秘密」

「……な、なんですか、それ」

　言い方が妙にエロい……。いや、おれが想像しているようなことではないと思うけど。

「まあ、悪いようにはしないから。ついてきて」

　黒羽さんがメインストリートを北に向かって歩き出す。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！」

　なんて強引な人なんだ……。おれまだイエスともノーとも言ってないのに。

　無視するのもどうかと思ったので、おれは仕方なく黒くろ羽はねさんの後ろ姿を追いかけた。

「あの……どこまで行くんですか？」

「もうすぐよ」

　黒羽さんはメインストリートをひたすら北に向かっている。遠目に街まちの出入り口、巨大な門もん扉ぴが見える。このままでは街の外に出てしまう。

「うん。いいタイミング……」

　街の外に一歩足を踏ふみ出だした黒羽さんがふと街のほうを振り返り、

「どうやらお客さんがやってきたみたいよ？」

「……え？」

　反射的に彼女と同じ方向を見るおれ。

　と、そこには──

「欲にまみれた冒ぼう険けん者しやに死の鉄てつ槌ついを」

「死の裁きを」

「死の恐きよう怖ふを」

　抑よく揚ようのないセリフ。不気味なセリフ。

　門扉の前に怪しい黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ集団が立っていた。

「こ、この人たちは……？」

　まさか罠わな!?　黒羽さんがおれを陥おとしいれようと──

「ふふ。何を慌あわてているの、風かざ間ま君？」

「や、だって……」

「よく見て。あなたは知っているはずよ。彼らが何者なのかを」

　知っているはず──

　意味深な発言。だが黒羽さんのその言葉を聞いておれは冷静さを取り戻すことができた。

　……そうだ。おれは知っている。この黒装束の集団の元ネタは『無限のディスカバリー』。たしか主人公パーティーがランキングでトップに立つと発生する『冒ぼう険けん者しや狩がり』というイベントに登場する悪意ある人々で、目の前の顔を隠したこの黒装束の集団は『至高の宝』が名も知らぬ冒険者の手に渡ることを危き惧ぐした城の急進派がとある宗教団体の信者に扮ふんした姿だ。要は妨害イベントである。

「冒険者よ。地じ獄ごくに落ちて悔くい改あらためるがいい──」

　真ん中の一番偉そうな男が杖つえを用いて地面に魔ま法ほう陣じんを描いた。

　そして、隣となりの男がその魔法陣の上に動物の内ない臓ぞうのようなものを落とす。

　すると……。

　シャアアアアアアアアア──

　紫むらさき色いろに輝き出した魔法陣の中から巨大な魔ま物ものが飛び出してきた。

　ニーズヘッグ──北ほく欧おう神しん話わに登場する蛇へびの魔ま物ものだ。

「お、おい……なぜこちらににじり寄ってくる。お前の相手はそいつらだぞ……」

　黒くろ装しよう束ぞくのリーダーが素の声を発しながら後ろに一歩後退する。

　まずいぞ、原作通りならたしか……ニーズヘッグは召しよう喚かん主しゆである彼らを、黒装束の男たちを蹂じゆう躙りんするはずだ。そして、主人公たちの前からも街まちからも姿を消し、古代遺跡クリア後の次なるダンジョンのボスとして主人公たちの前に立ちはだかる……。

　シャアアアアアアアアア──

　ニーズヘッグがさらに黒装束の男たちとの距離を詰つめる。

　……ここで彼らを助けるということは本来のゲームの流れを断ち切るということだけど……。

　でも、助けないわけには──

　おれは腰こしの道具袋の中に手を突っ込み、携けい帯たいゲーム機きに触れた。




「己おのれの力量に見合った魔物を召喚しておけばこんなことにはならなかったのに──」




　突然、黒くろ羽はねさんの口から聞きき覚おぼえのあるセリフが飛び出した。

　え？　とおれが固まっていると、黒羽さんが黒装束の男たちを庇かばうようにしてニーズヘッグの前に飛び出し、

「風かざ間ま君。今の……誰だれのセリフかわかる？」

「……た、たしかヒロインのプリシラの……──」

　って！　どうして黒羽さんがそんなことを知ってるんだ!?

「ふふ。いい顔ね」

　次の瞬しゆん間かん──

　黒羽さんが懐ふところに手を差し込み、ブラックカラーの携けい帯たいゲーム機きを取り出した。

「な、それは!?」

　本来、この世界にあるはずのないもの。イレギュラーなツール。

　黒羽さんは慣れた手つきでその携帯ゲーム機を操そう作さし、黒いレッグホルスターに差し込まれた二丁ちようの拳けん銃じゆうを液えき晶しようから出現させた。その銀色に輝く銃はどちらもレンコン状のシリンダーがついた回転式拳銃で……。

「く、黒羽さん。ど、どうして……それを……っ」

「驚おどろくのは──まだ早いわよ」

　そう言うと彼女はスカートを軽くめくり、銃とセットで携帯ゲーム機から取り出したレッグホルスターを左右の太ふと股ももに装着した。そして、自由になった手で、

「私があなたに見せたかったのはこっち」

　彼女の両手を覆おおう白い包帯。

　それがしゅるしゅると外されていく。

　手の甲こうが露あらわになっていく──

「……噓うそだろ」

　果たして彼女の手の甲に現れたのは淡あわい光を放つローマ数字。

　左手に五つのＸが並んでおり、右手にはＸが四つとⅨが一つ。
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　合わせて──99 ！

　シャアアアアアアアアア──

「……耳みみ障ざわりな鳴き声」

　黒くろ羽はねさんが目の前に迫せまるニーズヘッグを見上げる。

　完全な棒ぼう立だち。これがシャノンさんだったらおれは迷わず庇かばっていただろう。

　だが今はその必要はない。だって彼女は──

「──死になさい」

　低い声を発する黒羽さん。

　彼女は太ふと股もものレッグホルスターから二丁ちようの銃じゆうを素早く手に取り、

　──パン！　パン！

　棒立ちのまま左右のトリガーを引いた。

　シャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア……ッ!?

　放たれた二つの弾だん丸がんはニーズヘッグの胴どう体たいを貫通。

　巨体が舌を出したまま悲鳴を上げ、土つち埃ぼこりを舞まい上あげながら派は手でにひっくり返った。

　そして──

　ニーズヘッグは出オチとばかりに七色の粒りゆう子しをまき散らしながら消滅してしまった。

「ま、こんなものよね」

　月明かりの下、淡あわく輝く手の甲こう。

　レベル99を示す刺青いれずみ。

　……そうか──

　黒くろ羽はねさんはゲームのキャラクターではなく……。

　彼女は現実からやってきた人間──生なま身みの人間だったんだ。













　　　　　ＡＣＴ２　真実～Reach the truth～







「おはようございます。裕ゆう貴きさん」

「……あ、シャノンさん。おはよう」

　おれが拠点の三階にある会かい議ぎ室しつに向かっているとシャノンさんが後ろから追いかけてきた。

「裕貴さん？　目の下にクマができていますよ？」

「……だよね」

「ゆっくりお休みになれなかったのは黒くろ羽はねさんが原因ですか？」

「う、うん」

　まさにその通り。睡すい眠みん不ぶ足そくなのは彼女のせい。

　ベッドの中であれこれ可能性を探っていたらいつの間にか朝になっていたのだ。

「昨夜、裕貴さんが黒羽さんを私たちに紹しよう介かいし、その上、黒羽さんと協力して『至高の宝』を目指す、とおっしゃったときはびっくりしましたが……。えっと、黒羽さんの正体をつかむまでは……表向きは協力してやっていく、という姿勢でよかったんですよね？」

「……っ！」

　おれはそれを聞いて慌あわててシャノンさんの口を手で塞ふさいだ。

「ひゅ、ひゅうひはん？（ゆ、裕貴さん？）」

「……ダメだよ。シャノンさん」おれは周囲を警けい戒かいしながら小声で告げる。「そういう内部事情に絡からむ話は念話装置を通すようにって。昨日、言ったよね？」

　念話装置とは南エリアの『荒こう野やの街まち』で手に入れたもので、アルルさん救出作戦で別行動を取ったシャノンさんとコンタクトを取るために活用したアイテムだ。本来は離れた場所にいる人と意思の疎そ通つうを図るときに使う携けい帯たい電でん話わのようなものなのだが、念話装置は言葉を使わず、心で念じたことが相手に伝わる仕組みなので内緒話に使いやすい。

「ひょ、ひょうでひた……ふいまふぇん（そ、そうでした……すいません）」

「今後は用心してね？」

「ふぁい。ゆうひはん。へっほ……ふぉろふぉろへをふぁなひてふださいまふぇんか？（はい。裕貴さん。えっと……そろそろ手を離してくださいませんか？）」

「っと、ごめん！」

「ふ、ふぅ」

　手を離すとシャノンさんが大きく息を吸い込み深呼吸を何度か繰くり返かえした。







　昨夜──

　黒くろ羽はねさんの正体が明らかになったあと、おれは中ちゆう央おう司し令れい部ぶのみんなに黒羽さんを紹しよう介かいし、彼女が中央司令部に協力を求めてきた理由──遺跡の地下九十階以降の仕し様よう──について詳しよう細さいを語って聞かせた。

　また、それだけではなく……。

　黒羽さんと協力して地下九十階以降の探たん索さくを行うことも合わせて告げた。

　彼女を代表者とした四人パーティーを作る、と。

「裕ゆう貴き？　お前、本気で言ってんのか？」

　最初に言葉を発したのはマシュー。

「ちょっとちょっと、裕貴ー？　冗談は休み休み言いなさいよー？」

「そうですわ！　軍ぐん師し様！　わたくしたちになんの相談もなしにそのようなことを！」

　続いてアルルさん、バニラさんと会かい議ぎ室しつに金切り声が響ひびき渡わたり──

　やはりというべきか……反対意見が相次いだ。

　しかも──

「……ゴチャゴチャうるさいわね。黙って私のために働きなさいよ」

　と黒羽さんの口から火に油を注ぐようなセリフが飛び出したものだから……。

　その後は言うまでもなく喧けん々けん囂ごう々ごうな悪口合戦に発展。

　ああ、これは説明の手順を誤ったな、とおれは騒そう動どうをおさめるために黒羽さんを会議室の外に連れ出し、「明日までにみんなを説得しておきますから」という約束を交わすことで、その場は彼女に引いてもらった。

　そして、その後──

「……ごめん。先に話しておくべきだったね」

　と黒羽さんが去ったあと、おれは自分の本当の考えをみんなに伝えたのだった。

　なぜ黒羽さんの申し出を受け入れたのか。その理由を。







　──というのが昨夜の出来事。

「ふぅ……」

　おれは呼吸を整えるシャノンさんを眺めながら今度は別の思考を巡めぐらせる。

　レベル99の刺青いれずみとブラックカラーの携けい帯たいゲーム機きから取り出した二に丁ちよう拳けん銃じゆう──

　衝しよう撃げき的てきな光景が脳のう裏りに蘇よみがえる。本当に昨夜は驚おどろきの連続だった。

　しかも、黒羽さんは黒くろ装しよう束ぞくの人々の正体や、ニーズヘッグ召しよう喚かん後ごに原作のヒロインが口にするセリフを知っていた。どちらもゲームのキャラクターには知ることができない情報だ。

　彼女が現実となんらかの形で繫つながっているのはもはや確実。

　自分と同じ境きよう遇ぐうの人間。

　ゲームのキャラクターではない正しよう真しん正しよう銘めい生なま身みの人間……。

　昨日、黒くろ羽はねさんの手の刺青いれずみを見たとき──おれの心は一いつ瞬しゆん浮うわついた。

　シャノンさんたちには決して言えないこと、自分の中に溜ため込こんでいるものを彼女にぶちまけたくなったし、懐なつかしい故郷のことを語り合いたい、という気持ちが膨ふくらんでいった。

　だけど──

　おれはすぐに思考を切り替えた。ある可能性が脳のう裏りをよぎった途端、黒羽さんに抱いた親しみの感情が急速に冷え込んでいったからだ。

　それは……彼女が敵なのかそれとも味方なのかということ。

　はっきり言って黒羽さんの経歴には奇妙な点が多い。

　それはヴェルナーから得た情報からも明らかだ。

　仮に彼女が中ちゆう央おう司し令れい部ぶの敵ではなかったとして、今の今までおれの前に姿を現さなかったのはどうしてなのか？　黒羽さんは今の十代には馴な染じみの薄うすい『無限のディスカバリー』──発売されたのは九十年代の前半──を知っているくらいだから、ＲＰＧにはそれなりに詳くわしいのだろう。そして、そんな彼女なら預言者の如ごとく未来に起きる出来事を言い当てる中央司令部の軍ぐん師しが、自分と同じ境遇の人間……現実と関わりのある人間だということに早い段階で気づいたはずだ。

　それがどうして今なのか？

　おれは黒羽さんのことをよく知らない。

　だから考えられる可能性はそれほど多くはないが……。

　それでも、もしかしたら、と思うことがある。

　これが答えとは限らないが──

　おれは一つの可能性として「黒羽さん＝あの方」の線を疑っている。

　あの方とは南エリアでデビルベアや魔ま人じんヴェノレッドを裏で操あやつっていたと思われる人物のことで、ヴェノレッドたちの「百発百中の予言」や「神に等しい存在」などの発言から考えて、現実と何らかの形で繫がっている人物と見て間違いない。

　そして、それが黒羽さん──彼女のことではないかとおれは思うのだ。

　今までずっと水面下でこちらの様子をうかがっていたのだとすればこのタイミングでの登場も納得のいくものがある。

　それから黒羽さんはニーズヘッグを撃げき破はしたとき、懐ふところから携けい帯たいゲーム機きを、そして二に丁ちよう拳けん銃じゆうを武器として使用した。おれが所持している携帯ゲーム機はデビルベアとの戦いの末に手に入れたもので、容よう易いに入手できるものではない──つまり、携帯ゲーム機を所持している時点で黒羽さんは十分に怪しいのだ。

　それだけではない。黒くろ羽はねさんはニーズヘッグを撃げき破はしたとき、おれが『剣』を振るったときにデメリットとして引き起こされる頭痛や目眩めまいといった症状に苛さいなまれている様子はなかった。短時間のうちにニーズヘッグを処理してしまったから、目立った症状が現れなかっただけなのかもしれないが……しかし、黒羽さんの正体があの方ならば携けい帯たいゲーム機きの仕組みを熟じゆく知ちしているはずで、武器の使用によって引き起こされる頭痛や目眩──そして現実の記き憶おくの消失を回かい避ひする方法を知っていたとしても全然おかしくない。

　南エリアで魔ま人じんヴェノレッドたちを裏で操あやつっていたと思われるあの方──

　一応、中ちゆう央おう司し令れい部ぶの上層部のメンバーにはその存在を伝えてあるが、おれにしかわからないこと──自分と同じ現実の関係者であること、携帯ゲーム機を所持していること──があるため、黒羽さんとあの方を結びつけ、警けい告こくを促うながすのはけっこう骨だった。

　それはともかく、彼女があの方だとすれば目的は中央司令部の牙が城じようを崩くずすことにあるのだろう。まさか本人自みずから乗り込んでくるとは思わなかったけど……。

　と──

　憶おく測そくであれこれ語ってしまったが、これらはあくまでも可能性の一つ。

　まだ黒羽さんの正体が「あの方」だと確定したわけではない。

「裕ゆう貴きさん？　考えごとですか？」

「あ、ごめん……」

　おれは長々とした思考をそこで断ち切り、再びシャノンさんと共に歩き出した。

「今日は人選会かい議ぎをするんですよね？」

「うん」

　まずはそこからだ。本音はともかく、表向きは黒羽さんに協力することになっている。

　彼女はおれと同じレベル99のステータスを有しており、また携帯ゲーム機から強力な武器を手に入れることができる。彼女に対抗して『剣』を取り出したところで遠距離攻撃が可能な銃じゆうの前では分が悪いし、互角に戦えたとしてもお互い無傷ではすまないだろう。ゆえに正体が判明するまでは彼女を下手へたに刺し激げきするべきではない。みんなにもそう伝えてある。

　そして、黒羽さんに協力するからには彼女をリーダーとした四人構成のパーティーを作らなければならない。チェックポイントに設置してある端たん末まつで操そう作さ可能な位置保存機能はリーダーにしかできないことなので、黒羽さんだけは絶対に外せない。そういうわけで一人は彼女で確定。残るメンバーは三人だ。さて、どういうパーティー構成になることやら。







　その後、シャノンさんと二人で会議室に向かっていると、

「キィィィィィィィ！」

「はああああ!?」

　廊ろう下かの突き当り、会かい議ぎ室しつのほうからバニラさんとアルルさんの金切り声が聞こえてきた。

「う、さっそくトラブルか……」

　まいったなぁ。正体が判明するまでは下手へたに刺し激げきするべきではないって、昨日、あれほど言っておいたのに。

「うーん。これは先が思いやられます」

　あのようなボッチな女と組む必要はありませんわ、とは昨夜のバニラさんの発言。

　アルルさん、そしてマシューも同じく反対の姿勢だった。

　一応、おれが唱となえた方針に三人とも納得してくれてはいるのだが……。

　ちなみにシャノンさん、リーネ、エルマさんの三人は特に反発することなくおれの考えを汲くんでくれた。もっとも黒くろ羽はねさんに対して無む警けい戒かいという意味ではない。ヴェルナーから得た情報も合わせて伝えてあるので、彼女を好意的に捉とらえているメンバーは一人もいないはずだ。

　──ガチャ……。

　会議室の扉とびらをおもむろに開けると、

「あ、あなたのように素性の知れない人間とはパーティーなんて組めませんわ！」

　真っ赤な顔で憤ふん慨がいするバニラさんの姿がそこにはあった。

　その隣となりにはアルルさん。獣けもの耳みみと尻尾しつぽが不ふ機き嫌げんさを示すようにピンと張っている。

「……ああ、そう」

　攻こう撃げき的てきに迫せまる二人とは対照的に黒羽さんの対応は冷ややかだった。彼女は一人だけ椅い子すに座っており、ツンとすました顔で腕うでを組み、黒いハイソックスに包まれた足のほうも、左モモの上に右足を乗せる形で組んでいる。

　な、何この半はん端ぱない空気の重さは……。ってか、対立の原因はなんなんだ？

　部屋の入り口で様子をうかがっていると、

「私もバニラと同じ気持ちよ！　あんたとは組めない！　いや、組みたいとも思わない！」

「……はいはい。どうぞご勝手に。まあ、口だけの雑魚ざこ魔ま法ほう使つかいと、突っ込むしか能がない脳のう筋きん格かく闘とう家かなんて最初から戦力外だけれど」

「口だけの雑魚魔法使い!?」「突っ込むしか能がない脳筋格闘家!?」

「的確な表現だと思わない？」クスッと笑う黒羽さん。

「なななななんですのその言い草は！　ペチャパイの無む乳にゆうが偉そうにぃぃぃぃぃ！」

「ペ、ペチャパ……ッ!?」

　それまでクールに振ふる舞まっていた黒羽さんが目を見開いた。

　驚おどろきはすぐに怒りへと変わる。

「……ど、どうやら……あなた。私の銃じゆうの餌え食じきになりたいらしいわね……っ」

　ガタン、と椅子を揺らすようにして腰こしを上げる黒羽さん。

「ふふん。お子様体型さんが扱うオモチャの銃なんて恐くもなんともありませんわ」

「お、お子様体型……オモチャの銃じゆう……」

　黒くろ羽はねさんが視線を下げ、プルプルと全身を小刻みに震わせる。

　うわああああ。オモチャの銃はともかく、体型のこと絶対気にしてるよ、黒羽さん……。

「あなただって──他人をバカにできるほど大きくはないでしょう!?」

「……た、たしかに大きくはありませんけれど──か、形には自信がありますわっ！」

「は？　貧ひん乳にゆうに形とか関係なくない？」

「きぃぃぃぃ!?　ペチャパイのあなたがそれを言いますか!?」

　ツインテールを振り乱しながら地じ団だん駄だを踏ふむバニラさん。

「お二人とも！　いがみ合うのは止めてください！」

　とここでシャノンさんが仲ちゆう裁さいに入った。

　──ぷるんっ。

　前に一歩、足を踏ふみ出だしただけでシャノンさんの胸むねが大きく揺れた。

「………………」「………………」

　それを見て押し黙る黒羽さんとバニラさん。
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「ど、どうしたのですか？　お二人とも……？」

　たった一言、制止の言葉を投げかけただけで沈黙した二人に違和感を覚おぼえたのだろう。

　シャノンさんが首を傾かしげ、その場に固まった。

　首を傾かしげた瞬しゆん間かん、ぷるん、とまたしても彼女の豊満な胸むねが揺れ動いた。

「…………牛ね」「…………牛ですわね」

　ポツリと。そんなコメントを漏もらす黒くろ羽はねさんとバニラさん。

「え？　う、牛？」

「そう、牛よ。あなたの前世は牛だったの。ホルスタインあたりが妥だ当とうね」と黒羽さん。

「私の前世が牛？　はい……？」

　意味がわからなかったようで、シャノンさんが腕うでを組み、うんうん唸うなり始はじめた。

　それを見て黒羽さんが、「これでよし」と前まえ髪がみを払い、

「とにかく、露ろ出しゆつ狂きようの変態女が何を言ったところで説得力は皆無よ」

　と再びバニラさんにロックオンするが、

「あらあら。わたくしの美的センスが理解できないなんて可哀かわい想そうに。やはりお子様体型だからでしょうか？　お子様体型だからハイセンスなわたくしが露出狂に見えてしまう、と。ああ、なんて不ふ憫びんなお子様体型」

　とバニラさんも負けまいと応戦。

「あ、あなた……わざと『お子様体型』を連呼しているでしょう!?」

「その通りですわ！」ドヤ顔で胸を張るバニラさん。

「こ、この女。モブキャラの分際で……生意気な……っ」

「モブキャラ!?　太陽のように燦さん々さんと光り輝くこのわたくしがモブキャラ!?」

「ただ眩まぶしいだけの太陽に存在価値はないわ。そのまま燃もえ尽つきてしまいなさい」

「キ、キィィィィィィィィ！　こここここの＃＄％＆＊＋！」

「＋？＆＊＃＋！ ！」

「☆＋○＃％△！ ！ ！ ！ ！ ！」

　ああ、もうお互い何を言っているのやら。二人とも呂ろ律れつ回ってないし。

「ありゃりゃ……」

　先ほどまでバニラさんと一緒になって黒羽さんに嚙かみついていたアルルさんだが、二人の言い争いを目まの当あたりにし気持ちが冷めてしまったのか、こちらに退たい避ひしてきた。

「アルルさん？　どうしてこんなことに？」

　おれは率直な疑問を投げかける。

「あー……うん。それがさぁ」

　──ガチャ。

　そのとき、背後の扉とびらが開き、マシュー、リーネ、エルマさんの三人が入ってきた。と同時に黒羽さんの「前世は牛」発言に頭を悩ませていたシャノンさんがようやく我に返り、会議室に入ってきた三人に「あ、おはようございます」と頭を下げた。

「朝っぱらからなんの騒さわぎだよ」

「廊ろう下かまで丸聞こえじゃぞ」

「うん？　また軍ぐん師し様を巡めぐる女の戦い？」

　三者三様のリアクションに対し、状況説明を加えたのはアルルさんだった。

「最初、私とバニラの二人で雑談してたの。そしたらこの女が……桐きり香かが入ってきてさ」

　なおも口論を続ける渦か中ちゆうの二人に視線を注ぐアルルさん。

「で、私たち二人に問いかけてきたのよ。風かざ間ま君ってどんな人？　って」

「……お、おれのことを？」

「そうなのよ」と言いながら声をひそめるアルルさん。「一方的に質問を繰くり返かえしてさ。しかも内容が細かいの。私が裕ゆう貴きたちと出会う以前のこととかも訊きいてくるし。私は正直、面倒くさいなぁ、ってその時点で辟へき易えきしてたんだけど、バニラが『わかりましたわ！　この機会に軍師様の素晴らしさをあなたに説いて差し上げます！』とかなんとか言い出してさ。嬉うれしそうに裕貴の武勇伝を語り出したのよ」

「んで？　そこから何をどうしたら喧けん嘩かに発展するんだ？」マシューが訊く。

「や、それがさ……桐香、自分は無ぶ遠えん慮りよになんでもかんでも質問するくせに、私たちからの質問には一切答えようとしなかったのよ。だから私もバニラもついムキになっちゃって……」

「それで口論になったんですね」とシャノンさん。

「ま、そんな感じ」

　自分のことを一切語ろうとしない……。うーん、やっぱり「黒くろ羽はねさん＝あの方」なのかな。

　やましいことがないのならある程度の質問には答えられるはずだし。

「裕貴。私とバニラは戦力外だって。どう思う？」

「……戦力外だなんてそんな」

　アルルさんの問いかけにおれは首を振る。言うまでもなくアルルさんは貴重な高レベルキャラだし、バニラさんはどんな属性の敵にも対抗できるオールラウンダー型の魔ま法ほう使つかい。

「アルルさんもバニラさんも中ちゆう央おう司し令れい部ぶの貴重な戦力だよ」

「ふふ、ありがと」アルルさんが笑顔で尻尾しつぽを振る。「自信、湧わいてきた」

「で？　事情はわかったが、どうすんだよ、あの二人？」

　マシューが根本を突いてきた。

「あ、はいはい。私が責任持って仲ちゆう裁さいするからー」

　とアルルさんが軽いノリで頷うなずき、渦中の二人に駆かけ寄よる。

「ねえ、桐香？　さっき言ったことは謝あやまるわ。だからさ、いい加減、冷静に話し合わない？」

「私とは組めない。先にそう言い出したのはそちらのほうでしょう？」

「や、だから、謝るって言ってるじゃん……」アルルさんが困ったような顔でバニラさんの肩かたを叩たたき、「バ、バニラー。あんたもなんか言ってやってー。というか、譲じよう歩ほしてやってー」

「アルルさんには申し訳ないですけれど、わたくし、先ほどの言葉を撤てつ回かいするつもりはありませんわ。やはりわたくしは黒くろ羽はねさんとは組みたくありません」

「……バニラ。あんたの気持ちはわかるけど、それじゃ、話が進まないじゃない」

　アルルさんは冷静さを取り戻しているようで黒羽さんに歩み寄る気はあるようだ。

　一方のバニラさんはそうとうお冠かんむりのようだな……。

「じゃあ、こうしようぜ──」

　とここでマシューが横やりを入れた。

「つーかよ、会かい議ぎの頭で提案しようと思ってたことなんだが、この中で全員の戦力を正しく把は握あくできているのは裕ゆう貴きだけだろ？　だったらメンバーの選定は裕貴に一任したほうがいいと思うんだよ。……私し怨えんで物を言いそうなヤツがいるわけだし」

「へぇ、マシューもたまにはいいことを言うじゃない。いいわよ。私は裕貴が決めたメンバーならなんの文句もないわ」

「私もマシューさんの意見に賛成です」

　さっそくアルルさんとシャノンさんが同意を示す。続いて、

「うむ。ワシもオーケーなのじゃ」

「……オーケーなのじゃ」

　リーネ、そしてエルマさんがモノマネしつつ賛成を表明した。

「ちょ、ちょっとみんな……」

　こういうの丸投げって言わない？　信頼の証あかしではあるんだろうけど……。

「もうすでに過半数を超過してるが、お前らはどうだ？」

　マシューがバニラさんと黒羽さんに尋たずねる。

「ふぅ……」

　最初に答えたのはバニラさん。彼女は怒気の薄うすれた顔でため息をつき、

「わかりましたわ。わたくしも軍ぐん師し様に全すべてお任せいたします。どこの馬の骨ともわからぬ方の指示には従う気になれませんが、偉大な軍師様の言うことであれば……そこはもう一も二もなく承しよう諾だくですわ。ええ、当然です」

「よし。そっちは？」

　マシューが黒羽さんを見ると、それにつられて全員の視線が黒羽さんに集まった。

　しばらく間があったあと──

「…………好きにすれば」

　沈黙の中、みんなから視線をそらすようにして黒羽さんはつぶやいた。

「決まりだな。じゃあ、その方向で──って、黒羽？　どこに行くんだよ？」

「………………」

「おい、コラ！　無視すんな──っ」

　マシューが怒鳴るも、黒羽さんはなおも大おお股またで会議室を横断する。

　そのまま出ていくのかと思ったら、

「……うるさいわね。あとは偉大な軍ぐん師し様がよろしくやってくれるのでしょう？　だったら、私がこの場に留とどまる必要なんてないじゃない──」

　と会かい議ぎ室しつの入り口で皮肉っぽいセリフを吐はき、そして、最後に……。

「……馬の骨で悪かったわね」

　──バタン！

　過か剰じような勢いで閉じられる会議室の扉とびら。風圧で室内の生なま温ぬるい空気が搔かき混まぜられた。

「ったく、なんなんだよ、あいつは……」

「桐きり香かの取っつきにくさはバニラやアルルが仲間に加わったときの比ではないのぉ」

「まあ、よろしいのではなくて？　彼女……敵……かもしれないのでしょう？」

　バニラさんが『敵』の部分だけボリュームを絞しぼった。

「もしそうだとしたら性質たちが悪いよな」

「性質が悪い？　マシューさん、どういう意味です？」とシャノンさん。

「だっておれたちと同じ人間なのに魔ま物ものに肩かた入いれしてるんだぜ？　相手が魔物なら遠えん慮りよなくぶっ飛ばせるけどよ、人間相手だとやっぱ躊躇ためらうだろ。たとえそれが性格の悪い女だとしても」

　たしかに……。

　逆に言えば黒くろ羽はねさんは人間という立場を利用して中ちゆう央おう司し令れい部ぶに乗り込んできたのかもしれない。一時期ヴェルナー派はに在ざい籍せきしていたのも同じような理由からなのだろうか？

　ともかく、心の準備だけはしておくべきだろうな。

　黒羽さんと対たい峙じすることになったときのことを想定して……。

　彼女とまともにやり合えるのは同じレベル99の刺青いれずみが手の甲こうで輝くおれだけなのだから。







「こんなところかな……」

　メンバーの選定が終わると、四人の名前が入った羊よう皮ひ紙しを二つに折りたたんだ。

　しん、と静まり返った会議室におれ以外の人間は存在しない。

　みんなと相談しながら決めてもよかったのだが、一人のほうが集中しやすいだろう、とマシューが言い出し、他のみんなもその意見に同意したことから、完全に一人で作業することになったのだ。その後、自室に戻って案を練ねろうかと思ったのだが、理想のメンバーが頭の中にぼんやりと浮かんできたので、場所を変えずにアイデアを具体化することにした。

　その結果──

　四人のメンバーは黒羽さん、おれ、シャノンさん、リーネに決定した。

　バニラさん、アルルさん、エルマさんの三人には引き続き別のパーティーで遺跡の探たん索さくに励はげんでもらうことにした。温和なエルマさんはともかく、あとの二人は黒羽さんとトラブルを起こしそうだから、という客観的事実を考こう慮りよした結果だ。

　マシューには中心メンバー不在の中ちゆう央おう司し令れい部ぶを任せることにした。「黒くろ羽はねさん＝あの方」だとすれば裏で魔ま物ものを操あやつっている可能性がある。留守中に魔物が攻めてきたとして、その際、指し揮きを任せられるのはマシュー以外にいない。

　一方、九十階以降の探たん索さくに参加する四人だが──

　黒羽さんはパーティーの代表者だから一も二もなく決定。

　おれは黒羽さんの監かん視し役やくとして。彼女に対抗する術すべを持っているのはおれだけなので。

　リーネは貴重な回復役。遺跡はアイテムの持ち込みができないので絶対に外せない。

　最後の一人、シャノンさんは……おさまるべくしておさまった、という感じ。マシューと役割を入れ替えることも考えたのだが、シャノンさんは指揮官という柄がらではない。またバニラさんやアルルさんをパーティーに加えるとチームワークという点で不安が残る。

　エルマさんならどうか？　彼女なら黒羽さんと衝しよう突とつすることはないだろう。しかし、エルマさんをパーティーに加えると今度は別の問題が生じる。と言うのも、遺跡内で黒羽さんが正体を現した場合、彼女と対たい峙じするのはおれになるわけだが、その際、残りの二人には先に遺跡から脱出してもらうつもりで、そうなると残りの一人は回復役のリーネを先導できる前ぜん衛えいタイプが望ましい。だからサポートタイプのエルマさんでは都合が悪いのだ。

　穴があるとすれば探索組に攻こう撃げき魔ま法ほう持ちがいないことくらいだが、そこは遺跡内で手に入る魔法書で代用できるから問題ない。まあ、レベル99が二人もいるのだから探索に関しては黒羽さんが裏切らない限りはサクサク進行するだろう。







　会かい議ぎ室しつを出たあと……。風に当たりたいな、と思ったおれは建物の中にある階段ではなく非常用の階段、外階段を使って五階にある自室に戻ることにした。

「あ……」

　途中、三階と四階の間にある小さな踊り場で黒羽さんを見つけた。

　彼女は手すりの上に器用に腰こしかけ、街まち並なみを眺めながら、「はぁ」とため息をついていた。

　つんけんした態度以外見たことがなかったのでおれは意外に感じた。

　階段の中ほどからその元気のない姿を見上げていると、

「──……ん……？」

　おれの存在に気づいたらしい黒羽さんが投げ出していた足を階段の内側に戻した。

　むっとした表情。手すりの上でバランスを保ったままおれを睥へい睨げいしている。

　太陽の光を浴びて白んだ両足をぷらぷらさせながら。

「何？　もしかしてその位置からだと私の下着が見えるの？」

「……そ、そんなんじゃありませんよっ。ってか、見えませんから……っ」

　トントントン、と急ぎ足で階段を上るおれ。

「自分の部屋に戻っているの？」

「まあ……そうです」

「遺跡行きのメンバーは？　もう決まったの？」

「……一応」

　おれは言いながらポケットにしまった羊よう皮ひ紙しを黒くろ羽はねさんに渡す。

　決定した四人のメンバー以外の裏での役割については当然伏ふせた。

「無難な人選」

　黒羽さんは一言そんな感想を述べると、即座に羊皮紙を突き返してきた。

「不満ですか？」

「……別に。これでかまわないわ」

「そ、そうですか」

　攻こう撃げき魔ま法ほうが扱える人間を一人くらい入れるべき、という指摘をおれは恐れていたのだが、その点に突っ込みはこなかった。

　無難な人選、って言ったよな？　どういう意味だろう？　マシュー、バニラさん、アルルさんといった黒羽さんと組み合わせると不和を招きそうな人間がメンバーに入っていないことを指して言ったのかな？　それとも、もっと別の意味が？

「あ、あの……本当にこれで大丈夫ですか？　あとで文句とか言いませんよね？」

「何？　否ひ定ていして欲しいわけ？」

「……別にそういうわけでは」

　ダメだな。これ以上、この話題を掘り下げても何も出てきそうにない。

　おれとしては黒羽さんがみんなのことをどう思っているのか、どれくらいＲＰＧに精通しているのか、といった情報が欲しかったんだけど、アルルさんが言っていたように黒羽さんは他人にケチはつけるが、自分に関することを表に出さない人らしい。

「ちなみに私以外のメンバーの同意は得られたの？」

「いえ、まだですけど……でも、たぶん大丈夫だと思います」

「へぇ」急に黒羽さんの表情が険けわしくなった。「すごい自信……」

「え、えっと……？」

「随ずい分ぶんとお仲間に信頼されているのね。さすが偉大な軍ぐん師し様。私とは格が違うわね」

　言葉だけ聞くとおれを褒ほめているように聞こえるが──

　実際の黒羽さんは声を震わせながらどす黒い表情でおれを睨にらみつけていた。

　……な、何？　この表情とのギャップは？　ってか、なんでおれ睨まれてるの？

　バニラさんやアルルさんに怒りをぶつけるのならまだわかるけど、おれ、黒羽さんに恨うらまれるようなことしてないよな？　むしろかなり下した手てに出てると思うんだけど？

「ねえ」

「は、はい？　なんですか？」

「質問があるのだけれど」

　手すりの上で不ふ機き嫌げんそうに身体からだを揺らす黒くろ羽はねさん。

　……な、な、なんだ？　まさかメンバーに入ってないマシューの役割や、シャノンさんをパーティーに加えた意図に気づいた？

「風かざ間ま君って歳としはいくつなの？」

「え？　トシ？」

「年ねん齢れい」

「あ、ああ……」

　なんだ。びっくりしたなあ、もう。

「いくつ？」

「十五歳さいですけど……」

　この世界の攻略に関わる重要な情報とかだと返答に困るが、この程度の個人情報なら答えたところで差さし支つかえないだろう。

「十五歳ということは……中学生？　それとも高校生？」

「高一です」

「そう」軽く目を閉じる黒羽さん。何を考えているのかは読めない。「ならタメ口許可」

「……た、タメ口許可？」

「風間君。昨日からずっと私に丁てい寧ねい語ごを使っているでしょう？　そんなよそよそしい言こと葉ば遣づかい、私の前では不要だと言っているのよ」

「ああ。つまり、黒羽さんはおれと同い年……──」

「──もう一つ質問」

　おれが言い終える前に言葉をかぶせてきた。

　なんて一方的な……。

「中ちゆう央おう司し令れい部ぶを創設したときに、集まった五百人近い冒ぼう険けん者しやの名前をカンニングペーパーなしで言い当てたという話を人ひと伝づてに聞いたのだけれど……それは本当の話なの？」

「まあ、一応」

　おれが控ひかえめな返答と共に頷うなずくと、

「……信じられない」

「え？」

「あなた異常よ。頭おかしい。なんなのその無む駄だ知ち識しき？」

「うっ……」

　あ、ああ。蘇よみがえる……。蘇るぞ……！

　クラスの女子に「オタクキモ！」ってバカにされたときの記き憶おくが！

「ＲＰＧのテストがある学校にでも通っていたの？」

「そんな学校ないと思うんだけど……」

　あるのなら是ぜ非ひ紹しよう介かいしてください。速攻で転校しますから。

「ホントありえない。廃はい人じんレベルのオタゲーマーじゃない、あなた」

「で、でも……ＲＰＧの知ち識しきがあったからみんなと良好な関係を築けたわけで……」

「ふっ」と黒くろ羽はねさんが鼻で笑う。「あなたが手に入れたお仲間からの信頼は、自己満足の自じ慰い行こう為いによって蓄積された現実社会ではなんの役にも立たないＲＰＧの知識あってのこと──だということをあなたは自覚しているのかしら？」

　……なんかもういろいろ酷ひどいな。言ってること自体は間違ってないけど。

　とりあえず今後は彼女に敬語で話すのは止やめよう。本人がタメ口許可と言ったこともあるけど、ここまで不ぶ躾しつけな態度で罵ば倒とうされると礼儀正しく振ふる舞まっている自分がバカにみたいに思えてくる。

「とにかく胡座あぐらをかいていられるのも今のうちよ」

　黒羽さんが座っていた手すりから勢いをつけて飛とび退のき、階段を下っていく。

「胡座って……どういう意味？」

「自分の胸むねに聞いてみなさい」

「え……」

　トントントントン……。

　焦こげ茶ちや色いろのローファーを鳴らしながら階段を下りていく黒羽さん。

　大きく揺れる黒くろ髪かみと若じやつ干かんの空気を孕はらんだスカート。

　そんな彼女の後ろ姿はまもなく見えなくなった。

「……まいったな」

　自然とため息がこぼれた。

　彼女がおれに敵意を抱いているのは間違いない。

「黒羽さん＝あの方」だとすればそれも当然のことだと思うが……。

　最後のセリフに違和感があった。

『自分の胸に聞いてみなさい』

　黒羽さんはそう言っていたが、この表現はちょっと変じゃないか？　まるでおれが黒羽さんを不快にさせた張本人みたいじゃないか。

　今すぐ追いかけて真相をたしかめたいところだが──

　でも、きっと答えてはくれないだろう。

　まったく。やりづらいったらないな。

　でも──

　黒くろ羽はねさんと言葉を交わしていると現実の記き憶おくが蘇よみがえってくる。

　楽しい記憶もそうでない記憶も、一緒くたに。

　彼女はゲームのキャラクターではない。だから、お互いその気になればシャノンさんたちには決して言えないこと、語り合えないことを共有することができるはずだ。

　もっともそれは黒羽さんが敵でなければの話。実際のところ、あちらはおれと仲よくする気などなさそうだし、おれのこのささやかな望みが叶かなうことはなさそうだ……。
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「裕ゆう貴きさん？　あの人だかりはなんでしょうか？」

「ん……？」

　翌日の早朝、朝の日課であるパトロールを終え、シャノンさんと街まちに戻ると、五階建ての拠点に人の群れが殺到していた。

「軍ぐん師しを出せ！」「今回の経緯を説明しろ！」「そーだ！　そーだ！」

　理由はわからないが冒ぼう険けん者しやたちは酷ひどく興こう奮ふんしていた。

　今、彼らの前に出ていったら大変なことになりそうだ。

「穏おだやかではありませんね」

「うん」

　おれはシャノンさんを建物の陰に導き、自分自身も衆人に姿を晒さらさないよう身を潜ひそめた。

　念話装置があればマシューたちと連絡が取れるんだけど……。

「裕貴さん。あの人だかり……ヴェルナー派はのみなさんでは？」

「ん、たしかに見み覚おぼえのある人たちがちらほら」

　だが肝かん心じんのヴェルナーの姿がどこにも見当たらない。

　そのまましばらく建物の陰から様子をうかがっていると──

「黒羽桐きり香かとはどういう関係なのだ！」

「軍師が数の暴力で黒羽桐香を屈服させて仲間に引き入れたと聞いたぞ!?」

「そうまでして『至高の宝』を独占したいのか！」

「我々、ヴェルナー派を近いうちに襲しゆう撃げきする計画があるとも聞いたぞ！」

「これまでの好意的な振ふる舞まいは我々を油断させるための演技だったのか!?」

　な……っ。

　何を言ってるんだ、あの人たちは!?

「酷い言いがかりです。黒羽さんのこともそうですし、私たちがヴェルナー派のみなさんを襲撃するだなんて、根も葉もないことを」

「妙な噂うわさが広まってるみたいだね……」

「ヴェルナー派はのみなさん、一体、どのようなルートで情報を得たのでしょうか？」

「……うーん」

　情報の出どころか。まさかヴェルナーがおれたちを陥おとしいれるために流したデマ……ってのはさすがにないよな。うん、それはちょっと考えにくい。今のヴェルナーは出会った当初の、北エリアで争っていた頃ころのヴェルナーとは違う。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶとヴェルナー派は、表向きは今も敵同士ということになっているけど、南エリアでは何度か共きよう闘とうしているし、この間の酒場での話し合いでもそうだったように、裏では密みつに連れん携けいを取り合っている。敵同士というよりは……切せつ磋さ琢たく磨まし合う関係なのだ。

　そもそも──

　ヴェルナーは根も葉もない噂うわさを流すようなキャラではない。それは原作でも同じ。

　北エリアでヴェルナーと争っているとき、おれ個人を中傷するような噂が流れたが、あれはヴェルナーの仕し業わざではなく、裏で暗あん躍やくしていた人物の仕業だったのだ。

「裕ゆう貴きさん。私、誤解を解いてきます」

「や、それは止やめたほうが……」

「大丈夫ですよ。丁てい寧ねいに説明すればきっとわかってくれます」

　さすがにその考えは楽観的すぎる。

　シャノンさんは人を信じ過ぎるところがあるからな……。




「──風かざ間ま裕貴の言う通りだ。止めておけ」




　背後の路地で低い、だが聞き取りやすい声が響ひびいた。

　その人物は黒い鎧よろいを身につけており──

「ヴェルナーさん……」

「お前たち。騒さわぎがおさまるまでここで待っていろ」

　それだけ言っておれとシャノンさんの側を横切るヴェルナー。

「あの……」

「事情はあとで説明する」

　一いつ瞬しゆん、おれに視線を寄越したヴェルナーだったが、またすぐに前を向き、ゆったりとした足取りで拠点の前に群がる人々のほうへ歩いていった。

「裕貴さん？　止めなくてもよろしいのですか？」

「うん。ここはヴェルナーさんを信じよう」

　ヴェルナーは建物の影から飛び出そうとしたシャノンさんを制止し、さらに「騒ぎがおさまるまでここで待っていろ」とも言った。

　あの態度からしておそらくヴェルナーは──







「では先ほどの騒そう動どうは寝耳に水だったんですね？」

「ああ」

　テーブルを挟んだ対面の席に座るヴェルナーが短く応じた。

　人気のないうらぶれた喫きつ茶さ店てん──

　まだ午前中ということもあってお客はおれたち以外にいなかった。

「誰だれが扇せん動どうしたのかはわかっていない」

「疑わしい限りだな」

　話し合いに同席しているマシューがさっそく訝いぶかしんだ。

　しかし、おれの隣となりに座るもう一人の同行者、シャノンさんが、

「マシューさん。もし今朝けさの騒動が、ヴェルナーさんが企くわだてたことだとしたら、あの場に現れて騒動を抑おさえるようなことはしなかったはずです。私たちを助けてくれたのが何よりの証拠なのでは？」

「ふ。言われなくてもわかってるっての。ただの嫌いや味みだ。嫌味」

「……毎度のことながら実に煩わずらわしい男だ」

「何か言ったか？」

　う、マシューを連れてきたのは失敗だったかも……。

　でも、同席させろってうるさかったんだよな。おれとシャノンさんの二人だと交渉力に心配があるっていうんで。まあマシューの判断は正しいんだけど。

「風かざ間ま裕ゆう貴きよ。今度はこちらが質問をする番だ。あの女──黒くろ羽はね桐きり香かとは実際のところどのような関係なのだ？」

「あ、はい。それがですね──」

　おれが事情を話すとすると、

「待て、裕貴」

　と言ってマシューがおれの耳元に顔を寄せ、

「いいのか？　あいつのことを話すってことは遺跡の九十階以降の仕組みをヴェルナーにタダでくれてやるってことでもあるんだぞ？」

「かまわないよ」おれはヴェルナーに聞こえるような声で言った。「だって今朝の騒動、タイミング的に考えて黒羽さんと無関係だとは思えないし。だとしたらヴェルナー派はと情報を共有しておいたほうがいい。実害は被こうむってないけど、今後、何が起きるかわからないからね。もう競争とか言ってられないよ」

「……そうか。だったらおれはもう何も言わない。好きに交渉しろ」

　マシューは早口でそうまくし立てると、通りが見渡せる窓の外に目を向けた。

「──それで？」

　何事もなかったかのように疑問を投げかけてくるヴェルナー。

　おれは改めて解説することにした。

　黒くろ羽はねさんが中ちゆう央おう司し令れい部ぶに接触してきた経緯。

　そして、おれの見解──「黒羽さん＝あの方」の可能性について。




　説明後──




「……そういうことか」

　洗いざらい話した甲か斐いあり、ヴェルナーの顔には納得の二文字が浮かんでいた。

「であれば今朝けさの騒そう動どうは黒羽桐きり香かの仕し業わざ……その可能性が高いな」

「はい……」

　ふと、昨日外階段で黒羽さんと顔を合わせたときのことが脳のう裏りをよぎった。

　何かと含みのある発言が多かったよな。おれたちに何かを隠しているような──

「誰だれか人を使って噂うわさを流したか……。あの女は我々の組そ織しきでは面が割れている」

「仲間がいるということでしょうか？」シャノンさんが疑問を唱となえる。

「いずれにしろ──黒羽桐香の正体を暴く必要があるな」

「はい。それも早急に」

　後手に回ってばかりではいけない。あちらの裏をかくためにこちらも動かなければ。

「マシュー。おれとシャノンさんは、今日から黒羽さんと一緒に遺跡に潜もぐることになってるから、その間、ヴェルナーさんたちと協力して、彼女の素す性じようを調査してくれないかな？」

「協力して、か。自力でなんとかしたいところだが……まあ、仕方ねぇか」

「マシューさん？　ヴェルナーさんと喧けん嘩かしないでくださいね？」

「わーってるよ」

「ヴェルナーさんもそれでかまいませんよね？」

「個人的なことを言えばもう少しお前との勝負を楽しみたかったが……致し方あるまい」

　あまり感情を表に出さないヴェルナーだが心なしか残念そうに見えた。

「他に共有しておくべき情報はあるか？」

「とりあえず現状で伝えられることは全部伝えたと思います」

「……ふむ。ではこれ以上ここにいても仕方ないな」

　ヴェルナーは軽く頷うなずくと、特に別れの挨あい拶さつもなく店を出ていった。

　──カランカラン。

　店の入り口に取りつけてあるベルが軽快な音を奏でる。

　その後、石いし畳だたみを下っていくヴェルナーの姿が窓から確認できた。

「じゃ、おれたちも拠点に戻ろうか」

「そうですね」

　おれが席を立つとシャノンさんもワンテンポ遅れて腰こしを上げた。

　と──

「ちょっと待て、裕ゆう貴き。報告しておきたいことがある」

「ん、何？」

　おれはマシューの呼びかけに応じつつ、再び椅い子すに座り直した。

　なんだろう、報告って。

「お前、ユアンとニックってわかるか？」

「え？」

「知らないか」

「えっと……うん」

「私も知らない方々です」

　ユアンとニック──本当は知っている。

　二人は現在攻略中の古代遺跡『ゴールデンオーラ』の元ネタである『無限のディスカバリー』の主役なのだから。ユアンが主人公、ニックはユアンの幼おさな馴な染じみだ。二人とも男性で、年ねん齢れいは十七歳さい。作中では見けん識しきを広めるため世界各地を放ほう浪ろうしている冒ぼう険けん者しやコンビとして描かれる。

　ただ、彼らは中ちゆう央おう司し令れい部ぶにもヴェルナー派はにも籍せきを置いていないので、おれはこの世界で二人と顔を合わせたことがない。一度、このエリアに入ってから存在を確認しようと思ったこともあったのだが、遺跡の探たん索さくやみんなの安全を確保するための攻略法を練ねるのに忙殺され、彼らを探す余裕がまるでなかった。

「その二人がどうかしたの？」

「何日か前に酒場で意気投合してな。昨日も一緒に飲んでたんだ」

「あ、そうなの？」

　そういやユアンは酒しゆ豪ごうだったな。ニックは下げ戸こだけどユアンのことが心配で結局二人で長居するっていう。ってか、二人とも酒場の常連だったのか。

「でよ、途中でトイレに行くために席を立ったんだよ。……んで、戻ってきたら──黒くろ羽はねのヤツがユアンとニック相手に何か話してたんだ」

「黒羽さんが……」

「おれに気づくと黒羽はすぐに去っちまったけどな。で、そのあと、ユアンたちに『何話してたんだ？』って訊きいてみたんだ。そしたら、『人形がどうとか、呪のろいがどうとか、わけのわからないことを訊かれた』って首を傾かしげられてよ」

「んー？　人形？　呪い？　一体なんの話でしょうか？」

　……人形。……呪い。

　おれはその二つの単語を聞いてピンときた。

　もしかして黒くろ羽はねさん、『呪のろいの人形イベント』のことを嗅かぎ回まわっていたのか？

　呪いの人形──それは『無限のディスカバリー』においてユアンのライバル冒ぼう険けん者しやが物語の中ちゆう盤ばんに起こす『呪いの人形』と呼ばれるイベントで、ユアンの幼おさな馴な染じみであるニックが死者の呪いが封じ込められた人形の力──眼光から発せられる赤い光──により身体からだが石のように硬くなって自力では身体を動かせなくなってしまう、という不幸なエピソードである。ただ、マシューは昨日もユアン＆ニックと飲んでいたようなので、このイベントはまだ発生していないものと思われる。

　ちなみにニックが戦線離脱したあと、主人公のユアンは本編のヒロインであるプリシラと出会い、コンビを組んで古代遺跡の攻略に乗り出す。そして、紆う余よ曲きよく折せつあって『至高の宝』である『光の杖つえ』を手に入れ、呪われたニックをその杖の力で治ち療りようするのだが──

「……あ」

　まさか黒羽さんの狙ねらいは『光の杖』？　ニックの呪いを解かせまい、と？

　んー、でも、肝かん心じんの『呪いの人形イベント』がまだ発生していないからな……。

　って待てよ？　同じ原作中のイベント──黒くろ装しよう束ぞくの男たちがニーズヘッグを召しよう喚かんする妨害イベントはすでに発生済みじゃないか。原作通りなら妨害イベントは『呪いの人形イベント』のあとに発生するはずだぞ？　ということは『呪いの人形イベント』は今後発生しない可能性が高い？　なんらかの理由でイベント自体がスキップされた？

「……うーん」

　黒羽さんがランキングでトップに立ってからというもの、おれの頭は混乱しっぱなしだ。

　様々な情報が複雑に絡からみ合あっていて真実がどうも見えづらくなっている。

　現状でわかることと言えば──

　誰だれかが中ちゆう央おう司し令れい部ぶとヴェルナー派はとの間に亀き裂れつを生じさせようと暗あん躍やくしていること。

　ニックは元気で、『呪いの人形イベント』は未発生だと言うこと。

　前者の首しゆ謀ぼう者しやが黒羽さんである可能性が高いこと。また後者についても黒羽さんが何かよからぬことを企たくらんでいるかもしれない、ということ……。

　それくらいだろうか。

　そういえばおれ、ユアンとニックもそうだけど、ヒロインのプリシラとも顔を合わせたことがないんだよな……。プリシラも中央司令部には所属していないから、他のグループに属しているか、もしくは単独で行動しているかのどちらかだろう。どこにいるのかはわからないが、おれたちと同じ空を見上げているのは間違いない。マシューがユアンたちと出会ったように、いつの日かプリシラとも顔を合わせる日が来るかもしれない。
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　同じ日の午後。

　前日おれが選定した四人のメンバーで遺跡に潜もぐることになった。

　このパーティー、おれ以外は黒くろ羽はねさん、シャノンさん、リーネと女性ばかり。しかも、企たくらみの読めない黒羽さんと組む初めての探たん索さくということもあって遺跡に入る前から一行の間に独特の緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。もちろんそれは遺跡の中でも同じことで──

「……ゆーき」

「ん、どうしたのリーネ？」

「うむ。桐きり香かのことなんじゃが……」

　小声のリーネが端たん末まつを操そう作さする黒羽さんの後ろ姿を見やる。

　現在地は地下九十一階──

　四人の固定メンバーの指し紋もんを端末に登録しないと目の前の扉とびらは開かない仕し様ようになっていた。

「今朝、トイレで鉢はち合あわせしての。そのとき、軽いスキンシップのつもりで桐香の肩かたを叩たたきながら挨あい拶さつをしたんじゃが、『きゃあ！』って叫さけびながらトイレを飛び出していってしまったんじゃ。たしかにタイミングとしては桐香が個室から出てくるところじゃったから、驚おどろいたのかもしれぬが……さすがに過か剰じよう反はん応のうだとは思わぬか？」

「……きゃあ、って黒羽さんが叫んだの？」

「うむ。まるで害虫でも目にしたかのような驚きようじゃった」

「害虫って……」

「あ、じゃが、顔は青ざめてはおらんかったぞ。こうなんとゆーか、挙きよ動どう不ふ審しんな感じで……そういえば微妙に顔が赤く染まっておったような……？」

「赤く？」

　どういうことだろう。いきなりリーネに肩を叩かれて心しん拍ぱく数すうとか血圧が一時的に上昇して、それで顔が真っ赤になったとか？　うーん、でもなぁ、あの神経の図太そうな黒羽さんが出で会あい頭がしらとはいえ、リーネと遭そう遇ぐうしたくらいで冷静さを欠くとは思えないんだけど……。

「その後、食堂で桐香の姿を見かけたので、改めて挨拶をしたのじゃ」

　懲こりずに声をかけたらしい。

「黒羽さんはなんて？」

「一応、『おはよう』と言葉は返してくれたのじゃが、目を合わせてくれなくての。結局、最後までそっぽを向いたままじゃった……。ゆーき？　ワシ、嫌きらわれておるのかのぉ？」

「うーん。トイレでの一件は腑ふに落ちないけど、食堂のそれは……まあ、なんと言うか、黒羽さんは誰だれに対してもそんな感じじゃない？」

　おれが小声でそう応じると、リーネが黒くろ羽はねさんの視線を気にしてかおれの耳元で、

「（まぁ、桐きり香かがゆーきの推理通りの人間ならば、あやつは邪じや悪あくな魔ま物ものたちに与くみする者。ワシなど眼中にないのかもしれぬが……）」

「（あまり気にしないほうがいいと思うよ？）」

「（むぅ）」

　表情に不満がにじんでいる。納得がいっていないようだ。

　ま、リーネはみんなから愛されているし、他人から憎まれるようなキャラじゃないから、黒羽さんのようにそっけない人間との付き合い方がわからないのかもしれないな。

「そこの二人。早く指し紋もんを登録しなさい。シャノンはもう終わったわよ」

「あ、ごめん」

「すまんのじゃ……」

　おれはリーネを伴ともない端たん末まつに駆かけ寄よった。

　ちなみに……。

　彼女にタメ口許可、と言われてから、おれは黒羽さんに対して丁てい寧ねい語ごを封印している。

「さてと」

　──指を指紋センサーの上に置いてください。

　──センサーの中央に第一関節が乗るようにしてください。

　アナウンスに従い指紋を登録する。

　登録が完了すると、部屋の奥にある大きな扉とびらが自動的に開いた。

「これで先に進めるわね」

　後方のおれたちなど目もくれず扉を抜けようとする黒羽さん。

　待ってください、とシャノンさんがあとを追う。

「うーむ。チームワークに不安のあるパーティーじゃの……」

「はは……そうだね」

　せめて現状以上に悪化しなければいいんだけど──

　そこは黒羽さんがどう動くかによって変わるよな……。







　地下九十二階にて──

「この階の床スイッチも九十階以前は見かけなかった仕掛けですね」

「うん。しかも、今の床スイッチは四人で同時に踏ふむ必要があったし、こういう仕掛けがある以上は九十階以降を単独で攻略するのは不可能だよね」

　それにしても、ここにきて謎なぞ解ときか……。

『無限のディスカバリー』はこういった頭を使うパズル的な仕掛けが皆無なＲＰＧ。

　となると、これらの仕掛けは他のゲームに元ネタがあるということになる。

　だが──

　どの謎解きもありがちとは言えないものの、元ネタを断定できるほど特徴のあるものではない。

　なんだか嫌いやな感じだ……。今回は『無限のディスカバリー』に関する知ち識しきだけ念頭においておけばいいと思っていたのに、ここに来てそれ以外のゲームが絡からんでくるなんて。

　面倒なことにならなきゃいいけど──

「ゆーきー！　シャノン！　敵じゃ！」

　そのとき、細長い通路の奥から二体の魔ま物ものが通路を塞ふさぐようにして接近してきた。

　一体は四分の一の確率で通常攻こう撃げきに状態異常『氷ひよう結けつ』を乗せてくるフロストフロッグ。

　もう一体はパワータイプであり、かつ守りも硬いダイヤモンドゴーレム。

　……おっと。これは面倒な組み合わせだぞ。

　フロストフロッグの『氷結』は相手の自由を完全に奪う厄やつ介かいな状態異常。一度でも攻撃を受けると『氷結』は解けるが、その際、二倍のダメージを受けるので、パワータイプのダイヤモンドゴーレムに『氷結』状態を解除されるとより大きなダメージを受けてしまう。

「裕ゆう貴きさん？　どちらから仕し留とめるべきですか？」

「うん。この組み合わせのときは先にフロストフロッグから仕留めて──」

　──パン！　パン！

　シャノンさんに指示を与えていると、突然、二つの銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　黒くろ羽はねさんが放った弾だん丸がんだと遅れて気づく。

　二つの弾丸はそれぞれフロストフロッグとダイヤモンドゴーレムに命中。

　しゅううううう……。

　あっという間に塵ちりと化す二体の魔物。

　どちらもたった一発の弾丸で仕留めてしまった。

　さっきからずっとこのパターン。敵とまともに交戦しているのは黒羽さんだけだ。

　……レベル99なんだから、そりゃ余裕だよな。でも、記き憶おくを失うことを恐れて使用を控ひかえているおれとは違い、黒羽さんはなんの躊ちゆう躇ちよもなく携けい帯たいゲーム機きから銃を取り出す。長時間使用していると、頭痛なんかを引き起こすはずだけど、黒羽さんは涼しい顔で銃から弾丸を放っている。ってことは、やっぱり黒羽さんが使用している拳けん銃じゆうはおれの『剣』とは異なり、なんのデメリットもない武器なのか？

「……他愛もない」

　黒羽さんは銃を消すと、スカートが浮き立つほどの勢いで振り返り、

「ふっ」

　とバカにしたような目つきでおれを見み据すえた。

　あなたに私と同じことができるかしら？　とでも言いたげな顔だった。

　……何かあるたびに突っかかってくるな。さっきもおれが謎なぞ解ときの解説をしてたら、鬼の形相で睨にらんできたし。一体、おれの何が気に入らないんだか。

「おー、さすがじゃのー」

　リーネが飛び上がりそうな勢いで黒くろ羽はねさんに駆かけ寄よる。

「……べ、別に」

　駆け寄ってきたリーネに背を向け、順路を進む黒羽さん。

「むぅー。やっぱりそっけないのじゃー」

「……あれ？」

　今の黒羽さんのリアクション──そっけないというか、おれには照れているように見えたんだけど……って、それはさすがにないか？　つーか、おれには「どうよ！」って感じにドヤ顔を披ひ露ろうしたのにリーネには自分の強さを誇示しないのか。わからない人だな……。

　その後も──

　黒羽さんは上じよう機き嫌げんになったり不機嫌になったりの繰くり返かえしだった。

　魔ま物ものと戦っているときは生き生きしていて基本一人で敵を殲せん滅めつしてしまう。

　逆におれが知ち識しきを駆く使しして謎解きの解説をしているときは機嫌が悪い。

　そんなわかりやすいリアクションを黒羽さんが繰り返す中──

　おれはあることに気づいた。

　それは敵が出現したときの黒羽さんの位置取りだ。

　シャノンさんとリーネに危害が及ばないようなポジショニングを心がけているように見えるのだ。レベル99のおれは完全に思し慮りよの外。だが二人の安全には気を配っている。それも異常な気の配り方。現にここまでシャノンさんとリーネはまったくダメージを受けていない。

　黒羽さんは遠距離から攻こう撃げき可能な銃じゆうを持っているのだから、ポジショニングなど気にせず後方から敵を攻撃していればいいのに──なぜか彼女は攻撃に移る前に二人と敵の間に入ろうとするのだ。

　……正直おれは混乱した。

　協調性のない人だと思っていたのにこの異常なまでの気の配り方はどういうわけなのか。

　黒羽さんは間違いなくシャノンさんとリーネの身を守るように立ち回っている。

　なんでだ？　彼女の正体はあの方ではなかったのか？

　よからぬことを考えて中ちゆう央おう司し令れい部ぶに接触してきたのではなかったのか？

　いや、まだわからない。これだって何かの作戦かもしれないし……。

「さ、次の階に進むわよ」

　黒羽さんが両手に持った銀色の銃を消し、階段を顎あごで示す。

「あ、ちょっと待った……」

「何？」

　振り返る黒くろ羽はねさん。ややご機き嫌げん斜ななめのように見えるが、きっとこれが彼女のデフォルトの表情なのだろう。そして、その表情からはなんの企たくらみもうかがえない。

「なんなの？　人の顔をジロジロ見て」

「えっと、その……」

　スプリングエリアに入って急に頭角を現し始めた黒羽さん。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶへの突然の訪問と不ふ遜そんな態度。

　バニラさんたちとは衝しよう突とつし、おれには対たい抗こう意い識しきを燃やして……。

　出会いからここまで良好とは言いがたい関係が続いてきたわけだけど──

　戦せん闘とう中の彼女はおれと同じように……いや、おれ以上に味方に気を配っている。

　おれは──

　黒羽さんの本質を見み誤あやまっていたのだろうか？







　思わぬトラブルが発生したのは九十四階、チェックポイントを目の前にしてのことだった。

　──カチ。

　大広間を探たん索さく中、シャノンさんが『催さい眠みんの罠わな』を踏ふんでしまった。

「あわわっ……身体からだが勝手に──」

　シャノンさんが道具袋から未み鑑かん定ていの魔ま法ほう書しよを取り出す。

『催眠の罠』を踏んだ者は手持ちのアイテムをランダムに使ってしまうのだ──

「ぬおー!?　な、なんじゃ、この無数の魔ま法ほう陣じんは!?」

「げっ、まずい──」

　これは魔物を呼び出す『召しよう喚かんの魔法書』だ！

　しかも、この魔法書は今いる部屋のサイズに応じて召喚される魔物の数が調整される仕し様よう！

　この大広間では絶対に使ってはいけない魔法書！

「わわわわ私、大変なことを!?」

　シャノンさんが慌あわてて鞘さやから剣を引き抜く。

「無茶だよ、シャノンさん！　この数の魔物を相手にするのは！」

　召喚された魔物は全部で二十体。ここは一いつ旦たん通路に退ひくべきところ……。

　だが──魔法書を開いた場所が悪かった。

　シャノンさんが踏んだ罠は壁かべ際ぎわにあり、おれを含めた他の三人も罠発動時、シャノンさんの側にいたので、幸いにして敵が四方八方から迫せまってくるシチュエーションだけは避さけることができたのだが、今、おれたちがいる大部屋には入り口が一つしかなく、しかも、その唯ゆい一いつの退路は敵を挟んだ向こう側にあるのだ。この逃げ場のない状況では、目の前の全すべての敵を蹴け散ちらさなければ脱出は成なし遂とげられない。

　フロア内の別の場所にランダムでワープする『転移の魔ま法ほう書しよ』があればこの窮きゆう地ちを切り抜けることができるのだが、残念ながら手持ちの魔法書に移動系の魔法書はない。

　──となれば残る手は……。

　おれは道具袋に手を差し込み、携けい帯たいゲーム機きに触れた。

　シャノンさんとリーネを守ろうと思ったら『剣』を振るうのが確実な選択。

　この数が相手では黒くろ羽はねさん一人ではさばき切れない可能性が──

　……本当にいいのか？　記き憶おくを失うかもしれないんだぞ？

　一いつ瞬しゆんの迷いがおれの身体からだを硬直させる。

　こんなときに何躊ちゆう躇ちよしているんだ、おれは──

「退どいて！」

　黒羽さんがおれを押しのけて前に出た。

　──パン！　パン！

　彼女は足の速い魔物に向けて弾だん丸がんを放ち、

「この程度の数──なんてことないわ……っ」

　魔物の群れに向かって突っ込んでいった。

「桐きり香か！　さすがにそれは無茶じゃ！」

　リーネが叫さけぶが、黒羽さんは止まらない。

　一体、二体、三体、四体──

　彼女は両手の銃じゆうから鉛なまり弾だまを放ち、次々と魔物を仕し留とめていく。

　だがまだ片手で数えるほどしか倒していない。

　残り十数体は目前に迫せまっていて──

「──こっちよ！」

　黒羽さんが途中で進路を変えた。右に九十度、華か麗れいなステップで方向転換。

　そして今度は後ろ向きのまま引ひき撃うちで敵を仕留めていく。

　壁かべに背中がくっつく頃ころには半分の魔物を虹にじ色いろの粒りゆう子しに変えていた。

　残る魔物は十体ほど。どの魔物もおれたちには目もくれず黒羽さんに向かっている。

　そうか。前に突っ込んで方向転換したのは自分に魔物を引きつけるためだったのか。

　──パン！　パン！

　壁を背にしたままトリガーを引く黒羽さん。

　横並びで迫ってくる魔物を次々に倒していく。

　一体、二体、三体、四体、そして五体──

　魔物の数をさらに半分に減らし、残るは高ＨＰのタフな魔物たち。

　ミノタウロス系、ゴーレム系、ドラゴン系と強敵ばかりがあとには残ったが、レベル99のステータスを有した黒羽さんの敵ではなかった。

「……終わりよ！」

　最後の一体──

　ローズドラゴンを撃げき破はし、見事、『召しよう喚かんの魔ま法ほう書しよ』が引き起こした窮きゆう地ちを切り抜けた。

「す、すごい……です。すごすぎます……」

　長剣をかまえたまま固まっているシャノンさんが声を震わせる。

　驚おどろきと感かん嘆たんが入り混じったような声だった。

「あっという間の出来事じゃったな……」

「本当に……」

　圧あつ巻かんの強さだった。強さだけではなく機転も効いていた。おれも同じレベル99ではあるが土ど壇たん場ばまで頭で考えてしまう癖くせがあるからああいう動きはきっとできない。判断の早さでは黒くろ羽はねさんのほうが上うわ手てだ。もしかしたら彼女は現実でも運動神経がいいのかもしれない。

「す、すみません、黒羽さん。私が罠わなを踏ふまなければ……」

　鞘さやに長剣を戻したシャノンさんが申し訳なさそうに頭を下げる。

　と──




「くっ……」




　突然、黒羽さんがフラつき、近くの壁かべに寄りかかった。

「む、なんじゃ？　怪け我がでもしたのかえ？」

　リーネがすかさず駆かけ寄より回復魔法を唱となえたが、

「……へ、平気よ。放っておいて……」

　壁から離れ、通路を歩き出す黒羽さん。

　額ひたいを手で押さえており、足取りもちょっと怪しい。

「……うっ……」

　何歩も進まないうちに身体からだが大きく傾いた。

　なんとかバランスは保ったもののそのまま地面に膝ひざをついてしまった。

「無理をするでない！」

　リーネが俯うつむく黒羽さんの側に屈かがみ込こみ、改めて魔法による治ち療りようを行う。

　だが何度、回復魔法を唱えても黒羽さんの表情から苦痛が取り除かれることはなく──

「ちょっと……待てよ」

　さっきの戦せん闘とう。黒羽さんは無傷での勝利を飾ったはず。

　一度だって敵から攻こう撃げきを受けてないはずだ。

　なのにどうして膝をついているんだ？

　えっと、たしか最初……。

　目眩めまいでもしたのかフラつきながら近くの壁かべに寄りかかったんだよな。

　で、そのあと、頭痛に苦しむように額ひたいを手で押さえて──

「まさか……」

　おれの脳のう裏りを予感めいたものが稲いな妻ずまのように駆かけ抜ぬけていった。

　ダメージを受けていないにもかかわらず膝ひざをついた黒くろ羽はねさん。

　彼女の苦しむ様はまるで──

　魔ま人じんヴェノレッドとの戦いで『剣』を振るったときにおれを襲おそったいくつかの症状……それとまったく同じじゃないか。

　頭痛と目眩。そして記き憶おくを代だい償しようにあの『剣』はおれに絶大な力を与えてくれた。

　黒羽さんの二に丁ちよう拳けん銃じゆうも同じような代しろ物ものなのか？

　彼女は代償が必要なことをわかっていてあれを使っている？

　古代遺跡の地下一階からこの地下九十四階までずっと？

　もしそうだとしたら──

「く、黒羽さん……っ」

　おれはリーネの手を振り払い自力で立ち上がろうとしている黒羽さんに駆かけ寄よった。

　彼女は無言でおれを見つめ返してきた。相変わらず苦しそうな表情で。

「黒羽さんは、銃を使うことのデメリット、理解しているの？」

「何よ……その今さらな質問……」

　絞しぼり出だすような声。

　黒羽さんはおれを見上げながら、

「わかっている……わよ。あの銃を使うことで……自分の身に何が起きるのか……くらい」

　と言ったあと、眠るように気を失った。

「黒羽さん！」

　おれはだらりと力の抜けたセーラー服の少女の身体からだを支える。

　ああ──

　やはりおれは大変な思い違いをしていたみたいだ……。

　彼女はあの方ではない。あの方であるはずがない。

　だって、狡こう猾かつな性格の持ち主であるあの方が現実の記憶を失うリスクを背負ってまであの銃を使うとは思えないから。あの方なら代償のいらない武器を選ぶはず。もしノーリスクで使用できる武器がないのなら、南エリアでそうしたように姿を晒さらさず将しよう棋ぎの駒こまを動かすように裏で敵を操あやつって、引き続きおれたちを苦しめようとするはずだ。

　それをせずにハイリスクな戦いを実践しているということは──

　黒羽さんはシロ。

　そう考えたほうが……無理がない。

　そもそも彼女は今回の探たん索さく中、シャノンさんとリーネに危害が及ばないように常に気を張っていた。力を得るために、二人を守るために、記き憶おくまで差し出して──

　そんな黒くろ羽はねさんがおれたちの敵なわけがない。













　　　　　ＡＣＴ３　不和～Internal discord～







「貴重なお話……ありがとうございました」

　おれはポニーテールの少女に頭を下げると宿屋の一室から退室した。

「おう。どうだった？」

　部屋を出て廊ろう下かを進むと待合室で待機していたマシューが革かわ張ばりのソファーから腰こしを上げた。

「やっぱりおれの勘かん違ちがいだったみたい」

「その言い方だとどっちにも取れるぞ？」

「あ、そうだね」おれは半笑いで応じたあと、「つまり、黒くろ羽はねさんはシロってことだよ」

「……ほう」

「その顔は信じてない？」

　そう言葉を返すと、とりあえずここから出ようぜ、と言ってマシューが歩き出した。

　夕方──

　遺跡の探たん索さく終了後、カルセドニアの城下町に戻ったおれは、その足で街まちの西側にある『理り想そう郷きよう』という宿屋に向かった。マシューから念話装置による呼び出しを受けたからだ。

『黒羽桐きり香かの過去を知る人物を突き止めた』

　おれを呼び出したマシューの第一声はそれだった。

「でだ」

　宿屋の外に出ると、今度は現実のマシューが口を開いた。

「黒羽はシロ。お前がそう判断したんだから根拠あってのことなんだろうが、さっきの情報提供者が噓うそをついている可能性をお前は考こう慮りよしてんのか？」

「そのことなら心配いらないよ」

　おれは宿屋で顔を合わせたポニーテールの少女のことを思い出す。

　雪ゆき城しろ千ち鶴づる。情報提供者の名前だ。

　彼女は『Dream State』という現代日本を舞ぶ台たいにした学園ＲＰＧの登場人物。

　孤独を愛するちょっと癖くせのあるキャラクターだが、噓をつくような人間ではない。

　それだけは自信を持って言える。

「マジでシロなのかよ……」とどこか不満気なマシュー。「で？　このあとどうする？」

「黒羽さんと話をする必要があると思う」

「詰きつ問もんするわけか」

「……いや、もっと穏おだやかにいくよ」

　というか──

　雪ゆき城しろさんの話が真実なら、おれは黒くろ羽はねさんに謝あやまらなければならない。黒羽さんの一連の振ふる舞まいはとても攻こう撃げき的てきで、だからおれは確固たる根拠もなく彼女とあの方を即結びつけてしまったわけだが……。

　ちゃんとした理由があったのだ。

　黒羽さんがおれに突っかかる明確な理由が──







「返事がないな……」

　拠点の四階の角部屋──

　黒羽さんが一昨日おとといから住み着いている部屋の前におれはいた。

「どうしよう。食事……冷めちゃうよな」

　両手で抱えた木製のお盆ぼんにはパンとサラダとスープが乗っている。

　黒羽さんのために用意したものだ。

　一時、気を失っていた黒羽さんだが、遺跡から脱出する頃ころには目が覚さめ、「これくらいなんてことないわ」と強がってみせたが、拠点に戻るとすぐさま自室に退散してしまった。こうして食事を運んできたのは彼女の様子を見るため、というのもあるが、同時に雪城さんから聞いた話が真実なのか、黒羽さんにたしかめるためでもある。

　──トントン。

　三度目のノック。だが中から返事はない。

　変だな。これだけノックしてもリアクションが皆かい無むってのは。

　留守ではないと思うんだけど……まさか、部屋の中で倒れてたりしないよな？

　いや、でも──

　黒羽さんはこれまでに何度となく携けい帯たいゲーム機きから二に丁ちよう拳けん銃じゆうを取り出しているし、おれとは比較にならないほど大量の敵を殲せん滅めつしている。頭痛や目眩めまい以外の、おれの知らない症状が黒羽さんの身体からだを蝕むしばんでいる可能性はゼロではない……。

「黒羽さん？　入るよ？」

　急に不安になったおれは中からの返事を待たず、ドアノブを捻ひねった。

「──あれ……いない？　けど……」

　テーブルの上のランプに火が灯ともっている。

　これで留守というのも妙な話だ。

「とりあえず……」

　おれは運んできた食事をテーブルの上に置いた。

　それにしても──

　住み着いてたった一日でこの散らかりようとは……。

　ベッドの上には衣服が散乱し、床の上には大量のお菓か子しの袋。シャノンさんの大好物であるアップルパイ──ＨＰを１００回復するアイテム──の入った包み紙なども転ころがっていた。

　こういう散らかし方……妹の部屋を連想するな。

　長いこと会っていない肉親のことを思い出していると、

　──ガチャ。

　部屋の入り口から見て右手奥、バスルームに続く木製の扉とびらが突然開け放たれた。

「「……え？」」

　二つの驚おどろきの声が重なる。

　言わずもがなおれと黒くろ羽はねさんの声だ。
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「ちょ、ちょっと……！　どうしてあなたが私の部屋の中にいるのよ!?」

「い、いや──何度ノックしても返事がないから、その、気になって……思わず」

　おれはバスタオルに身を包んだ黒羽さんに一歩近づく。弁解するつもりで。

　小学生だと言われたら即納得してしまいそうな平へい坦たんな身体からだつきの彼女だが、女性であることには違いないわけで──やはり同年代の女子の裸はだかには多大なインパクトがあった。

「こ、こっちに来ないで……！　というか──言い訳なんてしなくていいからとっとと出ていきなさいよ！　このエロ軍ぐん師し！」

「は、はい！　すみませんでしたああああ！」

　強敵が出現したときよりも遥はるかに俊しゆん敏びんな動作で廊ろう下かに引き返すおれ。

　そっか。バスルームにいたからノックの音が聞こえなかったのか──




　しばらく時間が経って……。




「……はい。座って」

　制服に着替えた黒くろ羽はねさんが背もたれのない丸まる椅い子すをおれの目の前に置いた。

　そして自分はベッドに腰こしかける。

「それで？　こんな夜遅くになんの用なの？」

「えっと……」

　おれはこれでもかと怒気を放っている黒羽さんから視線をそらす。

　部屋を覗のぞいたときは床もベッドの上も酷ひどい散らかりようだったが、今はすっかり片づいている。おれが部屋を出ている間に対処したらしい。

「その……謝あやまりに来たんだ」

「謝りに？　それは私の裸はだかを見たことに対する謝しや罪ざい？」

「じゃなくて……」

「だったら何？」

　まださっきのことを根に持ってるみたいだな。

　早いところ本題に入ろう。

「実は……おれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶは、黒羽さんを敵が送り込んだ刺し客かく……というか黒幕そのものなんじゃないかって疑っていたんだ」

「刺客？　黒幕？　この私が？」

　なんの冗談だ、とでも言わんばかりの顔で黒羽さんが首を捻ひねる。

「その……これには深い事情があって──」

　おれは南エリアで見聞きした情報を黒羽さんに伝えた。

　デビルベアや魔ま人じんヴェノレッドを背後で操あやつっていた正体不明の存在がいること。

　その何者かは現実となんらかの形で関わっている可能性が高いこと。

　元ネタ不明の武器を取得できる不思議な携けい帯たいゲーム機きを敵が所持していたこと。

　そして、その謎なぞの存在が黒羽さんなのではないか、という推測。

「──そういうわけで、黒羽さんの動向に注意するようにってみんなに……」

「なるほどね。これで納得がいったわ。だからみんな私によそよそしかったのね」黒羽さんがベッドのシーツを撫なでながら俯うつむく。「でも、ちょっと待って……。あなたは、私が敵じゃないと確信したから、こうして内部事情を私に話してくれたのよね？　さっき、謝りに来た、とも言ったけれど……どうしてこのタイミングで私にかかっていた疑いが晴れたの？」

「それは今日一日、黒くろ羽はねさんと行動を共にして、いろいろ思うところがあったから、と言うのと、もう一つ……実はこっちのほうが重要で──」

　おれはじっとこちらを見つめてくる黒羽さんと視線を合わせ、

「雪ゆき城しろ千ち鶴づるさんから、これまで黒羽さんがどんな道を歩んできたのか、話を聞かせてもらったからなんだ」

「…………なん……ですって？」

　黒羽さんのもともと険けわしい表情が一段と強調された。明らかに怒っている顔だ。

　だがその怒りはおれに向けたものではないようで、

「あの子……余計なことは言うなと口止めしておいたのに……」

　と視線を落とし、ブツブツ文句を言い出した。

　よほど知られたくなかったんだな……。

　でも、その気持ちは痛いほどわかる。

　黒羽さんの過去──

　その詳しよう細さいを雪城千鶴さんに聞かされたとき、おれは強い衝しよう撃げきを覚おぼえると共に、同じ現実からやってきた者として、黒羽さんに思わず同情してしまったから。







　黒羽さんは全すべての始まりの場所──たくさんのＲＰＧのキャラクターが一堂に会したあの大だい聖せい堂どうで、おれがシャノンさんと出会ったようにある一人の少女と知り合った。『無限のディスカバリー』のヒロイン──プリシラだ。

　プリシラは薬の扱いに長たけた回復系のキャラで、人懐なつっこい性格をしており、身近なところで言うとリーネによく似ている。お節せつ介かいな一面もあるので、そういうところはシャノンさんに似ているかもしれない。

　黒羽さんは強引なプリシラに連れられて大聖堂をあとにする。

　その後──

　多大な犠ぎ牲せい者しやを出したあの場所、南の森に向かい……。

　二人はそこで適てき正せい討とう伐ばつレベル14のサーベルホーンと遭そう遇ぐうする。

　数は四体。

　今の自分たちでは太刀たち打うちできない相手だと悟さとった黒羽さんとプリシラは死を覚かく悟ごする。

　だが──

　実際に犠牲となったのはプリシラだけだった。

　黒羽さんは99というレベルの高さゆえに死ぬことはなかった。

　プリシラは死の直前、「大丈夫！　私があなたを守るわ！」と黒羽さんを庇かばい、サーベルホーンの突進攻こう撃げきから守ったらしい。

　プリシラの死後、黒くろ羽はねさんが何を思ったか……。

　それは想像に難かたくない。

　自分がレベル99だということにもっと早く気づいていれば──

　黒羽さんはそう思ったはずだ。

　プリシラの死がよほど堪こたえたのだろう。以降、黒羽さんは無気力な日々を過ごすことに。

　今回の情報提供者である雪ゆき城しろ千ち鶴づるさんとは北エリアの『草そう原げんの街まち』で出会ったらしい。

　だが深い付き合いの関係に発展することはなかった。

　会えば話をする。だが行動を共にするわけではない。

　雪城さんは原作でも他人とつるむのを好まず、また無む駄だな戦いは避さけるタイプなので、黒羽さんにとっては最適な話し相手だったのだろう。プリシラとは対照的に決して他人に心を開くことがない雪城さんとなら上手うまく付き合える、と。

　その後、北エリアにて怠たい惰だな暮らしを送る黒羽さんだったが──

　時間が経つにつれ、風かざ間ま裕ゆう貴きなる人物と中ちゆう央おう司し令れい部ぶのことが気になってくる。

　たぶんおれがどういう存在なのか黒羽さんは悟さとったのだろう。

　中央司令部に接触する決意を固めた黒羽さんは、北エリアで中央司令部が拠点として使っていた赤レンガの建物を訪れる。

　ところが──

　黒羽さんは受付係の冒ぼう険けん者しやに門前払いを食らう。

　これは彼女が「戦せん闘とうでは役に立たない」ことを正直に話してしまったことに起因する。

　レベルは99。だけど倒した魔ま物ものが復活してしまう。そういう制限がおれ同様に彼女にもかけられているらしい。そして黒羽さんはそのことを受付の人に話してしまった。おれにその事実が伝わることを期待していたのかもしれないが──

　この女、噓うそをついている。そんなふうに解釈されてしまったのだ。

　というのも……。

　ちょうどこのとき、北エリアの『青の洞どう窟くつ』を守しゆ護ごする黒蛇竜ブラツクナーガを巡めぐって中央司令部はヴェルナー派はと対立関係にあり、おれは中央司令部のみんなに外部から接触してきた人間に警けい戒かいするように、と指示を出していた。

　黒羽さんの思おも惑わくが外れたのは……門前払いを食らってしまったのはそのためだ。

　結局、黒羽さんはおれとの接触を諦あきらめる。

　その後、彼女が組そ織しきの再編を試みるヴェルナー派に出向いたのは、アルルさんとの出会いが印象的な南エリアの攻略に乗り出したときのこと。どんなつもりでヴェルナー派を訪れたのかはわからないが、黒羽さんはしばらくヴェルナー派の一員として活動する。

　だが結果はヴェルナーから聞いた話の通り。

　そして──

　黒くろ羽はねさんはスプリングエリアに入って自分だけの武器を手に入れる。

　遠距離攻こう撃げきに適した武器……回転式の二に丁ちよう拳けん銃じゆうを。

　雪ゆき城しろさんの話ではカルセドニアの城下町を散さん策さくしていると、突然、フードをかぶった男かも女かもわからない怪しげな人物に、「黒羽桐きり香かにこれを渡してほしい」と小さな袋を手渡されたらしい。その袋の中に入っていたのが銀色の二丁拳銃を取得するために必要な──携けい帯たいゲーム機きであったのはもはや言うまでもないだろう。そのような経緯を経て、黒羽さんは魔ま物ものをこの世から完全に消し去ることができる武器を手に入れた。

　そして、単独で遺跡の攻略に臨のぞみ、圧倒的な力でもってランキングのトップに躍おどり出でた。

　まるでその力をおれに見せつけるかのように──







「黒羽さん」

　おれは椅い子すから立ち上がり、深々と頭を下げた。

「敵かもしれないと疑ったこと、北エリアで門前払いを食らったこと。そのことは謝あやまるよ。そう簡かん単たんに許してもらえることじゃないかもしれないけど……」

「…………」

　ノーリアクションの黒羽さんに対しておれはさらに言葉を紡つむぐ。

「でも、あの武器を──銃を使うのはもう止やめて欲しいんだ」

「……なぜ？」

　やっと言葉が返ってきたが、その声色には不満がにじんでいた。

「なぜって……わかっているはずだよね？　記き憶おくが失われること──っ」

　黒羽さんはおれたちと合流するまでたった一人で遺跡を攻略してきた。それはスプリングエリアに入ってからのことではあるが、記憶を代だい償しように力を与えてくれるあの武器を乱用してきたのだとすれば、もうかなりの記憶が失われているはずだ。

「はっきり言うけど、雪ゆき城しろさんに接触して黒羽さんに携帯ゲーム機が渡るように仕組んだ『黒いフードの人物』はおれの話の中に出てきたあの方の関係者だよ？　おれたちから現実の記憶を奪う──それがあの方の狙ねらいだとすれば黒羽さんは敵の術中にまんまとハマったってことになる。だからさ……これ以上、あの武器を使うのは──」

「ふふ、ふふふ」

　おれの言葉を遮さえぎるようにして黒羽さんが笑い出した。

　急にどうしたんだ？　一体おれの話のどこに笑いどころが？

「黒羽さん……？」

「あなた、勘かん違ちがいをしているわ」

「勘違い？」

「ええ。だって私……現実に未練なんてないもの」

　そう言ってスカートのポケットに手を差し込み、携けい帯たいゲーム機きを取り出す黒くろ羽はねさん。

　ブラックカラーのボディにランプの灯あかりが反射し、黒光りしている。

「現実なんてロクなものじゃないわ。帰りたいとも思わない。でも……そんな私にとって、現実の記き憶おくを奪う……いえ、過去をなかったことにしてくれるコレは好都合の武器なのよ」

「そ、そんな──」

「私が敵の術中にハマった？　──逆よ。策さくを弄ろうして墓ぼ穴けつを掘ったのはあちらのほう」

　黒羽さんがベッドから腰こしを上げ、携帯ゲーム機を持ったままおれに近づいてきた。

「だいたい……今さら武器の使用を中止するなんて、そんなことしてみなさい。遺跡の地下九十階以降はメンバーの入れ替えができないのよ？　私とあなたと、シャノンとリーネ。もうこの四人で攻略に臨のぞむしかない。私が武器の使用を控ひかえたら、あの二人に大きな負担がかかることになるわ。結局のところ……私かあなた、最低でもどちらか一人は記憶を代だい償しようにして戦わなければならないのよ──」

　黒羽さんがそう言いながらおれに携帯ゲーム機を突きつけてきた。

　ゴクリ、とおれが生なま唾つばを飲み込むと、彼女の桜色の唇くちびるが動き、

「風かざ間ま君──私の代わりに武器を手に取って戦ってくれる？」

「そ、それは……」

「即答できないのね」黒羽さんが蔑さげすんだ目でおれを見つめ、「あなたは『召しよう喚かんの魔ま法ほう書しよ』が発動してしまったとき、ただ私の戦う様さまを見ているだけだった。あれが答えなのでしょう？」

「くっ……」

　何も言い返せない。あのとき迷いが生じたのは事実だから。

　おれはこの世界で、現実に帰りたい、という気持ちを抱えたまま日々を過ごしている。

　みんなをゴールに導きたい、という想おもいに噓うそはないつもりだけど。

　でも、おれは黒羽さんみたいに躊ちゆう躇ちよなく携帯ゲーム機から武器を取り出すことができない。

　記憶を失う──そのデメリットが頭をよぎってしまうから。

　魔ま人じんヴェノレッドとの戦いで『剣』を振るうことができたのは、まだ携帯ゲーム機を使用することのリスクを知らなかったからだ。

　しかし、力を得る代償として現実の記憶を支払うことを知った今……。

「肝かん心じんなときに仲間を守ることができないなんて。──あなたは臆おく病びよう者ものよ」

「お、臆病者って。いや、でも……」

「でも何？」

「それは……その……」

　おれは、みんなを守りたい──

　でも、現実の記き憶おくも大切にしたい──と思っている。

　だけど黒くろ羽はねさんがおれのこの考えに賛同してくれるとは思えない。

　だって……。

　彼女にとって現実というものは──

「あなたが武器を手に取らない、というのなら戦うのはやはり私の役目よ。文句は言わせないわ。──ふん、記憶を差し出すくらい何よ。プリシラは……命をかけて私のことを守ってくれた。それに比べたらこの程度の代だい償しよう……安いものよ。笑っちゃうくらいに……」

　す、とロウソクに灯ともった炎ほのおが消えるように黒羽さんから表情が失われた。

「……もういいでしょう。出ていってちょうだい」

　くるっと身体からだの向きを変える黒羽さん。

　その背中には「話しかけるな」と書いてあるように見えた。
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　風かざ間ま君との言い争いから一夜明け、たっぷりと昼過ぎまで不ふ貞て寝ねを決め込んだ私は、その日の夕方、久しぶりに千ち鶴づるの滞在場所を訪れていた。

「他言は無用だって……私、言わなかった？」

　──ドン！

　私は力任せに壁かべを殴なぐり、凄すごんでみせた。

　だけど千鶴──雪ゆき城しろ千鶴は寝ね転ころがっているベッドから起き上がろうともせず、

「桐きり香か？　怒ってる？」

　とぬけぬけとそんなことを言う。

「見ればわかるでしょう！　いいから私の質問に答えなさいよ！」

「質問？」

「とぼけないで！　私の過去を風間君に洗いざらい喋しやべったのはあなたでしょう!?」

「ああ。そのこと」

　合点がいったのか千鶴はポンと手を叩たたいたが、

「うん。だって。そうするべきだと思ったから」

　と要領を得ない回答でますます私を苛いら立だたせた。

　常にマイペースで、他人と歩調を合わせることを知らない千鶴の口からは時として意味不明な言葉が飛び出す。たぶん自分の中ではちゃんと筋が通っているのだろう。

　でも──

「ちゃんとわかるように言ってくれないかしら？　そうするべきだと思ったから──とはどういう意味？　口止めしておいたのに風間君に私の過去を話して……そんな自分勝手な振ふる舞まいに何か正当な理由でもあるというの？」

「実を言うと私にもよくわからない」

　ゴロンと盛大に寝ね返がえりを打ちながら千ち鶴づるがつぶやく。ひっくり返って仰あお向むけになった拍ひよう子しに栗くり色いろのポニーテールがベッドの縁ふちから垂たれ下さがった。

「は？　何よそれ！」

「少し待って。原因を調査するから」

「調査って……千鶴、さっきからなんの話をしているの？」

「さぁ？」

「な、何を他人ごとのように……！　あなた、私のことをおちょくってるだけでしょう!?」

　再び壁かべを殴なぐる。ドンドンドン、と何度も殴る。

　何よ。素直に謝あやまれば許してあげたのに。なんて強引な自己正当化。

　……こんな女に期待した私がバカだった。変な女なのは最初からわかっていたことだし、他人に興味が薄うすいのもなんとなく感じていたことだった。だけど、約束くらいは守る女だと思っていた。最低限、人としての常じよう識しきは持ち合わせているのだと。

　それなのに──

「……もういいわ」

　じんじん痛む拳こぶしを握りしめながら廊ろう下かに続く扉とびらを開ける。チラリと部屋の中を見ると、相変わらず千鶴が宿屋の安っぽいベッドの上で寝ね転ころがっていた。

「千鶴、さようなら。二度と私に話しかけないで」

「え？」

　少し驚おどろいたような顔。

　今まで何度か口うるさく怒鳴ったことはあったけど、なんだかんだで千鶴とはつかず離れずの関係を維持してきた。私が離れていくとは思っていなかったのかもしれない。

　だとしたらいい気味だ。後こう悔かいの念に苛さいなまれるがいい。

「……一度もない」

　千鶴がやっと姿勢を正し、何事かつぶやいた。

「何？」

「私から桐きり香かに話しかけたことなんて一度もない」

「………………」

　呆あきれた。何を言うかと思えば人の発言の揚あげ足あし取とり？　どういう神経をしているのよ……。

「言いたいことはそれだけ？」

「うん。今のところは」

「…………あっそ」

　──バタン！

　私はわざとらしく音を立てて扉とびらを閉めた。

　……もう最悪。こんなことならもっと別の無口キャラ──ちゃんと原作を知しり尽つくしているゲームのキャラを話し相手に選ぶんだった。口が固く、決して人を裏切らないタイプを。

「まさか、あんな恩知らずな女だとは……思わなかったわ」

　私は雪ゆき城しろ千ち鶴づるが『Dream State』の登場人物だということは知っていたけど、原作は未プレイだったから、千鶴の性格、その詳くわしいところを最初から知っていたわけではない。

　出会ったのはたまたま。話すようになったのもたまたま。

　千鶴は『北エリア』でぐーたらな日々を過ごしていて私と生活スタイルがよく似ていた。

　生活に必要な最低限のお金を稼かせいだらそれ以上は何もしない。ダンジョンを攻略したり、凶きよう悪あくな魔ま物ものに立ち向かったり、とそんな面倒ごとには一切関わろうとしなかった。

　だからだろう。千鶴と一緒にいるのは心地がよかった。

　つい……彼女に気を許してしまった。

　別に千鶴に依存していたわけではない。

　私は話し相手が欲しかっただけ。自分の中で留とどめておくには重すぎるプリシラの死とか、同じ現実からやってきたかもしれない風かざ間ま君のことを、誰だれかに話したかったのだ。

　わけのわからない世界で起きるわけのわからない出来事の数々。

　言葉にしなければおかしくなりそうだった。

　きっと千鶴がいなければ私は狂くるっていたに違いない。

　……そういう意味では彼女に感かん謝しやしているのだけれど──

　自分の情けない過去、武器を手に入れる前の無力な自分。

　風間君にだけは知られたくなかった。

　彼は私とは違い、この世界にやってきて早々に中ちゆう央おう司し令れい部ぶという巨大な組そ織しきを作り上げ、さらにそのトップに立ち、たくさんのキャラクターたちを率いてこの世界の物語を着々と進行させていった。その手しゆ腕わんは驚おどろきに値あたいする。

　それに比べて私は──

　カッコ悪い。実にカッコ悪い。

　千鶴以外のキャラクターとはまともな人間関係すら築けなかったのだから。

　そして、その千鶴とも喧けん嘩かして……。まあ、仲なか違たがいしたのは千鶴が約束を破ったからであって、私は全然悪くないんだけどね。

　ともかく──

　これで味方は一人もいなくなってしまったわけだ。

　現実と同じように……。







「ふぅ……」

　千ち鶴づると別れたあと、一いつ旦たん、中ちゆう央おう司し令れい部ぶの拠点に戻った私はお風ふ呂ろセット（南エリアで買いそろえた）を抱えて街まちに一件だけある公衆浴場の露ろ天てん風ぶ呂ろに身を浸ひたしていた。拠点にも各部屋にシャワーが備えつけてあるが、バスタブがないので湯船に浸つかることができないのだ。やはり日本人としては湯船が恋しくなる。それに自室でシャワーを浴びていると、また誰だれかさんに裸はだかを見られるかもしれないし。

「いいお湯……」

　お風呂には人をリラックスさせる効果がある。

　汗を流し、嫌いやなことを忘れるには打ってつけだ。

　なのだが──

　私が露天風呂で身体からだを温めていると、

「あらあら。誰かと思えば黒くろ羽はねさんではありませんの」

「あ、ホントだ。桐きり香かだー」

　バニラとアルル。馬の合わない二人が貧相な身体を隠そうともせず、お湯をじゃぶじゃぶ搔かき分わけながら私に近づいてきた。

「……ふん」

　タイミングの悪いお邪じや魔ま虫むしだこと。私の安息の一時を邪魔しないでほしいものだわ。

「まあまあ、そう睨にらまず」バニラがなおも接近してくる。「せっかく可愛かわいらしい顔をしていらっしゃるのですから、しかめっ面つらは止めて、もっと微笑ほほえんだほうがよろしいですわ」

「何……気持ちの悪いことを言っているの？」

「たしかにバニラが下した手てに出ると気持ち悪いわよねー。擁よう護ごできないわ」

「……酷ひどいですわ」バニラが口を尖とがらせる。

「それで？　バニラが気持ち悪いのはなぜ？」

「まだ言いますか。……軍ぐん師し様からお達しがありましたのよ。黒羽さんは中央司令部に仇あだなす存在ではないと」

　風かざ間ま君と口論になったのは昨日の晩のこと。

　あれから私は彼と顔を合わせていない。

　当然、予定していた遺跡の探たん索さくも今日は中止した。

「彼……私のことなんて言っていた？」

「プライバシーに関わることだから、と多くは語られませんでしたわ。とにかく結論としては、黒羽さんは敵ではない、と。それくらいですわね」

「それだけ？　あなたたち疑問は抱かなかったの？　風間君に反論は？」

「特には。ねえ、バニラ？」

「軍師様がお出しになった結論ですもの。疑問など抱くはずがありませんわ」

「マシューは突っかかってたけどねー」

「エロマシューさんは人一倍疑い深いお方ですもの。まあ、組そ織しきにはああいうタイプが一人くらいはいたほうがよろしいのではなくて？」

「…………」

　なんなの彼の求心力は。仲間に信頼されすぎでしょ。

　しかも、私のことを気き遣づかってか過去のことは話さなかったみたいだし……。

「そういうわけですから……黒くろ羽はねさん」

　と言いながら私の背後に回り込むバニラ。何をするのかと思ったら──

「──って、どこを触っているのよ!?　どこを!?」

「胸むね！　バスト！　もしくはおっぱいですわ！」

「そんなことを聞いているんじゃないのよ、私は！」

「こらこら、バニラ。桐きり香か、引いてんじゃない」

「そう思うのなら、どうかこのバカを引ひき剝はがして！　嬉うれしそうに見てないで！」

「その必要はありませんわ！　黒羽さんの可愛かわいらしいバストをもみもみする──それがわたくし流のスキンシップ！　仲よくなるにはこの方法が一番なのですわ！」

「──ふ……ざけないで！」

　私は力任せにバニラを引き剝がし、急いで湯船から脱出する。

「あーんもう！　つれないですわー！」

「……黙りなさい、変態」

　私は胸を隠すように両手で肩かたを抱きしめる。

　湯船に残った二人は私を見ながらケラケラ笑っている。まったく何が面白いんだか……。

「桐香ー。この間はごめんねー」

　私が浴場から出ようとするとアルルが声を張り上げた。

「この間？　なんの話？」

「ほら、根掘り葉掘り質問して、不快にさせちゃったじゃない」

「……ああ」

　人選会かい議ぎのときのことね。たしかバニラが私のセーラー服を見て、「上下セットのようですけれど、それはどういった類たぐいのお洋服ですの？」と訊きいてきて「学校の制服」と私が答えたら、そこから質問が具体的になっていったのだ。私はそれ以上の質問には答えなかった。

　いや、答えられなかったのだ──

　あのとき私は自分の学校の名前を思い出せないことに気づいて……。

　軽いパニックを起こしていた。

　あの銃じゆうが現実の記き憶おくを失う可能性を秘めた武器だということは最初から知っていたけど、記憶が失われていることを実感したのはあのときが初めてで。

　過去には未練がないつもりだったけど、私は思いのほかショックを覚おぼえていた。

　まあ……たぶん私はどんな記き憶おくを失ったのか、ということではなく、記憶を失ったという事実そのものにびっくりしたのだと思う。

　要は慣れの問題だ。

　現実なんてくだらないもの。この意見は今でも変わらない。変えるつもりもない。

「ま、誰だれだって触れられたくない過去の一つや二つ、あるわよねー」

「……そうね」

　私は適当に頷うなずき、浴場をあとにした。

　と──

　隣となりの脱衣所でまたしても中ちゆう央おう司し令れい部ぶのメンバーと遭そう遇ぐうした。

　一人は虫使いのエルマ。もう一人は遺跡でパーティーを組んでいるリーネだった。

「……お風ふ呂ろ。お風呂……」

　エルマのほうは私に興味がないのか服を脱ぐとすぐに浴場に姿を消した。

　残ったリーネは服を脱いでいる途中で、しかも私の存在にまだ気づいてない。

　よし、このまま静かにやり過ごそう。

「おぅ？　桐きり香かではないかー」

　やり過ごそうと思った矢先、リーネに見つかってしまった。

「桐香？　聞こえておるのじゃろう？」

「……な、なんの用かしら」私は俯うつむいたまま答える。「急いでいるのだけれど」

「なんじゃー。相変わらずつれないのー」

「……つれなくてけっこう」

　私は気のないセリフを吐はきつつも、内心ではドキドキしていた。

　あの『墮だ天てん使しのトワイライト』のリーネが目の前にいる。

　私の大好きなゲーム。大好きなキャラクター。

　画面越しに眺めているだけでも幸せだというのに──

　……ダメダメ。不用意に目を合わせてはいけないわ。

　リーネは可愛かわいいから。可愛いからジロジロ眺めてはいけないのだ。顔を合わせたらニヤけてしまうし、抱きしめてしまいたくなるに決まっている。私は重度のリーネファンで、同人誌のネタにしてしまうほどに心しん酔すいしている。クールキャラで通している（つもりの）私が身体からだをくねくねしながらニヤけたり突然リーネに抱きついたりしたら、もういろいろと台だい無なし。そんなことはあってはならないし、風かざ間ま君にこの事実が露ろ見けんしようものならたぶん私は腹はらを切って命を断つ。リーネはそれほどまでに私を狂くるわせるキャラなのだ。

　それに──

　リーネは遺跡攻略のメンバーの一人。戦せん闘とう中、リーネの動きにいちいち感動していたら大変なことになる。気を緩ゆるめてはならない。私は彼女を守る義務があるのだ。大だい聖せい堂どうの南の森で死んだプリシラのような犠ぎ牲せい者しやはもう出したくない……。

「桐きり香か？　身体からだのほうはもう大丈夫なのかえ？」

「……見ての通り。なんの問題もないわ」

「無理は禁きん物もつじゃぞ？」とリーネが念を押す。「そういえば、シャノンが落ち込んでおったぞ。自分のせいで桐香に負担をかけてしまった、と」

「……そう」

「シャノンを責めないでやってほしいのじゃが……桐香？」

「…………」

　ヤバイ。ヤバイわ。リーネからのお願い──とてつもない破壊力だわ。

　間違いない。この子、天使よ。それも私だけの天使……って、何言ってるの、私。

「……私、行くから」

　荷物を抱え、急いでリーネの視界から姿を消す。脱衣所を出て、ホッとため息。

　……危なかった。もう少しで我が慢まんの限界を突破するところだったわ。

　はぁ～、ホント、天使のような子よね、リーネって。まあ、実際、リーネって天使の血を引いている、って設定だしね。『墮だ天てん使しのトワイライト』は中世ヨーロッパを舞ぶ台たいにした物語で、主人公側が天使と、敵側が悪あく魔まと深い繫つながりを持っている。けっこう殺さつ伐ばつとした物語なんだけど、そんな中、リーネは唯ゆい一いつの癒いやし系けいキャラ（いろんな意味で癒し系）として活かつ躍やくする。その極上の笑みは天使の血を引いているどころか天使そのものだとしか言いようがない。

　私はリーネにハマりにハマり、彼女を主人公にした同人誌を山ほど描いた。同人誌即売会にも参加した。もちろんサークル参加。しかも一度や二度ではない。両手の指を足しても足りないくらいオタクの戦場に出向いた。結果、私の描いたリーネ本シリーズは二ふた桁けたを超こえた。私は幸せだった。幸せなオタクライフを送っていた。

　……あいつらが私のリーネ本を教室に持ち込むまでは──

　ああ、思い出しただけで腹はらが立つ。あの糞くそ女おんなども。人の創作物を無断でコピーしてクラスメイトに配布するとか、頭が湧わいているとしか思えない。

　一刻も早く忘れたいものだわ。現実の嫌いやな記き憶おく……その全すべてを。







「ん？」

　リーネから逃げるようにして公衆浴場を飛び出し、拠点に引き返していると、途中にある公園からシャノンの掛け声が聞こえてきた。

「裕ゆう貴きさんも一緒に声を！　いち、にー、さん、しー！」

「えっと、いち、にー、さん、しー」

　芝しば生ふが広がる公園の中で風かざ間ま君とシャノンが仲よく素す振ぶりをしていた。

　二人とも木刀らしきものを握っている。

　ふん。敵がいないところで鍛たん錬れんを積んだってレベルが上がるわけじゃないのに、まったくご苦労なことね。

「裕ゆう貴きさん、もっと力を抜きましょう。余計な力が入っていると、動きが制限されてしまいます。素振りは自然体で──こんなふうに！」

「な、なるほど」

　頷うなずきながら木刀を振る風間君。

　あの二人、いつも一緒にいるような気がするけど……。

　まさか付き合っていたりするのかしら？　いや、さすがにそれは安直な考えね。

　ただ仲がいいだけよ。ええ、きっとそれだけ。

　もっとも、それだけであっても私にとっては眩まぶしい関係。

　風間君にはたくさんの仲間がいて、その誰だれもが彼を信頼している。

　性格の悪い私には真似まねのできない芸当だ。

「いち、にー、さん、しー！　いち、にー、さん、しー！」

　私は耳を塞ふさいでその場から遠ざかる。

　……今に見ていなさい。

　心の中でつぶやく。

　私も女にしてはＲＰＧに詳くわしいほうだと思うけど、風間君のあの異常とも言えるＲＰＧの知ち識しきにはとても敵かなわない。だけど私には記き憶おくを犠ぎ牲せいにして戦う覚かく悟ごがある。その点だけは彼に勝っていると断言することができる。

　このままでいいのだ、私は……。

　記憶を消し、過去を捨て、そして中ちゆう央おう司し令れい部ぶにとってなくてはならない存在に──

　そこまで行けば風間君だって何も言えなくなるはず。

　現実の記憶が完全になくなってしまえば……。

　銃じゆうを使うな、という彼の指示は無意味な言葉になる。

「……もうしばらくの辛しん抱ぼうよ」
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「うん……？」

　急にシャノンさんが素振りを止やめ、公園の外、拠点に続く石いし畳だたみを見やった。

「どうかしたの？」

　おれは素振りを続けながらシャノンさんに訊きく。

「えっと、その、誰だれかが私たちのことを見ていたような気がしまして」

「中ちゆう央おう司し令れい部ぶの誰かかもしれないね。ここは拠点と繁はん華か街がいの間にあるし」

「そうかもしれませんね」

　ふぅ、とシャノンさんが息を吐はき出だしながらハンカチで汗を拭ぬぐう。

「ちょっと休きゆう憩けいしようか？」

「あ、はい、そうしましょう」

　おれたちは木組みのベンチに並んで腰こしかけた。

「それにしても、裕ゆう貴きさんは同じ人間とは思えないほど卓たく越えつした運動能力を備えておられますけど、剣の扱いに関しては本当に素人しろうと同然なのですね」

「う、うん……」

「たとえ記き憶おく喪そう失しつであったとしても剣さばきのように長い時間をかけて習得する技術は身体からだが覚おぼえていると思うのですよ。ですから記憶を失う前の裕貴さんも剣とは無縁の生活を送っていたのではないでしょうか？」

「……そう……だね」

　おれはシャノンさんたちの間で『記憶喪失の冒ぼう険けん者しや』という認にん識しきで通っている。そのほうが何かと都合がよかったのだ。ゲームのキャラクターではない現実からやってきた生なま身みの人間としては──この世界の仕組みを知る者としては……。

「ただ尋じん常じようならざる動きが裕貴さんはできるので、もしかしたら剣以外の武器を得意としていたのかもしれません。戦いの心こころ得えが皆無だったとはとうてい思えません」

「……うーん、どうなんだろうね」

　残念ながら皆無です。初期レベルが99だったから化ばけ物ものじみた動きができるってだけで、現実では体育なんかは苦手科目だったし、剣道とか空手とか柔道みたいな武道関係とも縁遠い人生を送っていた。

「ともかく、シャノンさん。今後とも剣の指南、よろしく頼むね」

「それはもちろん。私でお役に立てることでしたら、なんだってやらせていただきます」

「ありがとう」

　おれがシャノンさんから剣の手ほどきを受けようと考えたのは、黒くろ羽はねさんに感化されたことが大きい。もともと運動神経がいいのか、彼女は動きに無む駄だがなく、同時に迷いもない。おれみたいにレベル99のステータスに振り回されていない。

　黒羽さんの華か麗れいな立ち回りを見て思ったのだ。

　南エリアでの魔ま人じんヴェノレッド戦。レベル差は歴然だったのだからあの戦いはもっと早くに決着をつけることができていたはずで、短時間でケリをつけていれば現実の記き憶おくが失われることはなかったのではないか、と。

　それから、もう一つ……。

　数日前、シャノンさんのミスから敵が大量発生したとき、おれは『剣』を振るおうともせず、ただ黒くろ羽はねさんが無む双そうする姿を眺めているだけだった。おれは迷いを断ち切ることができなかった。自分の脆ぜい弱じやくな心を制御することができなかった。……後こう悔かいしているのだ。

『肝かん心じんなときに仲間を守ることができないなんて。──あなたは臆おく病びよう者ものよ』

　黒羽さんの言葉は身にしみたし、同時に彼女を見習わなければならないとも思った。

　現実の記き憶おくなんてどうなってもいい、むしろ好都合、という黒羽さんの考え方には正直賛同しかねるけれども……。

「私も裕ゆう貴きさんと一緒にイチから修行をやり直そうと思います」

「え？　イチから？」

「はいです。まだまだ私も未み熟じゆく者もの。実際、昨日は黒羽さんに多大な迷惑をかけてしまいましたから……」

　そう言ってため息をつくシャノンさん。

　仲間が気を失う原因を自分が作ったわけだからな。そりゃ、気にもするよな。

　でも、黒羽さんが気を失ったのは魔ま物ものとの戦いが原因ではなく、二に丁ちよう拳けん銃じゆうを長時間使用したのが直接の原因だ。そして、この事実はおれの『剣』の秘密にも繫つながることなので、さすがにシャノンさんに真実を伝えるわけにはいかない。おれまで心配されてしまうから。

「ところで裕貴さん……。気になることがあるのですが」

　おれが空に浮かんだ二つの月を眺めているとシャノンさんが再び口を開いた。

「ん、何？」

「黒羽さんのことです」

「……えっと、もしかしてまだ納得してない？」

　黒羽さんは敵ではない。おれは中ちゆう央おう司し令れい部ぶの中心メンバーにそう伝えていた。外部の人間だがヴェルナーにも同様の報告をしている。今回はその義務があると思ったから。

「いえ、裕貴さんの出した結論です。間違いがあるとは思っていません。ですが、黒羽さんが敵ではないとすると、ヴェルナー派はのみなさんに裕貴さんの誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを流したのは……」

　そこで一いつ旦たん言葉を切るシャノンさん。

「……やはり、南エリアで魔ま人じんヴェノレッドと熊くまさんたちが話していた『あの方』の仕し業わざだったりするのでしょうか？」

「断定はできないけどその可能性は高いと思う」

　一番の候補はあの方だが、おれたちが把は握あくしていないだけで、もっと別の存在が、未知の敵がどこかに潜ひそんでいるのかもしれない。なんにしろこちらを切きり崩くずそうと今も虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている人物がいるのは間違いない。

「なんだか嫌いやな感じですね」

「……そうだね」おれはベンチから立ち上がり、「まあ、答えは出そうにないし、この話は保留にして、今は自分たちにできることをやろう」と言って木刀を手に握った。

「素す振ぶり、ですね？」

「うん」

　おれたちは素振りを再開することにした。

　いち、にー、さん、しー。

　二つの声が夜の世界に響ひびき渡わたる。

　明日も、明後日あさつても、明々後日しあさつても、その次の日も──これから毎日素振りをしよう。

　継続は力なりと言うし。

　そして、素振りだけではなく……。

　この世界の攻略に際して、やることは、やれることは山のようにある。それらを日々、一つ一つこなしていくことが重要なのだと──努力を怠おこたってはならないという意味では現実と重なる部分があるのだということに、おれは今さらのように気づいた。







「お、ゆーきではないかー」

　公衆浴場に向かう、と言うシャノンさんと公園で別れたあと、拠点に戻っていると、途中の十字路でリーネと出くわした。

「あれ？　一人？」おれはリーネが隣となりに並ぶのを待ち、「バニラさんたちとお風ふ呂ろに入りに行くって言ってなかったっけ？」

「その通り、浴場までは一緒だったのじゃが、バニラがそのあと酒場に行くと言い出しての。アルルとエルマはついていったのじゃが、ワシはああいう騒さわがしい場所は苦手での」

「そっか。じゃあ、一緒に拠点に戻ろうか？」

「うむ」

　並んで歩き出す。

　……てくてくてく。

「のー、ゆーき……」

「ん？　何？」

「どうすれば桐きり香かはワシに……ワシらに心を開いてくれるのかのぉ？」

「うーん……それは難しい問題だね」

「桐香は相変わらずワシが話しかけても、すぐに顔をそらすのじゃ。ワシは桐香と話したいことが山のようにあるというのに」

「山のように……」

「うむ」

　まもなく拠点が見えてきた。

　おれたちは横に並んだまま両開きの扉とびらを抜け、階段に向かった。その後、リーネと一緒に階段を上がっていると、四階に差しかかったところで、

「何よ……なんなのよこれ……！」

　怒気を含んだ女性の声が響ひびいた。何事かと思い、左右の廊ろう下かを見渡すと、扉が開きっぱなしになっている部屋が一つあり、どうやら声はそこから聞こえてくるようだった。まっすぐ延びた廊下の奥、角部屋は黒くろ羽はねさんが数日前から自室として使っている。

「黒羽さん？　どうしたの？」

　開きっぱなしの扉を抜け、リーネと一緒に中の様子をうかがう。

　と──

「…………ごらんの通りよ」

　この上なく低い声を発する黒羽さん。

　おれは静かな怒りを表情にたたえている彼女よりも先に、人為的に荒らされたとしか思えないその部屋の惨さん状じようにまず目を奪われた。

「こ、これは……」

「酷ひどいの……」

　窓は割れ、カーテンは引き裂かれ、机つくえや椅い子すなどはどれもひっくり返っている上に脚あしがいくつか折られている。床には情なさけ容よう赦しやなく切り刻まれた衣服や下着、さらにはベッドシーツや毛布が見るも無残な状態で散乱していた。

　昨夜、この部屋を訪れたとき、妹の部屋に迷い込んだかのような散らかりようだったが、目の前の光景はそれとは違う。この惨状は黒羽さんに対する嫌いやがらせ──悪意ある犯行だとしか思えない。

「誰だれがこんなことを……」

「それは私のセリフよ」

　ガラスのない窓から舞まい込こんだ夜風が部屋の中央に佇たたずむ黒羽さんの長い髪かみをなびかせる。

　ひくついた彼女の口元に注目していると、

「風かざ間ま君。今すぐ主要メンバーをここに集めて……」

「え？」

「犯人探しよ！　犯人探し！　こんなの身近な人物の犯行に決まっているでしょう!?」

　黒羽さんが片足を上げ、ドン、と力強く床を踏ふみつける。

　その拍ひよう子しにふわっとスカートが浮き上がった。

「まずは全員のアリバイ証明からね……。そのあと、犯人を絞しぼり込こんで──」

「く、黒羽さん、ちょっと待ってよ」

「……何よ？」

「や、その、いくらなんでもここまで度の過ぎた嫌がらせ……中ちゆう央おう司し令れい部ぶにこんな酷いことをする人はいないと思うんだけど……？」

「随ずい分ぶんと身内に甘いのね。じゃあ、誰だれがやったと言うの？」

「それは……」

「自然現象で私の部屋の窓ガラスだけ割れて、おまけに部屋の中まで荒れ放題に……なんてことあるわけないでしょう!?　犯人は必ずいるわ！　この中ちゆう央おう司し令れい部ぶの中に！　私の存在を快く思っていない人間……そういう人物が犯行に及んだのよ！」

　そう考えるのが妥だ当とうなのか……？

　たしかに黒くろ羽はねさんの振ふる舞まいにはトゲがあるから、苦手な人は苦手だろうし、反感を買ってもおかしくはないけど。

「……わかったわ」黒羽さんがポツリとつぶやく。「犯人は風かざ間ま君。あなたよ」

「え？」

　いやいやいや──なんでそうなるんだよ!?

「このまま私に中央司令部に居座られたら、自分の立場が危うくなるかもしれないから……。どう？　理由としては十分だと思うけど？」

「ちがっ、おれはやってないよ！」

「証拠は？　私が公衆浴場で汗を流している間、あなたはどこで何をしていた？」

「す、素す振ぶり。おれ、さっきまでシャノンさんと公園で素振りを」

「……そういえばそうだったわね」窓の外の闇やみを見つめながら唸うなる黒羽さん。「つまり、あなたには私の部屋を荒らすチャンスはなかった、と？」

「そうだよ。シャノンさんが証人だ」

「でも、あなたが直接手を下していなかったとしても、人を使って、私の部屋を荒らさせることは……風間君になら可能よね？」

「そ、そんなの……──」

　酷ひどい言いがかりだ。組そ織しき的てきな犯行なんてカード出されたら、どんなアリバイも無実の証明にはならなくなる。黒羽さん、それを承知でおれを追及しているとしか思えない。

「とにかくこんなことをするのは──」




「黙って聞いておれば──さっきからなんじゃ！」




　黒羽さんの声を遮さえぎったのはリーネだった。

　温厚な少女の怒りは黒羽さんだけではなくおれにも驚おどろきを与えた。

「ゆーきが部屋を荒らした？　そんなことあるはずがなかろう！　ゆーきはいつだって自分のことは二の次にして、他人のために尽つくそうとする男なのじゃぞ!?　そんな人間が私し怨えんで悪事を働くとでも思っておるのかえ!?」
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「……だ、だって……」

「どうして目をそらすのじゃ？」リーネが黒くろ羽はねさんの顔を覗のぞき込こむ。「桐きり香か……ワシはな、ランキングでトップに立ったときから密ひそかにおぬしに注目しておった」

「……え？」

「単独で遺跡に挑いどむ度ど胸きようと、ゆーきに匹ひつ敵てきする戦せん闘とう能力の高さ……。どんな女性なのかとワシは好奇心を抑おさえることができんかった」

　そういえばリーネ、マシューとの議ぎ論ろんの中で黒羽さんをたびたび持ち上げてたよな。リーネは原作でも医者という職しよく業ぎよう柄がらか、普通、相手に脅きよう威いを感じる場面でも、興味が先に立ってしまうようなことがけっこうあったように思う。

「昨日、遺跡に潜もぐったとき、桐香はシャノンのミスで大量発生した魔ま物ものをたった一人で殲せん滅めつして、ランキングが示す通りの実力を備えておるのだと、圧あつ倒とう的てきな力をワシらに見せてくれた。あのときの桐香はとてもカッコよかった。感動で身体からだが震えもした」

　しかし、とリーネは声のトーンを落とし、次なる言葉を紡つむぐ。

「今の桐香は……どこをどう切り取ってもカッコ悪いのじゃ！　部屋を荒らされて憤いきどおっておるのはわかる。じゃが、ゆーきを悪者にしようとするその安あん易いな姿勢は見み逃のがせぬ！」

「わ、私は……」

「言い訳はいいから早くゆーきに謝あやまるのじゃ！」

　リーネが、むぅ、と口をへの字にし、黒くろ羽はねさんに迫せまる。

　次の瞬しゆん間かん──

「……──っ！」

　黒羽さんがリーネを振り払い、部屋を飛び出してしまった。

「く、黒羽さん！」

「ゆーき！　放っておくのじゃ！」

　リーネがおれの腕うでにしがみつき、不ふ機き嫌げんな声音で言い放つ。

「……今──」

　一瞬、黒羽さんの目元に涙が見えたような──

「まったく……あれほどの強者だというのに性格はわがままな子供と変わらぬな」

「リーネ？　さすがに今のは言い過ぎだと思うよ？」

「むぅ……」と唸うなりながら床に散乱している衣服を拾うリーネ。「じゃが、あやつは強引な論法でゆーきを犯人扱いしたんじゃぞ？」

「まあ、驚おどろきはしたけど……。でも、この部屋の惨さん状じようを思うと、黒羽さんが怒るのも無理のない話だよ。犯人が別にいるのだとしても、事件はここ、中ちゆう央おう司し令れい部ぶの拠点で起きたわけだから、おれにだって責任がないわけじゃないし。それに……これはもう嫌いやがらせの域を完全に超こえているよ。異常といってもいい。黒羽さん、動どう揺ようで冷静さを失っていたんじゃないのかな？　おれだって部屋がこんなふうに荒らされたら、言動乱れると思うし」

「しかし……」

　リーネはおれの言葉に反発する一方で荒らされた黒羽さんの部屋の後始末に精を出した。

　衣服を、下着を、シーツや毛布を拾い上げ、ベッドの上に並べていく。

　ランキングでトップに立ったときから注目していた、という話だったし、本心では黒羽さんと仲よくしたいと思っているのではないだろうか？　そんな気がする。

「むぅー。ゆーきは甘いのじゃー。甘々なのじゃー」

　ブツブツ言いながらも手は休めないリーネ。

　ちょっと意固地になっているようだけどこちらは心配いらないかな。

　となると気がかりなのは──

　黒羽さんのほうだな。

　戦せん闘とう面めんではなんの心配もしていないけど、彼女はおれと同じ高校生であり、平和ぼけした日本という国で生まれたごく普通の人間でしかない。決して精神的に打たれ強いわけではないのだ。だが、この世界の仕組みを知らない者からすれば、黒羽さんは数多あまたの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた孤こ高こうの冒ぼう険けん者しやにしか見えないだろうし、リーネもそう捉とらえているからこそ、厳きびしく当たったのだろう。

　でも、おれは──

　同じ現実から飛ばされた人間として、黒くろ羽はねさんのことが気がかりでならなかった。

「……ヤケになってなきゃいいけど……」
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　走る、走る、走る──

　リーネを振り切って建物を飛び出した私はメインストリートをひたすら疾しつ走そうした。

　うわー、と叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられたが、全力で走って息を乱すことによって感情の昂たかぶりを強引に抑おさえつけた。走る──ただそれだけのことに集中した。

　拠点から遠ざかるに従い、私の頭は冷静になっていったが、荒らされた部屋の光景とリーネに咎とがめられたときのことを思い出すと、途端に胸むねがしめつけられ、不安な気持ちでいっぱいになった。

　……どうして私ばかりこんな目に遭あうのよ──

　今度は、今度こそは上手うまくいくと思っていたのに。

　圧あつ倒とう的てきな力を示せば自分の居場所を確保できる、と。

　そう信じて前に足を踏ふみ出だしたのに。

　またなの？　また梯子はしごを外されるの？　咎められ、罵ば倒とうされ、終しまいには追い出される？

　なぜ私はダメで、風かざ間ま君は上手くいくの？　こんなの不公平よ──

「ハァハァ……」

　どのくらい走っただろうか。気づけば宿屋『理り想そう郷きよう』の前に立っていた。

「ここは……」

　千ち鶴づるがこの街まちの宿として常用している場所だった。

　目的地に選んだつもりはないが、無む意い識しきのうちに足が向いてしまったのかもしれない。

「……千鶴……いるかしら」

　私は宿屋の重い扉とびらを手前に引き、エントランスホールに足を踏み入れる。

　受付と待合室を素通りし、一階廊ろう下かを奥に進んでいく。

　──コンコン。

　千鶴が泊まっているはずの部屋を軽くノックしてみた。

　しかし、反応はない。もう夜も遅い。寝ねているのかもしれない。

「千鶴。入るわよ」

　私は思い切ってドアノブを捻ひねってみた。

　だが──

「……いない？」

　中には誰だれもいなかった。荷物なども見当たらない。

　千ち鶴づるは風かざ間ま君が言うところの北エリアや南エリアにおいても、特定の宿屋の特定の部屋に宿泊し、中ちゆう央おう司し令れい部ぶが次のエリアに進むと、重い腰こしを上げる、といった感じで、同じ部屋に連泊するのが常つねだった。面倒くさがりな千鶴が今さらこのスタイルを変えるとは思えない。

　だとすれば考えられるのは──

「私と顔を合わせないようにするため……？」

　カチャ……。

　窓が微妙に開いていたらしく風に押し返されて扉とびらが勝手にしまってしまった。

　まるで私を追い出すかのように。

　──千鶴、さようなら。二度と私に話しかけないで。

　夕方、私はそう言って千鶴と別れた。

　約束を破ったのはあちらのほう。悪いのは私じゃない。

　だけど……。

　もぬけの殻からになった宿屋の一室は千鶴が私を拒きよ絶ぜつしたことを意味するわけで。

　それはそれでショックだった。

「味方は一人もいない……か……」

　私は受付に引き返し、千鶴が使っていた部屋で一夜を明かすことにした。今から中央司令部の拠点に戻るのは気が引けたし、あの荒らされた部屋で休む気にはなれなかったから。

「……明日からどうしよう」

　ランプの火を消し、ベッドに横たわると不安の波が押し寄せてきた。

　私はぎゅっと枕まくらを両手で抱きしめ横向きの姿勢で窓の外の闇やみを見つめる。

　千鶴はどこに行ったのかしら……。って、あの子のことを考えるのはもう止やめよう。千鶴はもう仲間でもなんでもない。いや、あちらはそもそも私のことを仲間だとは思っていなかったでしょうね。都合のいい話し相手──その程度の認にん識しきよね……。

「……もう……最悪……っ」

　ふいに涙がこぼれてきた。この世界で泣くのは初めてじゃない。

　人前では気丈に振ふる舞まっているけど、一人になると私はこうして泣いてばかりいる。

　わけのわからない世界に放り込まれたあの日から……ずっとこう。

　現実にもこの世界にも自分の居場所はない。

　そう強く感じる。

　だけど──

　この薄うす暗ぐらい部屋の中で肥ひ大だい化かする悲しみの感情は──プリシラの死を目まの当あたりにしたときほど大きなものではない。あのときの悲しみに比べたら……この程度のこと。

「……平気」

　心配しないでプリシラ。私はまだ大丈夫だから。

　枕まくらを強く抱き、目をしっかりと閉じ、心を落ち着かせる。

「そうよ……」

　上半身を起こし、枕元に置いてあるブラックカラーの携けい帯たいゲーム機きを手に取る。

　私にはこれがある。あらゆる敵を殲せん滅めつ可能な最強の武器が。私の銃じゆうは単に物理攻こう撃げき力りよくが高いというだけではなく、敵が展開するシールドの類たぐいを貫通してＨＰに直接ダメージを与えることができる優すぐれもの。どんな敵が相手であろうと遅れを取ることはないのだ。

「……大丈夫。このまま力を示し続けていれば必ず──」

　私は携帯ゲーム機を握りしめたまま、ベッドに寝ね転ころがった。

　朝になったら中ちゆう央おう司し令れい部ぶに戻ろう。

　リーネとはあまり顔を合わせたくないけど仕方ない。

　あまり時間を置くと戻りづらくなる。立場も悪くなるだろうし。

　謝あやまったほうがいいかしら？　でも、なんて言えばいいのか……。

　面倒くさいわね。面倒くさいから何事もなかったかのように振ふる舞まおう。

　……まあ、リーネが謝ってきたら和解してあげてもいいかな。

「うん。そうしよう」

　心が決まると急に眠くなってきた。

　私は再び目を瞑つむる。闇やみの中でまどろむために……。
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「裕ゆう貴き。他のヤツらは引き上げさせたぜ」

「あ、うん。ありがとう」

　おれはマシューのほうを振り返らず、空に浮かぶ二つの月を見上げた。

「しっかし、よりにもよって黒くろ羽はねの部屋が荒らされるとはな……」

「性質たちの悪い嫌いやがらせだよね」

「ああ。黒羽が怒るのも無理はない。あと内部の人間を疑うのも、な」

「……でも、中央司令部にあんな嫌がらせをする人はいないよ」

「おれだってそう信じてるさ」と言ってマシューが歩き出す。「ともかく、おれたちもそろそろ引き上げようぜ。これ以上、犯人探しを続けたって手がかりは見つかりそうにないからな」

「そうだね」

　黒羽さんが飛び出していったあと──

　荒らされた黒羽さんの部屋の後片付けはリーネたち女じよ性せい陣じんに任せ、おれたち男手は怪しい人間がいないか拠点周辺の見回りに出た。

　まあ、結局、犯人の手がかりは得られなかったわけだけど……。

　とっくに逃げてるよな。普通に考えて。

「……ん？」

　歩き出したマシューのあとを追いかけようと歩きかけたところ、街まちの外に繫つながる比較的大きな通りをポニーテールがトレードマークの雪ゆき城しろ千ち鶴づるさんが歩いているのが目に入った。後ろ姿だがあれは間違いなく雪城さんだ。

　こんな時間に何をしてるんだろう？　散歩かな？　や、でも、雪城さんが宿泊している宿はこの辺りにはないはずだけど。まさか、雪城さんが黒くろ羽はねさんの部屋を荒らした犯人──なんてことはさすがにないよな……。うん、ないない。雪城さんに限ってそれはない。

「おい、裕ゆう貴き？　何してんだ？　置いていくぞ？」

「ごめん。今、行くよ」

　雪城さんの行方ゆくえが気になりはしたが、部屋荒らしの一件とは関係がなさそうだったので、おれはポニーテールの少女から視線を外し、マシューの背中を追いかけた。
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　二日ぶりの古代遺跡。その地下九十一階──

　前回、途中で黒羽さんが気を失ってしまったので九十五階のチェックポイントに到達できず、この日も地下九十一階からのスタートとなった。

「まったく……勝手なものじゃ」

　リーネが先頭を行く黒羽さんの背中を見つめながら口を尖とがらせる。

「何食わぬ顔で戻ってきて『遺跡に潜もぐるわよ』などと、命令口調で（ブツブツ）」

「リーネ。気持ちはわかるけど、よそ見していると危ないよ？」

「……なんと神経の図太い女じゃ。信じられぬ」

　ダメだ。全然聞いてない。

　黒羽さんと顔を合わせてからというもの、リーネはずっとこんな調子。

　昨日の時点でだいぶ怒り心頭だったけども、今朝けさ、黒羽さんが昨夜のことなどなかったかのようにツンとすました顔で拠点に戻ってきたものだから、昨日にも増して機き嫌げんを損そこねてしまったのだ。

「リーネさん。お願いですから黒羽さんと仲直りしてください」

　シャノンさんがそう進言するも、

「……むぅ？　なんじゃと？」

「ですから黒羽さんと和解を……」

「……ふん！　あちらが謝あやまったらの！」

　ぶんぶん両手を振りながらシャノンさんから遠ざかるリーネ。

　だいぶ怒ってるな。リーネって温和な性格してるけど、一度怒ると意固地になっちゃうタイプだからな。おれたちが外野から何を言ったところで逆効果っぽいなぁ。

「そこの三人？　何をしているの？　先を急ぐわよ──」

　一方の黒くろ羽はねさんは事務的な言動が目立つ。それ自体は悪いことではなく、遺跡の探たん索さく中はむしろ私語がないほうが効率は上がる。問題は彼女が意図してリーネを避さけていることだ。当初から黒羽さんはリーネに対してはそっけなかったが、今日の黒羽さんは特に酷ひどい。以前は声をかけられれば返答くらいはしていたが、今日はノーリアクションを貫いているのだから。リーネもそれを感じているからこそ、苛いら立だちを抑おさえ切きれないのだろう。

「裕ゆう貴きさん……困りましたね」

「うん」

　遺跡の探索、中止にするべきだったかもしれないな……。

　でも、黒羽さんが戻ってきてくれたことについてはよかったと思っている。

　昨日の夜、黒羽さんが逃げるようにして拠点を出ていったときは同じ現実から来た人間として彼女のことを心配した。このまま帰ってこなかったらどうしよう、と。

　どうやら黒羽さんは開き直ることにしたらしい。それはそれで問題なんだけど、自じ暴ぼう自じ棄きになるよりはいくらかマシだ。いや、だいぶマシかもしれない。

「うーん。どうすればお二人の関係を修復することができるのでしょうか」

　シャノンさんは二人の間に生まれた溝みぞを埋うめようと必死だ。

　おれも、なんとかしなければ、とは思っている。

　それに加えて二人の関係悪化の原因となった部屋荒らし。こちらも問題だ。現状では犯人の目星さえついていないのだから。一応、出がけに拠点とその周辺の警けい備びを強化するようにマシューたちに頼んできたが……。

　その日は不安定な足場の上を歩いているような、そんな落ち着かない探索となった。

　しかし、地下九十五階のチェックポイントに到達するまでの間、大きなトラブルが発生することはなく、つつがなく探索を終えることができた。

　残す階層は地下九十六階、九十七階、九十八階、そして最下層の九十九階。

　もし原作通りなら最下層には魔ま虹こう虫ちゆうというボスが控ひかえているはずだ。

　魔虹虫はカブトムシを巨大化したような魔ま物もの。

　それなりに強い敵だが、おれと黒羽さんが武器を振るえばなんてことはない敵だ。

　……全すべてが原作通りなら。







　翌日も地下九十六階、九十七階と、順調にフロアを踏とう破はしていった。最後のチェックポイント以降、四人でなければ突とつ破ぱできない仕し掛かけは一切なくなった。

　ところが──

「……う、あの魔ま物ものは」

　魔ま法ほう書しよの回収も終わり、地下九十八階も踏とう破は目前というところで、「マンイーター」という特殊な能力を備えた魔物と遭そう遇ぐうした。

　その名の通り人食いの化ばけ物ものだ。

　マンイーターはある条件を満たすまで「捕ほ縛ばく」と「増ぞう援えん」、どちらかの行動を取る。捕縛は口から伸びる長い舌を巻きつかせて対象の自由を奪うもので、増援のほうはそのまま。新たなマンイーターを一体、呼び出す。そして、このマンイーターはその場に存在する全すべての人間を捕縛すると、最後に「捕食」に入る。捕食は捕縛中に限り必中の即そく死し攻こう撃げきとなる。

　つまり──

　マンイーターに一人で戦いを挑いどむのは愚ぐ策さく。

　戦いを挑むなら複数人で対応しないとあっという間に全滅してしまう。

「四人なら問題ないと思うけど……」

　でも、とおれは心の中で唸うなる。

　目の前のマンイーターは『無限のディスカバリー』には登場しない敵。

　この人食いの魔物の元ネタは『Dream State』なのだ。

　遺跡の中で『無限のディスカバリー』以外の敵と遭遇するのは初めてのこと。

　いや──

　予よ兆ちようはあった。地下九十階以降、『無限のディスカバリー』にはない謎なぞ解ときが何度も散見されたから。ただありがちな謎解きだったので元ネタの特定はできなかった。

　どうなってるんだ？　ここからは他のＲＰＧの敵も普通に登場するってことなのか？

『Dream State』と聞いて真っ先に思いつくのは雪ゆき城しろ千ち鶴づるさん。

　ドリステ（『Dream State』の略りやく称しよう）は彼女が登場するゲームでもある。

　雪城さんとマンイーター。

　どちらも元ネタは同じだが──これは偶然なのか？

「何……この気味の悪い魔物は？」

　先頭の黒くろ羽はねさんがチラリとおれに視線を寄よ越こした。

　え？　マンイーターを知らない？　多くのプレイヤーを何度となく苦しめた難敵──ゲームをやっていたら確実に印象に残る敵だと思うんだけど……。

　──しゅるるるるるる。

　そのとき、マンイーターがピンク色の舌を伸ばしてきた。

　対象一体の動きを止める捕縛攻撃だ。

　ターゲットは先頭の黒羽さん。

　長く伸びる舌がセーラー服の少女の身体からだに──

　──パン！　パン！

　だが舌が巻きつく前に黒くろ羽はねさんが放った銃じゆう弾だんがマンイーターの舌に直ちよく撃げき。

「ギィィィィィィィ！」

　舌はその弾丸によって切断され、マンイーターが耳みみ障ざわりな悲鳴を上げた。

　さらに黒羽さんは追撃を加える。

「死になさい」

　今度は舌ではなくマンイーターの胴どう体たいを狙ねらって両手の銃から弾丸を発射。

　初見殺しで有名な人食いの化ばけ物ものは早くも退場となった。

「……もう地下九十八階だと言うのに歯ごたえのない敵ばかりね」

　そうつぶやき歩き出す黒羽さん。

「ちょ、ちょっと待って──」

「……何？」

　いかにも面倒くさそうに振り返った黒羽さんにおれは告げる。

「今の敵、マンイーターって言うんだけど、黒羽さん、もしかして知らなかった？」

　知らなかった？　という言い方が気に障さわったのか、

「……だったら何？」

　と言って黒羽さんはあからさまに不ふ機き嫌げんな顔をした。

「マンイーターはこのメンバーでも全滅しかねない危険度の高い魔ま物ものなんだ──」

　おれは最初にそう注意を促うながすと、マンイーターの性質について三人に語って聞かせた。

「捕食とは……ゾッとしない話じゃのぉ」

　話が終わると、リーネが真っ先にリアクションを示した。

　シャノンさんも、「想像するだけで鳥とり肌はだが立ってきます」と同様の感想を述べた。

　一方、黒羽さんは──

「……速攻で始末すればそれですむ話じゃない。雑魚ざこよ、雑魚」

　と鼻を鳴らした。

　マンイーターは即殲せん滅めつ──それが一番の対処法。

　黒羽さんの考えは何も間違っていないが……。

　おれには彼女が「チームワークなど不要だ」と言っているように聞こえてならなかった。

「黒羽さん、油断は禁きん物もつだよ。さっきはどうにかなったけど、この階……明らかに今までの階とは趣おもむきが異なるよ。何か別の要素が混じってる。おれが言いたいことわかるよね？」

「わかるわ。……でも、それがなんだと言うの？」黒羽さんがぴしゃりと言い放つ。「敵の構成がどう変わろうと、私の銃の前に敵などいないわ。余計な懸け念ねんよ。というか……何もせず、ボーッと突っ立っていただけの癖くせに私に意見しないでくれるかしら？　マンイーターを倒したのは誰だれ？」

「それは……」

「私が倒したのよ。倒したのは今の敵だけじゃないわ。ここまでずっと、強敵は私の手で始末してきた。あなたは……あなたたちは何もしていない」

「むぅー、なんじゃなんじゃー？　ワシらが役立たずだとでも言いたいのかえ？」

「…………」

　黒くろ羽はねさんはリーネの指摘には何も言葉を返さず、無言でおれたちに背を向けた。

「……残り二階層。ここまで来たら私だけで十分ね」

「え？　黒羽さん、今、なんて？」

「私だけで十分だと言ったのよ」

　こちらを振り返る黒羽さん。その表情にはどす黒い感情が渦うず巻まいていた。

「ここまでルール上、仕方なくあなたたちのペースに合わせてきたけれど、もうゴールは目前なのだから協力する必要なんてないわ。私一人でも問題なく攻略できる──」

「いや、でも、さっきのマンイーターが複数出現したら……」

「あんな雑魚ざこ。どうということはないわ。臆おく病びよう者ものの風かざ間ま君と一緒にしないでくれる？」

「黒羽さん！　そんな言い方は！」

「……うるさい」

　シャノンさんの声を遮さえぎり、通路を歩き出す黒羽さん。

　次第に歩くスピードが早くなっていき、そのうち駆かけ足あしになった。

「き、桐きり香か！　待つのじゃ！」

　リーネが白衣を揺らしながらあとを追う。

「二人とも！　固まって動かないと危険だよ！」

　慌あわてて叫さけぶ。

「裕ゆう貴きさん、お二人のあとを！」

「うん──」

　マンイーターが出現するとわかったからには単独で動くのは危険だ。

　くそ、協力し合わないといけないときなのにどうしてこんなことに……。

「リーネ！」

　十字路を右に曲がると、リーネの背中がすぐそこにあった。

　だが肝かん心じんの黒羽さんの姿が見当たらない。

「リーネ、黒羽さんはどこに？」

「あ、あそこに見える扉とびらを抜けて中に……」

　はふぅ、と息を吐はき出だすリーネ。

　さすがにレベル99の黒羽さんには追いつけなかったようだ。

「急ぎましょう。黒羽さんが心配です」

「うん。行こう」

　マンイーターを警けい戒かいしつつ、通路を三人で進む。

　幸い扉とびらの前にたどり着くまでの間、敵が出現するようなことはなかった。

「あれ……この扉」

　今までこの古代遺跡で見かけたものとはだいぶ趣おもむきが違う。

　っていうか、この両開きの扉……現実世界で見たことあるような……。

「開けますね」

　ギィ、とシャノンさんが片側の扉を手前に引く。

　おれはリーネと一緒にシャノンさんの肩かた越ごしに中を覗のぞき込こんだ。

「……え？」

　中を見て驚おどろいた。

　体育館──

　扉の奥には高校生のおれにとって馴な染じみ深ぶかい空間が広がっていた。

　……この風景、この匂におい、懐なつかしすぎる。もう何ヶ月も現実に帰ってないからな……。

　一いつ瞬しゆん、現実に帰き還かんしたかのような錯さつ覚かくを抱いたおれだったが慌あわてて首を振った。

　いやいやいや。ここが現実なわけがない。

　おれが迷い込んだこの世界は様々なＲＰＧの要素をツギハギして作られた無む秩ちつ序じよな世界。

　この体育館にだって当然モデルとなるＲＰＧが存在するわけで──

「むぅ？　あそこにいるのは桐きり香かと……もう一人は誰だれじゃ？」

「え？」

　おれはリーネの声につられて体育館の中央に視線を向けた。

　するとそこには──

「なっ……!?　雪ゆき城しろさん!?」

　体育館の中ほどで黒くろ羽はねさんと向かい合っているポニーテールの少女は見み紛まごうことなく雪城さんだった。灰色のブレザーを身にまとった雪城さんは表情の変化に乏とぼしい彼女らしからぬ微び笑しようを浮かべていた。そして、まるで別人のような目つき……。

　ああ、そうか……。そういうことだったのか……っ！

　いくつかの疑問が次々に氷ひよう解かいしていく。ドミノ倒しのように連れん鎖さ的てきに。

　おれは確認のため、体育館の二階、ギャラリー席を見上げた。

『心・技・体　私立夢ゆめ川かわ学がく園えんバスケットボール部』

　すると、予想通り手すりに見み覚おぼえのある横おう断だん幕まくがかかっていた。

　夢川学園は『Dream State』の主人公たちが通っている学校の名前。

　となればこの体育館の元ネタはドリステ以外にありえない。

「黒羽さん──」

　おれたち三人は体育館の中ほどで立たち尽つくしているセーラー服の少女に接近した。

「……風かざ間ま君……シャノン……リーネ」

　黒くろ羽はねさんはおれたちの存在に気づくと、一いつ瞬しゆん、こちらに顔を向けたが、すぐに視線を外し、目の前の雪ゆき城しろさんに視線を固定した。と、その雪城さんが口を開き、

「桐きり香か、会いたかった」

「……え」

「昨日のこと、謝あやまろうと思って、桐香がここに来るのをずっと待っていたの」

　無口で無表情で事務的な発言が多い雪城さんにしては殊しゆ勝しようすぎる態度。

　だが黒羽さんはなんの疑問も抱いていないようで、

「千ち鶴づる……私のほうこそ、あなたに謝らないと……」

　と言って前に一歩、足を踏ふみ出だした。

「──桐香！　不用意に近づくでない！」

　フラフラと前に出ていこうとする黒羽さんの腕うでをリーネが強引に引っ張った。

「は、離して──っ」

「桐香。冷静になるのじゃ。あやつ、一見すると普通の人間に見えるが、わずかに邪じや悪あくな気配を身にまとっておる。おそらく魔ま物ものじゃ」

「なっ……何を言っているの？　千鶴は魔物なんかじゃ──」

「黒羽さん、この遺跡の仕組みを忘れたの？」とおれも隙すきを見て声をかける。「遺跡内で他のパーティーと鉢はち合あわせすることなんて原則ありえないんだよ。それに地下九十階以降は人数の制限もあるし。……そもそも雪城さん一人で、ここまで潜もぐれると思う？」

「じゃ、じゃあ、あの千鶴は……？」

「偽にせ物ものだよ」




「ほう──オレの正体を一発で見破るとはなかなかやるな」




　雪城さんの落ち着いた声にハスキーなしゃがれ声が重なる。

　広々とした体育館に響ひびくその二重の声を聞き、みんなすかさず警けい戒かい心しんを強めた。

「か、風間君……なんなのこれ？　目の前の千鶴は何者なの……？」

「その前に一つ質問。黒羽さんが、雪城さん……本物の彼女と最後に会ったのはいつ？」

「……な、何を……急に」

「いいから答えて。大事なことなんだ」

「昨日、会ったけど……それがなんだと言うの？」

「雪城さん、何か変なこと言ってなかった？　たとえば『私にもよくわからない』とか『原因を調査する』とか」

「──えっ」黒くろ羽はねさんが目を見開く。「た、たしかにそんなこと……ええ、言ってた。言ってたわ。でも、どうして……あなたが私と千ち鶴づるの会話の内容を？」

　やっぱり黒羽さん、ドリステで遊んだことなかったんだな……。

　プレイ済みなら雪ゆき城しろさんの言動が原作のエピソードを踏とう襲しゆうしていることに気づいたはずだし、この目の前に広がる空間で起きるイベントも事前に予測することができたはず。プリシラの死を悼いたんでいた黒羽さんがドリステ屈指の鬱うつイベントを見み逃のがすはずがない……。

　でも、彼女は原作未プレイ──

　……くそ、迂う闊かつだった。今回は『無限のディスカバリー』がストーリーの中心だと思っていたのに、まさかその裏でドリステが別口で同時進行していたなんて。

　黒羽さんと初めて顔を合わせたとき、彼女は『無限のディスカバリー』の中でヒロインのプリシラが口にするセリフをそらんじてみせた。あれでおれは「黒羽さんはＲＰＧに詳くわしい人」だと思い込んでしまった。当然、交友のある雪城さんの元ネタ、『Dream State』のことだって知っているものと……。

「風かざ間ま君、質問に答えて」

「……それは──」




「オレが教えてやるよ」




　雪城さんに化ばけている魔ま物ものが口を挟んできた。

「顔を合わせるのは初めてだな。黒羽桐きり香か」

「……どうして私の名前を知っているの？　あなたは何者？」

「オレは貴様のことはなんでも知っている。そして、千鶴のことも、な」

「なんですって？」

「千鶴が残念がっていたぞ。どうやら貴様に一言謝あやまりたかったらしい」

「どう……いう意味？」黒羽さんが戸惑いがちに尋たずねる。「い、いえ……そんなことより、あなた千鶴とどこで会ったの？　千鶴は今どこにいるの？」

「千鶴か？　クックック、あいつなら──オレの腹はらの中にいるぜ」

「な……っ!?」

　雪城さんもどきが発したその衝しよう撃げきの事実に黒羽さんが言葉を失う。

「お腹なかの中ということは、まさか……？」

「食べてしまった……ということなのかえ？」

　シャノンさんの言葉を引き継ぎ、リーネが結論を下すと、黒羽さんが驚きよう愕がくの表情で、「う、噓うそよ！」と震える声で叫さけんだ。

「噓じゃねーよ」雪城さんもどきがポニーテールを揺らしながら首を振る。「オレはな、食った人間の記き憶おくを奪い、姿や声を真似まねることができるんだよ。……クックック、最高に美味うまかったぜぇ、あの女。若い血肉に後こう悔かいの念がたっぷり詰つまった記憶。どちらも極上の味わいだった」

　マスターバク──

　それが雪ゆき城しろさんに化ばけている魔ま物ものの名前だ。

　夢を食らうとされる想像上の生き物、中国の獏ばく伝説をモデルにした魔物である。

　ただしこの魔物、マスターバクは夢ではなく人そのものを食らい、記憶を奪い取る。さらには食った人間に変身することもできる。先ほど遭そう遇ぐうしたマンイーターはこのマスターバクと同時期に出現する雑魚ざこ敵てきだ。人食いという意味では両者は共通するところがある。

「千ち鶴づるが死んだ……？　噓うそ……噓っ、噓っ！　そんなの噓よ！　信じられない！」

「クックック、いい声で泣くな、桐きり香か？」

「……だ、黙って！　千鶴の姿で、声で喋しやべらないで！」

「まあ、この姿では戦いにくいから、じきに元の姿に戻るが」と言ってマスターバクが目を眇すがめ、「せっかくだ。貴様は嫌いやがるだろうが、この姿で千鶴からの遺ゆい言ごんを聞かせてやる」

「……ゆ、遺言？」

「あいつはな、桐香、貴様に『武器』を与えた人間の行方ゆくえをずっと追っていたのだ。さらに貴様らの周辺で起きている不ふ穏おんな出来事も同時に調べていた。そして──昨日の夜、千鶴はついにオレの存在に行き着いたのだ」

『武器』とは携けい帯たいゲーム機きのことを指しているのだろう。

　つまり、この雪城さんもどきはあの方の差し金で動いている、ということだ。

「千鶴が……そんなことを？」

「どうやら千鶴は確証の得られていないことは曖あい昧まいな言葉で濁にごす人間だったようだな。桐香、身に覚おぼえがあるんじゃないのか？」

「……まさか……あのとき調査するって言ったのは……」

　雪城さんと最後に話したときのことを思い出しているのだろう。黒羽さんは白線が引かれた体育館の床に視線を落とし、背中を震わせ始めた。

「もう一つ。千鶴は貴様の過去を風かざ間ま裕ゆう貴きに洗いざらい話した。それはなぜだと思う？」

「なぜって……」

「千鶴は貴様がその難なん儀ぎな性格ゆえに中ちゆう央おう司し令れい部ぶで孤立しつつあること、さらにオレが桐香の評判を下げるため、ヴェルナー派はに風間裕貴の悪評を流したことに気づいていた。だから貴様の過去を洗いざらい話したのだ。貴様と中央司令部の関係を一歩前進させるためにな。貴様は約束を反ほ故ごにされたと憤いきどおっていたが……あれは千鶴なりの貴様に対する優やさしさだったわけだ」

「う、噓……。千鶴がそんな、そんなことを……」

「貴様とは別の意味で不器用だったようだな。一言、心配している、と言えばいいものを」

　クックック、とマスターバクが喜々とした表情を浮かべる。

「ああ、そうそう。昨夜、貴様の部屋を荒らしたのもこのオレだ。ちょうど千ち鶴づるを食ったあとだったから、千鶴の姿に変身して邪じや魔まさせてもらったぞ」

　雪ゆき城しろさんの姿で。そうか、昨夜、おれが見かけたのは雪城さん本人ではなく──

「……マスターバク。ヴェルナー派はに流したデマに、部屋荒らし……なぜお前はこんな回りくどい方法を使って黒くろ羽はねさんを陥おとしいれようと？」

　おれが一歩踏ふみ出だすと、マスターバクはこちらに視線を向けた。

「違う。桐きり香かを陥れるためではない。貴様と桐香の関係を悪化させ、同どう士し討うちさせること。それがあの方の望み……オレに与えられた使命」

「──なっ！」

　じゃあ、黒羽さんに武器を与えたのも同じ理由から……。

「私の……私のせいなの……？　私が意固地に振ふる舞まったから千鶴が──」

　……責任はおれにもある。おれがもっと黒羽さんと積極的にコミュニケーションを取っていれば、彼女がドリステを未プレイだということにおれがもっと早く気づいていれば──もしかしたら雪城さんの死を回かい避ひできていたかもしれないのだ。

「ふふふ、千鶴は貴様のことをいたく心配していたぞ。あの子は寂しがりやだから、誰だれかが近くで見守っていてあげないと、すぐに泣いてしまう。根は優やさしい子だけど、誤解されやすい性格をしているから、中ちゆう央おう司し令れい部ぶで上手うまくやっていけるのか心配、とな」

「…………どうして……私にはそんなこと一言も……っ」

　黒羽さんが唇くちびるを嚙かみ締しめる。悔くやしそうに、そして悲しそうに。

　この流れ、原作とまったく同じだ。雪城さんは主人公たち、仲よし四人組の間に亀き裂れつが生じた背景には魔ま物ものの策さく略りやくが絡からんでいると睨にらみ、一人で調査に乗り出す。その過程でヒロインの一人である成なる宮みや楓かえでが抱える主人公に対する恋心を全員の前で暴ばく露ろしてしまうシーンがあるのだが、その行為は実は雪城さんなりの配はい慮りよで、ぎくしゃくしている四人の関係をいい方向に持っていこう、という狙ねらいがあったのだが、その事実は今、目の前にいる雪城さんもどきが語っているように雪城さんの死後に全すべての事情が明かされる。

　ただ──

　流れは原作と同じだが、この世界では成宮楓が黒羽さんに、主人公パーティーが中央司令部に置き換わっている。今回、おれが裏で物語が進行にしていることに気づけなかったのはこの配役の変化に加え、古代遺跡『ゴールデンオーラ』が『無限のディスカバリー』のみを元ネタとして進行しているようにしか思えなかったのが一番の原因だ。今日、地下九十八階でマンイーターと遭そう遇ぐうして初めてドリステとの関連に気づいたわけだが──さすがに気づくのがあまりにも遅すぎた。雪城さんがマスターバクに食われたのは昨夜のことなのだから……。

「千鶴は死しに際ぎわにこう言っていたぞ？」マスターバクが最後の仕上げとばかりに勢いよくまくし立てる。「私はもうあの子の側にいてあげられないけど、誰かが桐香の抱える闇やみを受け止めてくれたらいいな、と……。今にもオレに食われそうな身だというのに最後の最後まで桐きり香か、貴様のことを心配していたぞ？　まったく、バカな女だ。こんな小こ娘むすめに執着したばっかりに自分の身を滅ぼす結果となって。クックック──そうは思わないか？」

「……黙れ──」

　黒くろ羽はねさんがゆらりと動いた。

　どす黒い殺気を放ちながらスカートのポケットに手を差し込む。直後、あらゆる敵を破滅に追いやる最強の銃じゆうを両手に一丁ちようずつかまえた黒羽さんの姿があった。

「──殺してやる……絶対に殺してやる！」

「おぉ、恐い恐い」

　それまで二重の声で喋しやべっていたマスターバクから雪ゆき城しろさんの声が失われた。

　さらに姿も──

「しかし、いいだろう。相手になってやろうではないか。この窮きゆう屈くつな身体からだではなく……本来の姿でな！」

　人の姿から魔ま物ものの姿へと変へん貌ぼうを遂とげた。

　獏ばくと言えば鼻の長い猪いのししのような風貌が伝説として残っており、また実在の動物、バクも馬に似た姿をしているが、目の前のマスターバクは二本足で立っており、またその姿は獣けものと呼べるものではなく、端的に形容すると「鎧よろいを着た人型の魔物」であった。顔を含め、全身が白い鎧に覆おおわれているため、本来の姿が把は握あくしづらいが、その正体を覆い隠した不確かな姿は、人に擬ぎ態たいするマスターバクに相応ふさわしいビジュアルであるように思える。

「さあ、どこからでもかかってこい──」

　マスターバクが余よ裕ゆう綽しやく々しやくで黒羽さんを挑ちよう発はつする。

　……おかしい。黒羽さんに携けい帯たいゲーム機きが渡るように仕組んだのはマスターバクのはずだ。そのマスターバクが黒羽さんの二に丁ちよう拳けん銃じゆうを警けい戒かいしていないわけがない……。

「何？　武器も持たずに私と戦うつもりなの？」

「そうだ。オレに武器など必要ないからな」

「……何よそれ。あなた、私や千ち鶴づるのことを散々バカにしていたけれど──本当にバカなのはどちらかしらね」

　一歩、二歩、三歩、と黒羽さんがマスターバクとの距離を縮ちぢめていく。

「黒羽さん！　ダメだ！」

「──関係ないわ」と前を向いたまま前まえ髪がみを払う黒羽さん。「私のこの銃はあらゆるシールドを貫通する特性があるのよ。ここに潜もぐる前に話しておいたでしょう!?」

「それは知ってるけど……っ」

「だったら──黙ってみていなさい！」

　黒羽さんが銃をかまえる──

　次の瞬しゆん間かん、マスターバクがどこからともなくホワイトカラーの携けい帯たいゲーム機きを取り出し、画面を素早くタッチした。すると、マスターバクの全身が緑色の光に包まれ……。

　──パン！　パン！

　時間差で開放感のある体育館内に二つの銃じゆう声せいが響ひびいた。

　放たれた二つの弾だん丸がんはまっすぐマスターバクに向かって飛んでいく。

　しかし、その弾丸がマスターバクに直ちよく撃げきすることはなく、

　──キーン！　キーン！

　なんとマスターバクの全身を包む緑色のシールドが弾丸を跳はね返かえした！

　反射された二つの弾丸は発射されたときとまったく同じ速度で黒くろ羽はねさんに返ってきた。

「黒羽さん！」

「……え──きゃあああああああ──っ」

　二に丁ちよう拳けん銃じゆうの基本攻撃力にレベル99のステータスが乗った、計り知れない威い力りよくを秘めた弾丸が黒羽さんを襲おそう。一発は右手に、もう一発は左足に直撃した。

「…………な、何……なんなの……」

　弾丸の直撃を受け、その場に崩くずれ落おちる黒羽さん。両手から滑すべり落おちた二つの銃がたちまち消失し、体勢を崩したときにスカートのポケットからこぼれ落ちたブラックカラーの携帯ゲーム機が、不運にもマスターバクが立っているほうへとツーと滑っていった。

「え、噓うそ……。これ……全部……私の血……？」

　おそらく黒羽さんはこれまでの戦いでダメージらしいダメージを受けたことがなかったのだろう。腕うでや足から流れる大量の血を見つめながら啞あ然ぜんとしている。

「……噓よ……こんなの……こんなの噓よ……っ」

「桐きり香か！」とリーネが真っ先に黒羽さんに駆かけ寄より、「大丈夫じゃ！　これくらいで死にはせぬ！」と言って回復魔ま法ほうを唱となえ始はじめた。

「バカは貴様のほうだったな？　桐香？」とほくそ笑むマスターバク。「携帯ゲーム機が貴様に渡るように仕組んだオレがなんの対たい策さくも講じていないはずがないだろうが。少し考えればわかりそうなものだが……」

「…………そ、そんな……──っ」黒羽さんが項うな垂だれる。「──あ、ああ……」

「桐香っ！　しっかりするのじゃ！」

　そんな黒羽さんに回復魔法を唱え続けるリーネ。

「オレのシールドはあらゆる物理攻撃を反射する。それは携帯ゲーム機から取り出した武器も例外ではない」

　物理反射シールド──

　ＲＰＧにおいてこれほど厄やつ介かいな防ぼう御ぎよシールドもない。攻撃を無効化するだけならまだしも反射だとダメージがそのまま跳ね返ってくるのだから。

「さて」

　マスターバクが、足元に転ころがっているブラックカラーの携けい帯たいゲーム機きを拾い上げる。

「桐きり香かよ。部屋を荒らせばもう少し派は手でに中ちゆう央おう司し令れい部ぶを引ひっ搔かき回まわしてくれると思っていたのだが……少々期待外れだぞ──」

「や、止やめて──それは私の……私の大切な……──っ」

「もはや貴様には不要なものだ。こんなもの──こうしてくれる……！」

　マスターバクは拾い上げた携帯ゲーム機をそのまま床に叩たたきつけた。

　派は手でに跳はね上あがるブラックカラーの携帯ゲーム機。

　液えき晶しようにヒビが入り、いくつかの部品があたりに飛び散った。

「…………返して……返してよ！　私の……私の武器を……──ううっ……」

「クク、惨みじめなものだな？　武器がなければ貴様には何もできまい」

　マスターバクがリーネの治ち療りようを受ける黒くろ羽はねさんをあざ笑う。

　そして──

「桐香。貴様はもう用済みだ。あの方にも『始末しろ』と言われている」

　マスターバクが黒羽さんのほうへ一歩近づく。

「そうはさせません！」

　長剣を抜いたシャノンさんがマスターバクの行く手を遮さえぎる。

　おれも今度は躊ちゆう躇ちよなく『剣』を手に取り、シャノンさんの隣となりに並んだ。

「なんだ？　貴様ら──これが見えないのか？」

　相変わらずマスターバクの身体からだは緑色の光に包まれている。

　物理反射シールドは展開したまま。

　今、武器で斬きりかかっても返かえり討うちに遭あうだけだ。

　くっ、せっかく覚かく悟ごを決めて『剣』を手にしたのに……これじゃあ……。

「裕ゆう貴きさん……」

　シャノンさんの目配せにおれはなんのリアクションも返せなかった。

　物理反射シールドを展開しているマスターバクにダメージを与えるためには魔ま法ほうか魔法に相当する特殊な攻こう撃げきで対抗するしかないが、おれたちのパーティーに魔法使いはいない。

　これも……おれのミスだ。

　あらゆる状況を想定した上でメンバーを選出するべきだったんだ……。

　一応、まったく攻撃の手段はないわけではなく、攻撃魔法に相当する魔ま法ほう書しよを使えばある程度のダメージは与えられると思うが、ボスクラスの敵であるマスターバクのＨＰを全すべて奪うほど魔法書を持っているわけではない。

　魔法書は一階層に四冊しか存在しない。今回は地下九十五階のチェックポイントから、九十六、九十七、九十八と潜もぐってきたわけだから手持ちの魔法書は十二冊──そのうち攻撃用の魔法書は三冊しかない。この数でも威い嚇かくには使えると思うが……。

「貴様らはあとだ。まず桐きり香かを──そうだな。あれを使うとするか」

　マスターバクが目の高さ、何もない空間を指で横になぞった。

　すると──

　空間がわずかに裂け、そこから不気味な表情の人形が出てきた。

　人形は肌はだの色が極端に白く、目や口の周囲が赤く染まっていた。

「な、なんですか？　あの不気味な人形は……？」

「……えっ」

　じょ、冗談だろ。あれは呪のろいの人形……。どうしてマスターバクが持ってるんだよ!?　呪いの人形は『無限のディスカバリー』に登場するアイテムだろ!?　くそっ！　想定外の事象が次から次へと……どうなってるんだよ！

「呪いの人形イベントはキャンセルされたんじゃないのかよ……？」

　原作において人形の目から発せられる呪いの光の犠ぎ牲せいとなるのはニックのはずで、しかし、この世界ではニックはピンピンしており、呪いの人形イベントが発生した様子はなかった。これはニックの呪いを解くために必要な『光の杖つえ』──これを扱える人物がすでにこの世を去っているからではないか、とおれは推測していた。プリシラのことだ。問題を解決に導くことができる人間はいない。だからシステム側でこのイベントが排除されたのではないか？　と。

　なのにおれの推測をマスターバクがあっさり覆くつがえしてしまった……。

　あの方がどうやって呪いの人形を手に入れたのか？　それはわからないが、味方側に立っているおれたちを徹てつ底てい的てきに苦しめる──そんな下げ衆すな思想だけは透けて見える。

「あの方には中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍ぐん師しに使うように、と言われていたが──」

　マスターバクが人形を握ったまま黒くろ羽はねさんを見やる。

「しかし、桐香──オレは貴様の絶望する姿がもっと見たいのだ。他の連中はあとで殺すが貴様だけはもうしばらく苦しんでもらおう」

「…………う……ううっ……」

　雪ゆき城しろさんを失い、弾だん丸がんを反射され大ダメージを負い、戦意を喪そう失しつし、さらに呪いの人形。

　もはや黒羽さんに冷静に状況を判断する元気は残されていない。

　彼女の目からこぼれ落ちた一滴の涙がそれを物語っていた。

「さあ、桐香。その身で呪いを受けろ。そして、浅はかな自分を悔くやむがいい」

　マスターバクがおれとシャノンさんを無視して黒羽さんに接近する。

「クックック──大好きなプリシラを失い、唯ゆい一いつの理解者だった千ち鶴づるもオレに食われ……ふふふ、惨みじめなものだな？　桐香？」

「……そ、それ以上喋しやべらないで……。プリシラのことは……千鶴のことは……」

「この──っ」

　マスターバクの心ない罵ば倒とうの文句に堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたおれは、両手でかまえた『剣』でマスターバクに斬きりかかろうとしたが、

「裕ゆう貴きさん──っ」

　とシャノンさんに腕うでをつかまれた。

「くそっ！」

　どうすれば──どうすればいい？　どうすればマスターバクを止められる？

　呪のろいの人形はイベントアイテム……。

　あれの呪いを回かい避ひする手段はないと思っていい。

　とすれば人形は無視して、マスターバク自体を攻こう撃げきするのが一番なんだろうけど……。

　でも、物理反射シールドがある限り、おれたちはマスターバクにダメージを与えることができない。それどころか攻撃すれば逆にこちらが傷を負ってしまう。黒くろ羽はねさんのように──

「さあ、呪いの人形よ──っ！　黒羽桐きり香かに永遠の苦しみを与えよ！」

　マスターバクがそう指示を与えると──

　人形の瞳ひとみが真っ赤に染まり、目が眩くらむような光が体育館全体に拡散した。

「うわ──」

「きゃ……っ」

　武器を握ったまま目を閉じる。

　直後、シャノンさんがおれの腕にしがみつくのがわかった。

　しばしの静せい寂じやく。その後──

「……なんだと？」

　おれとシャノンさんが目を開けたのはマスターバクの驚きよう愕がくの声を聞いた直後のことだった。

　マスターバクの視線の先は黒羽さんとリーネがいるほうで……。

「な……っ」

　そこに目を疑う光景が広がっていた。

　地面に座り込む黒羽さん──その前にリーネが横たわっていたのだ。

「え、どうしてリーネが倒れて……？」

　頭を抱えていた黒羽さんがようやく顔を上げた。

　啞あ然ぜんとした表情。だがすぐに状況を察したようで、

「まさか……まさか──私の身代わりに……!?」

　と血の流れる身体からだを引きずりながらリーネのもとへと急ぐ。

　おれとシャノンさんも慌あわてて現場に急行した。

「……どうして──どうして私なんかをかばったのよ!?」

　黒羽さんがリーネの手を握りしめながら涙ながらに訴える。
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「なんでじゃろうな……」リーネが力ない声でつぶやく。「……何かを思うよりも先に、身体が勝手に動いてしまった……としか言いようがないのぉ……」

「リーネ……」

　石のように硬くなったリーネの頭を撫なでる黒くろ羽はねさん。

「チッ。小こ娘むすめが──余計なことを」

　マスターバクが不ふ愉ゆ快かいそうに舌を鳴らす。

　苛いら立だっているようだ。そういえばさっき「あの方には中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍ぐん師しに使うように、と言われていたが──」というようなことを口にしていた。つまり、呪のろいの人形は携けい帯たいゲーム機きから取得したものではなく、あれ一つしか所持していなかったということだ。

　しかし──

　呪いの人形という脅きよう威いがなくなっても、物理反射シールドを展開しているマスターバクが依然としておれたちの手に負えない悪あく魔まのような存在なのは間違いない。

「裕ゆう貴きさん……これを」

　シャノンさんが縮しゆく小しようされた魔ま法ほう書しよをおれに手渡す。

『炎えん獄ごくの魔法書』──魔法ダメージが期待できる本だ。

　おれは発動可能状態にするため、表紙に触れ、魔法書を本来の大きさに戻した。

「よし……二人で同時に魔法書を開こう」

　数が少ないから、正直威い嚇かくにしか使えないと思うが、ここまでずっと相手のペースにハマっている。威い嚇かくでもハッタリでもかまわない。まずはマスターバクから主導権を奪い取るのだ。突破口を開くために──

「今だ……っ」

「はい！」

　目配せと同時に魔ま法ほう書しよを開く。

　雑魚ざこ敵てきを一いち撃げきで葬ほうむり去さる炎ほのおの塊かたまりが魔法書から飛び出す。

　しかし──

「──残念だったな」

　マスターバクが後方に下がりながら携けい帯たいゲーム機きの画面をタッチした。

　すると鎧よろいに覆おおわれたその身体からだに変化が訪れた。

　緑から赤へ。シールドの色が異なる色に切り替わったのだ。

　そして──

　その赤い光は魔法書から放射された炎の塊を音もなく吸収してしまった。

「これは魔法吸収シールド。あの方から授さずかったもう一つの絶ぜつ対たい防ぼう壁へきだ」

「──なっ」

　魔法吸収シールドだって!?　物理反射だけでも厄やつ介かいだっていうのに攻こう撃げきのもう一つの要かなめである魔法攻撃まで無効にできるっていうのか!?　そんなの……そんなのありかよ！

「クックック、驚おどろいている場合ではないぞ」

　マスターバクが魔法吸収シールドを展開したままおれたちと距離を取り、パチン、と軽快に指を鳴らした。すると、マスターバクの指先から黒い霧きりが発生し、その黒い霧はたちまちのうちにフロア全体を包み込み──空間をぐにゃりと歪ゆがませた。

「う、うう。身体からだが……──」

　シャノンさんがその場に座り込む。

　それはレベル99のおれや黒くろ羽はねさんも例外ではなかった。

　この全身を押しつぶされそうな感覚は、マスターバクが放った『グラビティミスト』と呼ばれる特殊な霧がもたらすものだ。重力に影えい響きようを与えるこの黒い霧は、敵全員のＨＰを半減させる効果がある。もちろんここで言う敵とはおれたちのこと……。この『グラビティミスト』は、携帯ゲーム機云うん々ぬんは関係ない。原作でもマスターバクはこの技を頻ひん繁ぱんに使ってくる。

「どうだ？　オレの『グラビティミスト』の味は？　格別な味わいだろう？」

　まもなく霧は消失し、空間の歪みも解消された。

　しかし、失われたＨＰは帰ってこない。

「……くそ……まずいぞ」

　マスターバクには物理攻撃も魔法攻撃も効かない。守りは万全だ。しかも、割合ダメージの『グラビティミスト』はシャノンさんやリーネはもちろんレベル99のおれや黒羽さんのＨＰさえ大だい胆たんに奪っていく。必中だから避よける術すべはない……。

「さて、そろそろ本気で──……」

　再び指を鳴らそうとしたところでマスターバクが、「ちっ」と舌打ちをした。

　鎧よろいの魔ま物ものはホワイトカラーの携けい帯たいゲーム機きに目を落としている。

「まったく……あの方の気まぐれにも困ったものだ」

　マスターバクは独ひとりごちると、携帯ゲーム機から目を離し、

「貴様ら、運がよかったな。今日はこれで終しまいだ」

　と言って、すー、と音もなく後退した。

「……え」

　ここで撤てつ退たい？　なぜだ？　物理と魔ま法ほう、二つのシールドを展開できるマスターバクならおれたち四人を叩たたき潰つぶすことくらいわけないはずだが……。

「オレとしてはここで貴様らを潰しておきたいところだが──あの方の命令なのでな。引かせてもらう」

「……あの方の？」

「そうだ」

　マスターバクは多くは語らなかった。

「次に殺やるのは、貴様らが地下九十九階に足を踏ふみ入いれたときだ。ここではなく、な……」

　地下九十九階──

　原作であれば魔ま虹こう虫ちゆうというボスモンスターと戦うことになる場所だ。

「オレを倒せば『至高の宝』は貴様らのものだ。……まあ、勝てるとは思えないが」

　マスターバクは体育館の端まで後退すると煙のように消失した。

　クックックッ──

　声だけが、マスターバクの声だけがどこからともなく聞こえてきた。

「…………ごめんなさい」

　黒くろ羽はねさんが発した小さなつぶやき。

　だがそれは、マスターバクの不気味な笑い声にかき消された。













　　　　　ＡＣＴ４　秘策～Invisible force～







　朝──

　おれはリーネの様子を見にいくため、自室がある五階から彼女の部屋がある四階に続く階段を下りていた。いつになく憂ゆう鬱うつな気分で……。

　昨日、地下九十八階から撤てつ退たいしたあと、呪のろいの人形により身体からだが石のように硬くなったリーネをおれが背中に担かつぎ、泣きじゃくる黒くろ羽はねさんをシャノンさんが励はげまし──

　そうやって街まちまで戻ってきた。その後、拠点に帰き還かんすると、呪いに苛さいなまれるリーネと泣きつかれて眠ってしまった黒羽さんをそれぞれの部屋に運んだ。

　余力のあったおれとシャノンさんは、マシューたちに事の顚てん末まつを説明したが、それ以上のこと──呪いをどうやって解くのか、遺跡の最下層で待ち受けるマスターバクをどうやって仕し留とめるのか、という二つの難題に答えを見出すことはできなかった。

「……ん？」

　四階廊ろう下かに下り立ったおれの耳に聞きき覚おぼえのある二つの声が届いた。

　一つはリーネ。もう一つは黒羽さんの声だった。

　声はどちらもリーネの部屋から聞こえてくる。

　どうやら扉とびらがちゃんと閉まっていないようで、だから声が廊下に漏もれ聞きこえているらしい。

「き、桐きり香か……。それ以上……自分を責めるでない……──」

「だって、悪いのは私だから──」

　扉をノックしようとして、おれは手を引っ込めた。

　和なごやかな会話とは言いい難がたい重苦しい雰ふん囲い気きが廊下に伝わってきたからだ。

　出直そうかと思ったが、二人の会話の行く末が気になったおれは扉の前で聞き耳を立てた。

「桐香。頭を上げるのじゃ」

「……で、でも……──う、うう……」

　泣いているのか、黒羽さんのすすり泣く声が聞こえてきた。

　そんな黒羽さんにリーネは、

「桐香は何も悪くない。敵に遅れを取ったのはワシが未み熟じゆくだったからじゃ」

「……そんな……っ」

「ワシらの戦いは常に死と隣となり合あわせ。弱いものが狩られるのは至し極ごく当然のことじゃ」

「…………っ──」

　言葉に詰つまる黒羽さん。リーネの冷静で謙けん虚きよな振ふる舞まいに言葉を失っているようだ。

　リーネは──リーネたちはレベル99のおれたちとは戦いに臨のぞむ際の意気込みが違う。

　ボスクラスの敵との戦いはもちろん、雑魚ざこ戦てきだって彼女たちにとっては生きるか死ぬかの戦いなのだ。ちょっとした戦いの中にも死が見え隠れしている。

　こういう戦いに対する意い識しきは画面越しにリーネたちを見ていたときには感じ取れなかった。

　たぶんセーブ＆ロードという便利な機能がゲームにあるからだ。

　キャラクターの死をなかったことにできるセーブ＆ロード。

　これがあるからキャラクターの死が軽く感じられてしまう。

　今、おれがいる世界──このＲＰＧをベースに作られた世界の死は現実のそれとなんら変わるところがないが、おれと黒くろ羽はねさんはレベル99だから、自分だけはそう簡かん単たんに死ぬことはない、という余裕がある。だからリーネたちとの意識の差は大きい……。

「桐きり香か。ワシはなんの心配もしておらぬ」

「……え？」

「ワシはな、おぬしと、ゆーき、そしてシャノンたちが力を合わせれば、できないことなど何もない、と信じておる。ワシにかかった呪のろいも、遺跡の最下層で待ち受ける魔ま物ものたちも、きっとなんとかしてくれる。どんな険けわしい道もきっと切り開いてくれる、と。だからの、桐香──」

「……止やめて……っ」

「ん、桐香？」

「……しないで」と黒羽さんが耳を塞ふさぐ。「私は……千ち鶴づるも……リーネも守れなかった。こんな私に期待しないで！　私は……私はリーネが期待するほど強くないの！　本当の私にはなんの力もない……──」

「そんなことはないのじゃ。桐香は古代遺跡をたった一人で、それも地下九十階まで自力で攻略したんじゃからの。ワシの何倍も強いのじゃ」

「……違う。違うのよ……」

「むふ？　一体、何が違うと言うのじゃ？」

「だって、本当の私は……無力で……なんの戦いの心こころ得えもなく、戦う覚かく悟ごもない、平和ボケした日本という国で生まれ育った……普通の高校生でしかないんだから……っ！」

　黒羽さんが涙を拭ぬぐいながら脱だつ莵とのごとく駆かけ出だす。

　──バタン！

　目の前の扉とびらが勢いよく開かれ、おれの側そばを黒羽さんが横切る。

　一いつ瞬しゆん、目が合ったが、黒羽さんは何も言わずに駆け出してしまった。

「桐香！」

　部屋の中からリーネが叫さけぶ声が聞こえたが、自力で身体からだを動かすことができないリーネには黒羽さんを追うことができない。

「黒羽さん！」

　本来であれば呪のろいに苦しむリーネを励はげますところ──

　だけど、精神的に弱っているのは間違いなく黒くろ羽はねさんのほうだ。

　同じ現実からやってきた者として、おれは彼女が抱える不安や苦しみが痛いほどに理解できる。おれもこの世界で、現実では決して味わえないようなことをたくさん経験しているから。自じ爆ばく技わざを使い、一度はみんなの前から姿を消したシャノンさん、万全の態勢を整えたつもりだったのに魔ま物ものにさらわれてしまったアルルさん──その後、二人とも助かったけど、おれはあのとき仲間を失う恐きよう怖ふと、自分の弱さを嫌いやというほど思い知った。

「裕ゆう貴き」

　黒羽さんのあとを追っていると、階段の手前でマシューと出くわした。

「マシュー。黒羽さん、見なかった？」

「いや、見てないが。って、そういや足音がしたな……。忙せわしなく階段を下りていったみたいだが……桐きり香かに何かあったのか？」

「うん、ちょっとね……」

　おれは階段を下りずに、窓まど際ぎわに駆かけ寄よった。

「……もうあんなところに」

　黒羽さんはすでに拠点を出ており、街まちのメインストリートに繫つながる坂道を駆け下りていた。脇わき目めも振らず全力に近いスピードで走っている。あれではおれでも簡かん単たんには追いつけない。

「どうする？　追いかけるか？　昨日の今日だ。普通の精神状態じゃないだろ？」

「そうだけど……でも、今からあとを追っても追いつくのは難しいし……」

　とはいえ、このまま黒羽さんを放っておくわけにはいかない。

　彼女の心は折れかけている。

「そうだ……エルマさんの羽は虫むしを使えば──」

「なるほど。羽虫なら空中から桐香の行方ゆくえを追えるな。よし、わかった。おれがエルマを呼んでくる。お前はここで桐香の行方を目で追ってろ」

　言ってマシューが廊ろう下かを駆け出す。エルマさんの自室もリーネと同じこの四階にある。

「……黒羽さん」

　おれは窓から身を乗り出し、小さくなっていくセーラー服の少女を目で捉とらえる。

　──本当の私にはなんの力もない……──。

　先ほどの黒羽さんの叫さけびが胸むねの奥で蘇よみがえった。

　弱々しい響ひびき。まるで何もかも諦あきらめてしまったかのような……。







「……まずい」

　窓から羽虫を飛ばし、黒羽さんの行方を追っていたエルマさんがポツリとつぶやいた。

「どうしたの？　まさか黒くろ羽はねさんの身に何か……？」

「……桐きり香か、『ロイヤルクロノ』のてっぺんにいる」

　以前、一度触れたが『ロイヤルクロノ』とはこの街の象徴的な建造物のこと。

　朝と夕方の二回、てっぺんの大だい時じ鐘しようが涼しげな音を奏でる。

「あそこって上れるのか？」とマシューが窓から見える『ロイヤルクロノ』を指差す。

「上れるよ。たしか……中に螺ら旋せん階かい段だんがあって──」

「──軍ぐん師し様！」とエルマさんがおれの声を遮さえぎるようにして叫さけび、「大変！　桐香が柵さくを乗り越えようとしている……！」

「え？　柵を!?」

「それが本当ならヤバイな。……おい、裕ゆう貴き！　急いで『ロイヤルクロノ』に向かうぞ！」

「う、うん──」

　てっぺんに上るだけなら問題ない。だけど、柵を乗り越えるとなると……。

　まずいぞ──

　この世界に落下ダメージという概がい念ねんが存在するのかどうかはわからないが、場所が『ロイヤルクロノ』となれば話は別だ。なぜなら『ロイヤルクロノ』は原作でもてっぺんから飛び降りることが可能だからだ。そして、飛び降りたら即ゲームオーバーになってしまう。特別なイベントが用意されているわけではなく、いわゆる開発者のお遊びみたいなものなのだが、セーブ＆ロードのないこの世界では冗談にもならない。

「お、おれが先に現場に向かうよ！　マシューとエルマさんは他のみんなを起こして！」

「了解！」「……わかった！」

「頼んだよ──」

　おれは慌あわてて階段に向かい、段差を無視して一気に飛び降りた。

　四階から一階へ。

　そして、拠点を飛び出し、『ロイヤルクロノ』を目指す。

　……黒羽さん、早まっちゃダメだ。諦あきらめちゃダメだ──

　おれは心の中で黒羽さんの無事を祈りながら大時鐘へと急いだ。







「……いた」

　螺旋階段をてっぺんまで上り切ると、周囲を柵で囲まれた狭小な空間に出た。

　黒羽さんはすでに柵の向こう側にいて、柵を背にして地上を見下ろしていた。

「……風かざ間ま君──」

　気配で気づいたのか黒羽さんが柵に絡からめた指を震わせながらおれを視界に捉とらえた。

「黒羽さん、こっちに戻ってきて。足を踏ふみ外はずしでもしたら大変だよ。『ロイヤルクロノ』から飛び降りたらどうなるか、知らないわけじゃないよね？」

「……でも、原作と同じ仕し様ようとは限らないわ」

「その可能性は低い……と思うよ」

「私とあなた、どちらが正解なのか、飛び降りてたしかめてみましょうか？」

「あ、危ないって！　助かるっていう保証はどこにもないんだよ!?」

「……別に。それならそれで一向にかまわないわ」

「かまわないって……そんな」

「私みたいな愚おろかな人間は死んだほうがいいのよ。私のせいでプリシラも千ち鶴づるも死んでしまった。リーネにかかった呪のろいもプリシラがこの世にいない以上、解く方法はない。みんな、私のせいで……私のせいで不幸になった！　疫やく病びよう神がみなのよ、私は！　いるだけで他人に迷惑をかけるどうしようもない存在なのよ！」

　ガシャン、と黒くろ羽はねさんが両手でつかんでいる鉄製の柵さくを揺らす。

「黒羽さん……自分を責めちゃいけないよ。マスターバクの企たくらみと、ドリステのイベントが裏で進行していたことを事前に察知できなかったのはおれも同じなんだから。少なくとも雪ゆき城しろさんの死はおれにも責任がある。プリシラのことは残念だったと思うけど……でも、リーネにかかった呪いは……あれは誰だれが対象であろうと避さけようがなかった。あそこで呪いの人形が出てくるなんて誰も思わないよ」

「違う……。私のせいよ！　何もかも私のせい！　千鶴と喧けん嘩かしなければ、あの子と行動を共にしていれば千鶴はマスターバクに食べられずにすんだ！　千鶴が死ななければマスターバクの企みだって暴あばけていたはずで、リーネが犠ぎ牲せいになることもなかった！」

「だから自分を責めすぎだって！　今回、裏で進行していたイベントは敵側の巧こう妙みような策さく略りやくによって覆おおい隠かくされていたんだから！　誰だって引っかかるよ！　おれが黒羽さんの立場でも似たような結果になっていたって！」

「……違う。違うわ。私だからこうなったのよ」

「え？」

　私だからこうなった──震えながら発せられたその言葉に強い引っかかりを覚おぼえたおれは口を閉ざし、黒羽さんの次なる言葉を待った。

「中ちゆう央おう司し令れい部ぶと接触する前、あの銃じゆうを手に入れたとき、私は舞まい上あがった。これで私もこの世界で活かつ躍やくできるって。現実の記き憶おくを代だい償しように……それはわかっていたけど、この武器があれば、現実でも、この世界でも、自分にはできないと思っていたことが可能になる……それを思うと、もう自分の欲望を抑おさえることができなくなっていた。一人で遺跡に潜もぐって、ランキングでトップに立って、あいつは誰だって注目の的になって、浮かれていたの。でも、その結果がこれ。私はマスターバクの手のひらの上で踊らされていただけ。あなたに対する嫉しつ妬と心しんを刺し激げきされて、私は暴走してしまった。自分の欲を満たすためだけに……」

　自分の思い、考えを次々に吐と露ろする黒くろ羽はねさん。

　まるで懺ざん悔げするかのように……。

「風かざ間ま君なら……あなたならこんな最悪な結果は招かなかったと思うわ」

「…………」

「この結末は全すべて──私の欲が撒まいた種なのよ」

　黒羽さんがゆっくりと顔を上げた。

　そして、今まで見たことのないような弱々しい笑顔で、

「私……きっと、あなたが羨うらやましかったのね……。ゲームのキャラクターたちに、たくさんの仲間に慕したわれている風間君が。この世界にやってきて早々に名を上げて、巨大な組そ織しきを生み出し、そのトップに立ち……それだけでもすごいことなのに、次々とイベントをクリアしていって、南エリアでは本来なら死ぬはずのアルルを持てる知ち識しきを生かして救い出した。一方の私は……日がな一日、街まちの道具屋で暇ひまをつぶしたり、街を散歩したり、あなたの噂うわさが耳に入ると、宿屋で不ふ貞て寝ねして、どうして風間君だけ、って千ち鶴づるに不満をぶつけて、つまらない愚ぐ痴ちを聞かせて……」

　だから、と黒羽さんがおれを正面から見み据すえ、

「全ての責任は未み熟じゆくで嫉しつ妬と深ぶかい私にあるのよ。悪いのは私。他の誰だれでもなく……」

　最後のほうは聞き取れないくらい小さな声だった。

「黒羽さん……。キミの本音……本心はわかったよ。欲が撒いた種──黒羽さんがそう言うのなら、それはそうなのかもしれない。でも、決してそれだけではないはずだよ。だって黒羽さんはプリシラの死を、雪ゆき城しろさんの死を悼いたんでいる。リーネのことも責任を感じている。それはゲームのキャラクターたちが好きだから、愛しているからだよね？　遺跡を探たん索さくしているときも、シャノンさんとリーネに危害が及ばないように立ち回っていた」

「それは……」

「本当にこんなところで終わっていいの？　リーネをこのままにしておくの？　マスターバクを放っておいていいの？　ここから飛び降りてしまったら、大好きな人たちに──みんなに二度と会えなくなってしまうんだよ？　……黒羽さん！　本当にそれでいいの!?」

　おれはそう言って柵さくの向こう側にいる黒羽さんに手を差し出した。

　こちら側に帰ってきてほしい、その一心で──

「でも……私にはもう武器がない。武器がなければ私は役立たず。性格ブスだし、あなたみたいに人望があるわけでもないし、ゲームの知識だって中ちゆう途と半はん端ぱ。そもそも、私には何も備わっていないのよ。武器は借り物、レベルだって努力の末に手に入れたものではない。全ては与えられた力。……ほら、私には何もないのよ」

「……おれだって似たようなものだよ」

「噓うそよ。風間君は私なんかとは格が違うわ。現にあなたは中ちゆう央おう司し令れい部ぶという巨大な組織を生み出したのだから。……私は風かざ間ま君みたいに上手うまく立ち回れなかった。レベル99というこの世界最強のステータスを背負いきれなかった。生かしきれなかった。……荷が重すぎたのよ、私には。分不相応なものだったのよ……」

　レベル99の重み──それはおれも感じる。

　ただ、おれは彼女が言うほど上手くレベル99という怪物を制せい御ぎよできていない。

　いつだってこのレベルに振り回されてきた。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶ設立当初のヴェルナー派はとのいざこざ、犠ぎ牲せいになったシャノンさん、デビルベアとの戦い、敵に洗せん脳のうされたアルルさん──上手くいかないことばかりだった。

「おれも黒くろ羽はねさんと同じ気持ちだよ。自分にはレベル99は荷が重すぎるって思うし、レベルに見合った人間だとはとうてい思えない。心と身体からだが一致していない……ちぐはぐだよ」

「でも、風間君はここまで上手くやってきたじゃない？」

「おれだけの力じゃないよ。シャノンさんが……みんなが支えてくれたから、おれみたいな未み熟じゆくな軍ぐん師しでも、やるべきことをまっとうできたんだ。シャノンさんも、リーネも、マシューも、バニラさんも、エルマさんも、アルルさんも……みんないつだって前向きで、おれを引っ張ってくれる。励はげましてくれる。だから、ここまで頑がん張ばってこれたんだ」

「みんなの支えが……」

「うん」おれは大きく頷うなずいたあと、「黒羽さん。ＲＰＧのレベルって、上限が99の場合がほとんどだよね？　１００のほうがずっとキリのいい数字だと思うけど、カウンターストップ──カンスト値は10進数とか２進数の桁けたが繰くり上あがる直前の数値を使う……だからレベルの上限は99に設定されている。いつまで経っても１００になることはない。ずっとキリの悪い数字なんだ。でも、この99っていう数字、中ちゆう途と半はん端ぱだけど……未熟者のおれたちにはぴったりの数字だとも思うんだよ」

　おれは胸むねの奥から溢あふれ出でてくる言葉を紡つむぐ。

「今はおれも黒羽さんも、完かん璧ぺきにはほど遠い位置にいる。だけど、前に進めば、努力を積み重ねていけば、いつの日か手の甲こうに刻まれた数字なんて気にならなくなると思うんだ。中途半端な数字、99──この目に見えるレベルに惑まどわされることのない人間になったとき……おれたちはようやくレベル99という怪物を操あやつれる存在になれるんじゃないかな？」

「なれるかしら……。こんなどうしようもない私でも……」

　おれが差し出した手を見つめる黒羽さん。

　まだ迷っている？　いや、もう答えは決まっているはずだ。

　黒羽さんはきっと──




「黒羽さーん！」




　そのとき、建物の真下からシャノンさんの声が。

　声は一つではない。複数の声が重なり合い、響ひびき合あっている。

　誰だれもが黒くろ羽はねさんのことを心配して、大声を張り上げたり、手を振ったりしている。

　目を凝こらすと、リーネを背負っているマシューの姿が確認できた。

「……リーネ……みんな……」

「黒羽さん、みんな心配してるよ」

「……でも……私」

「いいの？　ここで全すべてを諦あきらめ、何もかも投げ出してしまったら、みんなに二度と会えなくなるんだよ？　プリシラの死も、雪ゆき城しろさんの犠ぎ牲せいも全部無む駄だになってしまうんだよ？　本当にそれでもいいの？」

　そこで言葉を切ると、びゅー、と強風が吹き荒れ、黒羽さんの長い髪かみを揺らした。

「黒羽さん！」

　風が止やんだ直後、うつむくセーラー服の少女に言葉をぶつけると、

「私は──私は……生きたい……！　こんなところで死にたくはない！」

　がし、と黒羽さんがおれの手をつかんだ。

　そして、そのまま柵さくを乗り越えようとする。

　おれは柵を揺らしながらこちら側に帰ってきた黒羽さんを両手で抱きとめた。

　瞬しゆん間かん、わー、と地上で歓かん声せいと拍はく手しゆが巻き起こった。

「ごめんなさい、私……何もかも嫌いやになって全部終わらせようと……」

「いいんだよ。それよりありがとう、黒羽さん。こっちに戻ってきてくれて」

「……う、うう……うわああああああああ──」

　涙が、大量の涙が、堰せきを切ったように黒羽さんの目から流れ出した。突然のことにびっくりしたが、おれは黒羽さんが泣なき止やむまで、何も言わず、ただセーラー服に包まれたか細い身体からだを抱きかかえていた。

　……よかった。本当によかった。

　黒羽さんはこの世界で出会えた、たった一人の同どう郷きようの士。

　彼女の不安はおれの不安でもある。

　一歩、間違えていれば、おれだってたくさんの仲間を死なせていたかもしれないのだから。

　でも──

　これからは二人で不安を共有できる。

　知ち識しきも、経験も、現実の記き憶おくも、何もかも二つを一つに、合わせることができる。

　これからはきっと上手うまくやっていけるはずだ。
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　翌朝、会かい議ぎ室しつを覗のぞくと、黒羽さんが机つくえや椅い子すのズレを直していた。

「風かざ間ま君、おはよう」

　おれの存在に気づいた黒くろ髪かみの少女がこちらを振り返る。

「おはよう。一番乗りだね」

「下したっ端ぱですから」と言って黒羽さんが笑う。

「はは、それはそれは……」

　おれは半笑いで応こたえ、入り口の扉とびらを静かに閉めた。

「風間君」

　と、黒羽さんが黒髪を揺らしながらおれに駆かけ寄よってきた。

　以前は誰だれに対しても高圧的に振ふる舞まっていた黒羽さんだが、今、目の前に立っている黒羽さんは穏おだやかな表情を浮かべていた。

「これからは生まれ変わったつもりで、中ちゆう央おう司し令れい部ぶに尽つくしていくつもりよ。改めてよろしくね？　風間君……いえ、軍ぐん師し様？」

「さ、様付だけは勘かん弁べんしてくれないかな……」

「何を恥ずかしがっているの？　バニラやエルマは常に様付じゃない」

「……や、だって黒くろ羽はねさんは、ほら……？」

「ほらと言われても」

　ふふ、と黒羽さんが笑う。

「もしかしておちょくってる？」

「気づくのが遅いわ」

「……人が悪いな、黒羽さんは」

「中ちゆう央おう司し令れい部ぶに尽つくすとは言ったけれど、遠えん慮りよするつもりはないから。あなたには恥ずかしいところをたくさん見られてしまったし、今さら、カッコつけても仕方ないでしょう？」

「や、黒羽さんはもとから遠慮のない人だから」

「あら。いい突っ込み」

　黒羽さんが前まえ髪がみを払いながら窓の外に見える『ロイヤルクロノ』に視線を向ける。

　昨日──

『ロイヤルクロノ』のてっぺんで黒羽さんを説得し、拠点に戻ったあと、黒羽さんは、みんなに迷惑をかけたこと、心配をかけたことを謝しや罪ざいした。そして、「私を中央司令部の一員にしてください」と頭を下げた。その殊しゆ勝しような態度に誰だれもが驚おどろいたが、すぐに拍はく手しゆが巻き起こり、黒羽さんは正式に中央司令部のメンバーとなった。それまではおれたち中央司令部が黒羽さんに協力している、という形だったから、この黒羽さんの申し出は対等な関係を築く上で欠かせない儀ぎ式しきだったと思う。

　その後、これからのことを話し合った。

　課題は三つ。

　リーネにかけられた呪のろいの解かい呪じゆ、最下層で待ち受けるマスターバクの討とう伐ばつ、そして最下層の宝物庫に眠る『至高の宝』──『光の杖つえ』の獲かく得とく。

　二つ目と三つ目はセットで捉とらえていいだろう。

　このセット案件が目下の最重要課題。

　一方、呪いの人形により身体からだが石のように硬くなったリーネだが……。

　解決策は見出せていない。リーネにかけられた呪いは原作通りであれば『光の杖』によって解呪が可能なのだが、この『光の杖』は古代人の血を引いている、今は亡なきプリシラにしか扱えない特別な杖。だからマスターバクを倒し、『光の杖』を手に入れたところで、リーネの呪いを解くことはできないのだ。ただ、マスターバクたちを倒し、『光の杖』を手に入れれば、新たな道が示されるはず──それだけは間違いない。

　前に進まなければ新たな可能性は生まれない。

　リーネを救う方法だって見つからない。

　だったら前進あるのみだ。

　望みは薄うすいが、もしかしたらマスターバクがリーネの呪のろいを解く方法を知っているかもしれないし、それが無理でも、前に進んでいけば──最終的にはあの方に出会えるはず。

　彼なのか彼女なのかはわからないし、全すべての鍵かぎを握っている人物とは限らないが、少なくともおれたちの知らない何かを知っているはずで、その中にはリーネを救う方法も含まれているかもしれないのだ。

「風かざ間ま君……ところで」

「ん、何？」

　そろそろ他のみんなも来る頃ころかな、と思いながら椅い子すに腰こしかけると、黒くろ羽はねさんがそれまでとは一転して神妙な顔つきで言葉を発した。

「あのマスターバクを……どうやって倒すつもりなの？」言いながらおれの隣となりの椅子に浅く腰を下ろす。「悔くやしいけど、私にはあいつを倒す方法が何も思い浮かばないわ……」

　それは黒羽さんだけではない。

　実際、昨日の作戦会かい議ぎではなんの妙案も出てこなかったのだから。

「だいたい……物理反射と魔ま法ほう吸収のセットってさすがに凶きよう悪あくすぎると思わない？」

「思う」おれは素直に頷うなずいた。

「マスターバクって原作では普通に倒せる敵なのよね？　なのにあそこまで巧こう妙みように守りを固めてくるなんて、あれじゃあ、負けが確定したイベント戦と変わらないじゃない……」

「倒せるよ」

「え？」

「マスターバクは倒せる敵だよ」

「もしかして……何か作戦が？」

「うん」おれは力強く頷うなずいた。「まあ、作戦というか、昨日の夜、地下九十八階のあの体育館でマスターバクと対面したときのことを思い出していたら、疑問が湧わいてきたんだ」

「疑問？」

「こっちが『炎えん獄ごくの魔ま法ほう書しよ』を使ったら、即座に魔法吸収シールドを展開したよね？　あのとき、マスターバク、さりげなくおれたちと距離を取ったんだ」

「……そうだった？」

「うん。しかも、一度だけじゃなくて、何度かに分けて後退してたよ」

「つまり、風間君はマスターバクのその行動に何か意味があると睨にらんだわけね？」

　黒羽さんが椅子に座るおれを見下ろしたまま訊きく。

「実はちゃんと解答も用意してるんだ」

「お」と黒羽さんの表情が明るくなる。「さすがＲＰＧマニア。それで解答は？」

「答えは一つ。マスターバクのあの二つのシールドは──同時に展開することができない」

「同時に……？」

「あの二つのシールドが併へい用よう不可能なものだとして、そのデメリットはなんだと思う？」

「あ、そっか！　マスターバクが魔ま法ほう吸収シールドを展開した直後に後退したのは攻こう撃げき力りよくの高い風かざ間ま君の物理攻撃を警けい戒かいしたからね？　じゃあ、魔法吸収シールドを張っているときは物理攻撃に対して無防備で、逆もまた然しかりってこと？」

「確証はないけどね。ただ……これは黒くろ羽はねさんも知っていると思うんだけど、例の携けい帯たいゲーム機きから武器を取得すると、武器を一いつ旦たん消去しない限り、新たな武器は出せない」

「そうね。そのルールがシールドの類たぐいにも適用されるのだとしたら……」

　黒羽さんが腕うでを組み、視線を落とす。

　だが、すぐに顔を上げ、

「……ちょっと待って。シールドの仕組みはわかったけど……結局、どうやってマスターバクを倒すの？　私たち、リーネ抜きで戦わなければならないのよ？」

「そこなんだよね……」

　黒羽さんがおれたちを頼った理由でもあるが、地下九十階以降は固定メンバーとなるため、リーネが抜けた今、リトライするとなると、おれとシャノンさんと黒羽さんの三人で挑いどまねばならない。しかも戦力的に心こころ許もとないからといってパーティーのメンバーを組み直そうにも、パーティーの登録は地下九十階にある端たん末まつでしかできないので、すでに地下九十五階のチェックポイントで位置情報を保存してしまっている自分たちには再登録ができない。だから人数を増やすには、別の人間に地下九十階まで下りてもらって、その人間に新たにリーダーになってもらう必要がある。

「さすがに回復魔法が使えるリーネ抜きじゃ厳きびしいし、やっぱりアルルさんたちや、中ちゆう央おう司し令れい部ぶの他のパーティーが地下九十階に到達するのを待つべきかな」

「パーティーを新たに編成するのね？」

「うん。九十階以降はメンバーの入れ替えは不可能だけど、パーティーの代表者が違えば、おれたちも指し紋もんを登録できるはずだからね。幸いにして時間制限はなさそうだし」

「となると、パーティーの編成も新たに考えておかなければならないわね」

「そうだね」

「メンバーを調整して……それでも、マスターバクのシールドが凶きよう悪あくなことには変わりないわよね。風間君の言う通り二つのシールドが併用不可能だとしても、シールドの切り替えなんて瞬しゆん時じに行えるわけだから。そうなると、大事になってくるのは……いかにしてマスターバクの意表を突くか、ってことになるんじゃない？」

「意表を突く……心理戦でも仕掛けるしかないのかな」

「あ、そういえば風間君。原作だと遺跡の最下層に魔ま虹こう虫ちゆうっていうボスモンスターがいるわよね？　この世界にもいるのかしら？」

「いや、いないと思う」

「それはどうして？」

「うん。この間、マスターバクが去さり際ぎわに、オレを倒せば『至高の宝』は貴様らのものだ、って言ってたのが印象に残っててさ。魔ま虹こう虫ちゆうがいるなら『オレたち』って言わない？」

「なるほど」

「まあ、いたとしても苦戦することはないと思うよ。原作でもわりとあっさり撃げき破はできるし。それより問題なのは……マスターバクのシールドと、あとこの間の戦いの最中に指先から放った黒い霧きり、『グラビティミスト』。あれの対たい策さくも考えておかないと」

「ＨＰ半減攻こう撃げきは私たちにとって脅きよう威い以外の何者でもないわよね……」

　マスターバクは敵全員のＨＰを半減させる『グラビティミスト』という技を得意とする。割合ダメージはレベル99のおれや黒くろ羽はねさんにとっても脅威である。ただこの『グラビティミスト』はＨＰ１の状態からの半減は無効になる仕し様ようなので、『グラビティミスト』の連発によってこちらが全滅することはありえない。

「おそらくマスターバクは二つのシールドを使い分けておれたちの攻撃を防ぎ、隙すきを見て『グラビティミスト』を放ってくると思うんだ。そして、ひらすらＨＰの半減を繰くり返かえして、一撃で止とどめを刺させるＨＰになったところで……通常攻撃を仕掛けてくると思う。マスターバクは魔ま法ほうが使えないからね」

「もしかして原作でもそういう戦法なの？」

「実はそうなんだ。当然、シールドはないけど」

　仮におれのＨＰが９９９９あったとして、『グラビティミスト』を十回浴びると、残りＨＰは一ひと桁けた台だいまで低下する。シャノンさんだったらその半分の攻撃回数でアウトだろう。となると必然的に回復系の魔ま法ほう書しよはおれと黒羽さん以外の人たち優ゆう先せんってことになる。




　──ガチャ。




「おはようございます！」

　そのとき、会かい議ぎ室しつの扉とびらが開き、シャノンさんが元気よく挨あい拶さつしながら中に入ってきた。

　さらにマシュー、バニラさん、アルルさん、エルマさんと続き、自室で療りよう養よう中ちゆうのリーネ以外のメンバーが会議室に集まった。

「みんなそろったようだね。じゃあ、作戦会議を始めようか」

　おれはみんなを席に誘ゆう導どうすると、今しがた黒羽さんに説明したことを、改めてメンバー全員に伝えた。すなわち、マスターバクが操あやつる二つのシールドの特性についてである。

「ふむふむ。あの緑と赤のシールドは併へい用ようできない、と」

　説明後、シャノンさんが感心したように頷うなずいた。

「まだそうと決まったわけではないけどね。あくまでも推測」

「だが、裕ゆう貴きはその可能性が高いと踏ふんでいるわけだろ？」マシューが口を挟む。

「……うーん。でもさ、推測をもとに作戦を立てて、それを実行に移すのは……さすがにまずいよ。せめて実戦でマスターバクにカマをかけて、裏付けを取らないと」

「口の軽い魔ま物ものだったけれど、さすがに自みずから弱点をバラしたりはしないんじゃないの？」

　黒くろ羽はねさんがマスターバクの印象をもとに意見を述べる。

「だよね……」

　おれ、心理戦の類たぐいは苦手だからなあ。ヴェルナーなんかは得意そうだけど。

「あぁー。私、そういう頭を使う駆かけ引ひきとかって無理。頭痒かゆくなってくるから」

「ですわね。アルルさんは脳のう筋きんですもの」

「バニラ……あんたねぇ」

「……色仕掛け攻こう撃げきで口を割らせる」

　と、ここでエルマさんが妙なことを言い出した。

「それは誰だれがやるのかしら？」

　黒羽さんが律りち儀ぎに尋たずねると、

「……バニラあたりが妥だ当とうだと思うけど、誰もやらないのであればあたしが頑がん張ばってもいい」

　真剣なのかボケなのかよくわからない返答が。以後、黒羽さんは沈黙。これまでの彼女であれば毒舌を発はつ揮きしていたはずだから、これでもマシな対応だと思う。

「──裕貴さん。私にいい考えがあります」

　今度はシャノンさん。何やら自信ありげだ。

「どんなの？」

「えっと、説明の前に外に移動してもよろしいですか？　このアイデアは実際に見てもらったほうが早いので」

「実際に見たほうが早い？」

「あ、そんなに大げさなものではありませんよ？　最近、覚おぼえた剣技がマスターバクの弱点を暴あばくのに使えるかもしれない、というだけですので」

「剣技で弱点を。うーん、よくわからないけど、そういうことなら、外に出よう」

　言いながら席を立つ。

　他のメンバーも背伸びをしたり欠伸あくびをしたりしながら続々と席を立った。

　会かい議ぎが苦手なアルルさんなどは真っ先に会議室を飛び出していった。







　──ガルルルルル！

　街まちを出ると、適てき正せい討とう伐ばつレベル22の雑魚ざこ敵てき、アンガーウルフが近くの林から飛び出してきた。このエリアを訪れてから何度となく戦っている獣けもの型がたの魔物で、今のシャノンさんなら通常攻撃の一振りであの世に送れる敵だ。

「みなさん……見ていてください！」

　シャノンさんはそんな雑魚ざこ中の雑魚を前にして、

「──精せい霊れいシルフよ！　我わが呼びかけに応じ、風の刃やいばを具現せよ！」

　と早口に叫さけび、両手でかまえた銀色の長剣を低い姿勢から横に薙なぎ払はらった。

　すると──

　剣先から鋭い刃が生まれ、それがアンガーウルフに向かって一直線に飛んでいった。

　──ガルルルルル……ッ──

　刃は見事アンガーウルフに命中。

　鋭い牙きばを持つ狼おおかみはシャノンさんが放った遠距離からの攻こう撃げきにより葬ほうむられた。

　おぉー、とバニラさんとアルルさんが歓かん声せいを上げ、エルマさんがパチパチパチと手を叩たたく。

「シャノンさん、今のは？」

「風の精霊シルフの力を借りて放ったスラッシュ・オブ・スピリットという技です。我が聖フォーリア騎き士し団だんに伝わる剣技……なのですが、実は剣技ではなく魔ま法ほうの一種なのです」

「へえ……魔法。もしかして召しよう喚かん魔法というヤツかしら？」と黒くろ羽はねさんが訊きく。

「いえ、召喚魔法ではありません。私は召喚士ではありませんから、精霊そのものを呼び出すことはできないのです。私が先ほどやったのは剣技の魔法化です。自然界には精霊が使し役えきしている微弱な木霊こだまがあちこちに存在するのですが、その木霊の力を借りたのです」

「剣技の魔法化……」

　初めて聞く言葉だ。『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』にそんな概がい念ねんがあったとは……。

　途中で止やめてしまったゲームだからシャノンさんが今後どのように成長していくのか、どんな新しい技を覚おぼえるのか、まったく予想がつかないんだよな。

「要は俺の銃と同じ代替魔法だな」とマシュー。

「はい。その通りです」

「脳のう筋きんの騎士でも魔法が使えるっていうのは大きいわね」

　黒羽さんが毒を吐はく。シャノンさんを貶けなしているのではなく、ＲＰＧにおける騎士という職しよく業ぎようの一般的なイメージから出た言葉だろう。……たぶん。

「んー、たしかに剣技の魔法化は近接戦せん闘とうが基本の騎士にとっては大きな武器ですが、これには制約もあるのですよ。たとえば私が唯ゆい一いつ魔法化できる、スラッシュ・オブ・スピリットは風の木霊が少ない建物や洞どう窟くつの中ではその力を最大限発はつ揮きすることができないのです」

「場所に左右されるわけか。それは使いどころが難しいね」

「はい。おそらくこのスラッシュ・オブ・スピリット、地上ではなく古代遺跡の中で使った場合、威い力りよくは半減、もしかしたらそれ以下になってしまうかもしれません」

「それで？」黒羽さんが口を挟む。「さっきの、実際に見たほうが早い、という言葉の意味は？　遺跡の中では使いものにならない技なのでしょう？　それがどうマスターバクの攻略に結びつくわけ？」

「あ、いえ、この技でマスターバクを倒す、という意味ではありません。この魔ま法ほうに相当するスラッシュ・オブ・スピリットを上手うまく利用すれば、裕ゆう貴きさんがおっしゃる、マスターバクのシールド併へい用よう不可能説を証明できるのではないかと思って。えっと……スラッシュ・オブ・スピリットは風の刃やいばを剣先から飛ばす、遠距離攻こう撃げき魔法に相当するものなのですが、これを逆さか手てに取って近距離物理攻撃に見せかけるのです。精せい霊れいに対する呼びかけは口に出さなくても、心の中で思うだけでも通じますから、思い切って接近してこれを放てばマスターバクは普通の斬ざん撃げきだと思うはずなので……」

「ああ、そういうことですの」バニラさんがポンと手を叩たたく。「つまり、戦せん闘とうが始まったら『炎えん獄ごくの魔ま法ほう書しよ』などを使って、マスターバクに魔法吸収シールドを張らせる。次にシャノンさんが剣をかまえてマスターバクに接近。すると今度は物理反射シールドを展開するはずですから」

「はい。そこにスラッシュ・オブ・スピリットを当てれば……」

「裕貴の仮説が正しければマスターバクは風の刃に切り裂かれる。間違っていれば魔法吸収シールドによって風の刃は吸収されてしまうってことか」

「そうです、そうです」

　マシューの出した結論にシャノンさんが、うんうん、と何度も頷うなずく。

「うん。それ採用」

　妙なノリで上司の真似まね事ごとをする黒くろ羽はねさんに対し、

「ありがとうございます！」

　シャノンさんが素直に頭を下げた。

「……めでたし、めでたし」

「いや、まだ何も解決してないし」

　エルマさんのボケにアルルさんが突っ込む。

「そうだぜ」とマシューが頷く。「……ってかよ、裕貴」

「ん？　どうしたの？」

「お前としてはそのマスターバクってヤツのシールドの弱点を上手く突いた作戦を練ねって、それを秘ひ策さくに戦いを挑いどみたいわけだよな？」

「うん。そうだね」

「じゃあ、仮説が間違っていた場合はどうするんだ？　撤てつ退たいするのか？」

「それは……」

　撤退はたぶん不可能だ。原作でもそうだが、最下層のボス部屋は脱出系の魔法書が使用不可能な空間で、その上、入り口の扉とびらが自動的に閉まるようになっている。つまり、撤退という選せん択たく肢しはおれたちにはそもそも与えられていないのだ。

　というようなことをマシューたちに説明するのは難しいな……。最下層では脱出系の魔ま法ほう書しよが使えないとか、扉とびらが閉まるとか、なんで知ってるんだよ、って言われそうだし。

「まあ……撤てつ退たいする必要はないと思うよ」

　携けい帯たいゲーム機きの特性と魔法吸収シールドを張った際にマスターバクが取った退たい避ひ行動。

　物理と魔法──二つのシールドの併へい用ようが不可能なのはほぼ間違いないとおれは思っている。

　というか、併用が可能だったらぶっちゃけ打つ手なしだ。詰つみといっていい。

　詰み──そんなこと、みんなに言えるわけがない。不要な混乱を招くだけだ。どのみちこの仮説に賭かけるしかないのだから、みんなの不安を煽あおるような言動は謹つつしんだほうがいい。

「ほー。おれの仮説に間違いなどあるはずがないってことか？　たいした自信だな」

「……まあね」

「裕ゆう貴きさん、裕貴さん」とここでシャノンさんが、「そこまで自信がおありでしたら、私が剣技を振るう必要などないのではありませんか？　私がスラッシュ・オブ・スピリットを使って裕貴さんの仮説を証明してしまったら、こちらがシールドの欠点を知り得ていることがマスターバクに伝わってしまいます。相手を警けい戒かいさせてしまうだけではないでしょうか？」

「そうね」黒くろ羽はねさんが同意を示す。「マスターバクの不意を突くためにも、弱点のことは伏ふせておくほうが賢明かもしれないわ」

「…………いや」

　逆。その逆だ──

「おい、裕貴？　どうした？」

「……つまり」

　突然の閃ひらめき──

　おれは外部からの情報をシャットアウトし、内部思考に没頭する。

「裕貴さん？」

　マスターバクを倒すためにはどうすればいいのか？

　ダメージソースとなり得る攻こう撃げきは何か？

　そこは考えるまでもない。アレだ──アレを使うしかない。

「裕貴さんが考えごとを……これはもしかしたら」

「もしかしたら？」

「何か秘ひ策さくを思いついたのかもしれません」

　シャノンさんたちの声がかすかに聞こえる。

　だが、今はそれを気にしている余裕はない──

　おれの頭の中は対マスターバクに関する知ち識しきで埋うめ尽つくされつつあった。

　物理反射シールドと魔法吸収シールドの特徴。

　二つのシールドを併へい用ようできない理由とその証明。

　マスターバクを倒す上で欠かすことのできないダメージソース。

　パーティーの編成──どういった構成が最適か。

　また古代遺跡のルール──その全すべてを思い出し、見落としがないか確認する。

「……ってことは……あれを用意すれば……最終的には……──」

　数学の難問を解くように、複雑なパズルを解くように──

　溜ため込こんだＲＰＧの知ち識しきを総動員して解答までの道筋を組み立てていく。

　まるで縛しばりプレイの攻略法を練ねっているような気分だった。

　低レベルクリア、魔ま法ほうコマンド禁止プレイ、主人公一人旅。

　世の中には制限付きのプレイでＲＰＧを楽しもうとする強者がいる。

　おれも周回プレイ時は必ず制限を設もうけるが、本当にこんな条件でクリアできるのか？　と不安を覚おぼえる制限事項であっても、案外、クリアできるもので、たまに「この魔法は、このアイテムは、この武器は──今、おれがやってる制限プレイのために開発者が用意した救きゆう済さい措そ置ちじゃないのか？」と思うことがある。たぶん、たまたま上手うまくハマっただけなのだろうが、そういうときは開発者が神様のように思えてくる。

　久しぶりだな、こういう感覚……。

　テレビの前に座ってじっくりと攻略法を練る。

　それはおれにとって至福の時。最高に楽しい時間だ。

　今も最高に楽しいけど……でも、楽しんでばかりもいられない。

　ターゲットであるマスターバクは黒くろ羽はねさんの心を弄もてあそび、なんの罪つみもない雪ゆき城しろさんを食い殺した。リーネも人形の呪のろいで不自由な生活を強しいられている。

　これは遊びではないのだ……。

　この世界は空想をベースにした特殊な空間ではあるけど、その中で繰くり広ひろげられる戦いはリアルそのもの。やり直しの利かない一続きの世界なのだ。

「……うん、これなら──」

　考えがまとまったところでおれは顔を上げた。

　すると、

「裕ゆう貴きさん？」

「何を閃ひらめいたの？」

　シャノンさんと黒羽さんの顔が間近に迫せまっていた。

「ちょ……近い近い」

　穏おだやかな顔立ち、シャープな顔立ちと対照的な二人だが、見つめられるとドキドキしてしまう、という点では共通している。一対一ならまだなんとかなるのだが……。

「裕貴さん？　顔が赤いですよ？」

「びっくりしたんだよ……二人が目の前にいたから」

「そ」とおれの言葉をあっさり流す黒くろ羽はねさん。「それで？　一人で納得したような顔をして、何を考えていたの？」

「あ、うん。マスターバクのシールドの欠点を見破るためにシャノンさんが提案した、剣技の魔ま法ほう化かを利用したアイデアをヒントに攻略法を練ねっていたんだ──マスターバクの。たぶんこの方法なら倒せると思……──」

「一体、どんな方法で？」「どうやって倒すつもりなの？　聞かせてちょうだい……っ」

　シャノンさんと黒羽さんが横に並んでズイと顔を寄せてきた。

　さらにマシュー、バニラさん、エルマさん、アルルさんまで別方向から詰つめ寄よってきた。

「……み、みんな落ち着いて。ちゃんと説明するから」

　おれは興こう奮ふんする仲間たちを引き離し、全員の聞く態勢が整ってから説明を始めた。

　古代遺跡『ゴールデンオーラ』の最終戦──その攻略法を。
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　数日後、全すべての準備が整った朝──

　遺跡に向かう前にリーネの顔を覗のぞいておこうと思い立ったおれは、四階にあるリーネの自室に向かった。もしかしたら先客がいるかもしれないな、と思いながら廊ろう下かを歩いていると、案あんの定じよう、リーネの部屋の中から話し声が聞こえてきた。

「この声はリーネと……黒羽さん」

　おれは扉とびらをノックせず、静かに聞き耳を立てた。

「いよいよじゃの、桐きり香か」

「……ええ」

「なんじゃ、その弱気な返事は？　いつもの威い勢せいはどこへ行ったんじゃ？」

「べ、別に……戦いのことで不安があるわけではないの。風かざ間ま君が立てた作戦だもの。失敗するなんて私は思っていないわ」

「しかし、今にも泣きそうな顔をしておるぞ？」

「……その、私……リーネにちゃんと謝あやまっていなかった……と思って」

「うん？　何を言うておる？　この間の『ロイヤルクロノ』での騒そう動どうのあと、泣きじゃくりながらワシに謝っておったではないか？」

「あのときは冷静ではなかったから。あんなの形だけの謝しや罪ざいだわ」

「そ、そうか……」今度はリーネが勢いを失う番だった。「……ちょ、ちょっと待つのじゃ。よくよく考えてみると、ワシのほうこそ、桐香に謝らねばならぬ。桐香の部屋が荒らされたとき、酷ひどいことを言ってしまった……のじゃ」

「リーネが気にする必要はないわ。悪いのは私なのだから。……本当にごめんなさい」

「いや、ワシにも非はある」

「ないわ」

「あるのじゃ！」

「な、ないと言ってるでしょう……！」

「あると言ったらあるのじゃ！」

　ない、ある、ない、ある、ない、ある……っ──

　しばらく不毛な押し問答が続いたあと、

「ふっ」「ぷっ」

　黒くろ羽はねさんとリーネが同時に噴ふき出だした。

「どっちもどっち、とはこのことじゃな？」

「ふふ、そうね」

　むふふ、とリーネが笑い声を漏もらす。すると黒羽さんもつられて笑い出した。

　ひとしきり笑ったあと、黒羽さんが言った。

「リーネ。あなたにかかった呪のろい……私が必ず解いてみせるわ」

「うむ。期待しておるぞ？」

　扉とびら越ごしに聞いている会話だから二人の表情が目に見えるわけではない。

　だけど、黒羽さんとリーネの間に流れる穏おだやかな空気が廊ろう下かまで伝わってきた。

　きっと二人とも飛びきりの笑顔を浮かべているに違いない。

「……邪じや魔ましちゃ悪いな」

　しばらく時間を置いてから、立ち寄ることにしよう。

　おれは扉の前を立ち去った。
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「この奥だね……」

　おれたちは古代遺跡『ゴールデンオーラ』の地下九十八階、雪ゆき城しろさんに化ばけたマスターバクと相対した例の体育館を抜け、最後の階層──地下九十九階に下り立った。

　ＳＦ的な演出により、目の前に延びた長い通路を進んでいくと、やがて上の体育館の倍の広さはありそうな天井の高い開放感のある大部屋に到達した。

　──ゴゴゴゴゴ……。

　大部屋に足を踏ふみ入いれると、背後の扉が音を立てて閉まった。

　これで敵を全滅させるまで脱出は不可能。魔ま法ほう書しよや脱出系の魔法も無効となる。

　地下一階から地下九十八階まではどの階層もパーティーごとに空間が区切られていたが、宝物庫があるこの最下層だけは全パーティー共通の空間となっている。ただ、原作ではあるパーティーが最下層にいると、他のパーティーは端たん末まつにより進入を拒きよ否ひされてしまう。そして、それはこの世界でも同じのようで、現在、最下層にいられるのはおれたちだけ……。

「やっと来たか。待ちくたびれたぞ」

　大部屋の中心に立っているマスターバクが鎧よろいで覆おおわれた身体からだを左右に揺らす。

　おれの予想通り、ここの本来のボス、魔ま虹こう虫ちゆうは見当たらなかった。

　敵はマスターバク一人。

「……しかし──この間と同じメンツとは……」

　おれ、シャノンさん、黒くろ羽はねさん、と横に並んだ三人を見回すマスターバク。

「新たな四人パーティーを作成する、という発想はなかったのか？」

「この三人で十分ということよ」

　黒羽さんが一歩前に出て、マスターバクを睨にらみつける。

「ほう。その顔は……何か策さくを練ねってきたか……」

　マスターバクがホワイトカラーの携けい帯たいゲーム機きをどこからともなく取り出す。

　警けい戒かい心しんを強めたようだが、前回の戦せん闘とうからだいぶ時間が経っているのだから、こちらが無策で挑いどんでくるとは最初から思っていなかったはず。ならば警戒されるのは仕方ない。

　幸いマスターバクは、おれたちが三人で姿を現した、その意味には気づいていない様子。

　ならば問題ない。こちらの手の内が悟さとられなければそれでいい。

　ここまでは予定通りだ──

「一つ聞かせて」

「なんだ？」

「リーネにかかった呪のろい……あれを解かい呪じゆする方法をあなたは知っているの？」

「クックック──いい顔だ。桐きり香かよ、オレは健けな気げな人間というものが大好物でな。見たい。見たいぞ……貴様が再び絶望に打ちひしがれる姿を──」

「──う、うるさい」黒羽さんが唇くちびるを嚙かむ。「黙って私の質問に答えなさい！」

「残念ながらオレは何も知らない。──いや、そもそも、知っていたとして、素直に教えると思うか？　敵である貴様らに、このオレが？　くだらん質問は控ひかえろ」

「……そう。だったらあなたにはもうなんの用もないわ──」

　黒羽さんが道具袋から縮しゆく小しよう状態の魔ま法ほう書しよを取り出す。

　──ボン！

　表紙を撫なでるとそのミニチュアサイズの魔法書が国語辞典サイズに変化した。

　取り出したのは『炎えん獄ごくの魔法書』。

　おれたちがここまでの道のりで手に入れた数に限りのある魔法書──そのうちの一冊だ。

　物理攻こう撃げきは無限に打てるが、魔法攻撃は魔法書の数だけしか打てない。

　さらに現在の黒くろ羽はねさんは武器を持っていない。マスターバクに携けい帯たいゲーム機きを破壊されてしまったからだ。ゆえに彼女の物理攻こう撃げきは「レベル99の制約」により敵の復活を招く。もっとも『炎えん獄ごくの魔ま法ほう書しよ』は固定ダメージなのでその心配がない。

「──燃えなさい……っ」

　間を入れずに魔法書を開く黒羽さん。

　だが──

「効かぬわ！」

　マスターバクが即座に魔法吸収シールドを展開し、これを防いだ。

　赤い光が、全身を鎧よろいで覆おおわれた人型の魔ま物ものの全身を包み込む。

「無意味な攻撃だ。……さて、今度はこちらから行くぞ！」

　炎ほのおの塊かたまりを吸収し終えると、マスターバクが目の高さでパチンと指を鳴らした。

　すると指先から黒い霧きりが──

　以前、戦ったときに見せた『グラビティミスト』だ。

　空間の歪ゆがみ、そしてそれに伴ともないＨＰの半減を引き起こすマスターバクの得意技。

「きゃっ……──」

　シャノンさんが悲鳴を上げながらバランスを崩くずす。

　おれと黒羽さんも体勢が崩れた。

　誰だれかが背中に飛びかかってきたような──そんなリアルな重みがおれたちを襲おそったのだ。

　しばらくすると霧は消失し、目の前の歪んだ空間も元に戻った。

「クックック──さあ、次はどう来る？　これで終わりではないのだろう？」

「……裕ゆう貴きさん」

　チラリとおれに視線を寄越すシャノンさん。

　作戦に変更はない。このまま予定通りに行く──

　おれが無言で頷うなずきを返すと、

「──っ！」

　シャノンさんが剣を引き抜くと同時に地面を蹴けり、

「やあああああああ！」

　赤い光が全身を包み込む鎧の魔物に正面から斬きりかかった。

　無む駄だのないシンプルな攻撃だったが、

「ふん、遅いわ──」

　マスターバクが後方に飛とび退のきつつ、冷静に物理反射シールドを展開する。

　シャノンさんが剣を振り下ろしたのはシールドが展開されたあとのことで……。

　普通なら物理反射シールドの餌え食じきになっているところだが、

「なっ、この攻撃は……!?」

　そう──

　シャノンさんは通常攻こう撃げきではなくスラッシュ・オブ・スピリットを放ったのだ。

　そして、風の刃やいばはマスターバクの鎧よろいに傷を与えた──

　つまり、マスターバクの物理反射シールドと魔ま法ほう吸収シールドは併へい用よう不可な代しろ物もの！

　シャノンさんの攻撃によりおれの仮説の正しさは証明された。

「ふ、ふふ、これは一本取られたな……」

　シールドの仕組みを見破られたというのにマスターバクは愉ゆ快かいそうだった。

「たった一度、相対しただけで、シールドの秘密を見破るとは……。さすがは軍ぐん師しといったところか。どうやらオレは貴様を甘く見ていたらしい」

「警けい戒かいするのはオレだけでいいの？　シャノンと黒くろ羽はねさんも、そちらが思っている以上に頭がキレると思うよ？」

「ほざけ」マスターバクが腕うでを組む。「ふん、たしかにこの二つのシールドは同時に展開することができない。だが──」

　マスターバクが再び指先から黒い霧きりを発した。

　二度目の『グラビティミスト』。

　半分になったＨＰがさらに半減する。

「──先ほどのシャノンという女が放った魔法に似た剣技でオレが受けたダメージは微々たるもの。痛くも痒かゆくもない。先にあの世に逝いくのは貴様らのほうではないかな？」

　地面に押おし潰つぶされるおれたちを愉ゆ快かいそうに眺めるマスターバク。

「……それはどうかな」

　霧が消えると、おれは道具袋から一冊の魔ま法ほう書しよを引っ張り出した。

　次なる作戦を実行に移すときだ──

「二人とも、やるよ」

「ええ」

「了解です！」

　黒羽さんがおれに倣ならって魔法書を手に取り、シャノンさんは引き続き長剣スタイル。

「行くよ──」

　合図と同時におれは左に、シャノンさんは右に散った。と同時に中央の黒羽さんが『炎えん獄ごくの魔法書』を開き、炎ほのおの塊かたまりをマスターバクに向けて発射。続いてシャノンさんが遠距離からスラッシュ・オブ・スピリットを放った。

「そんな見え透いた攻撃がオレに効くとでも思っているのか！」

　マスターバクは魔法吸収シールドでこれに対応。

　二人が放った炎の塊と風の刃はその赤いシールドに吸収されてしまう。

「シャノン！　もう一回よ！」「わかっています！」

　黒くろ羽はねさんが『炎えん獄ごくの魔ま法ほう書しよ』を再び展開。

　シャノンさんも木霊こだまの力を借りて風の刃やいばを剣先から発生させた。

「──バカが！　何度やっても同じことだ！」

　当然、マスターバクには通用しない。

　だけど──

「もう一回！」「はい！」

　二人はそれでも攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。

　……いい感じだ。これなら上手うまくいくかも──

　おれはマスターバクが魔法の乱れ打ちに気を取られている間に、左手にぐるっと弧こを描くようにして迂う回かいし、鎧よろいの魔物の死角となる位置まで移動すると、ブラフのために持っていた『治ち療りようの魔法書』を道具袋の中に戻し、代わりに携けい帯たいゲーム機きから『剣』を取得した。

　そして──

　マスターバクの左側面から奇き襲しゆう攻撃を仕掛けた。

　よし、行ける！　魔法エフェクトで視界が遮さえぎられている今なら！

　おれは全身が赤く光っているマスターバクに向かって剣を振り下ろし──

　直前でマスターバクと目が合った。

　次の瞬しゆん間かん、マスターバクは黒羽さんが放った炎ほのおの塊かたまりとシャノンさんが生み出した風の刃が発動中にもかかわらず、シールドを赤から緑へ──物理反射シールドに切り替えた。結果、マスターバクは二人の魔法攻撃をその身で浴びることになったが……。

「くそっ……止められな……いっ」

　──キーン！

　おれは物理反射シールドの餌え食じきとなった。

「うわああああああ──」

　吹っ飛ぶ。後方に数十メートル──そして壁かべに激げき突とつした。

「ゆ、裕ゆう貴きさん!?」

「風かざ間ま君！」

　シャノンさんと黒羽さんが攻撃を中断する。

「く……失敗か……」

　まさかダメージ覚かく悟ごでシールドを張り替えるなんて……。

　おれは『治療の魔法書』でＨＰの回復を行う。だが回復量が固定──ＨＰを１００回復する──の魔法書では焼け石に水。身体からだのあちこちから流れる赤い血を止めることはできない。

「残念だったな」

　追い打ちをかけるようにマスターバクが指先から黒い霧きりを放射する。

　ううっ……一気に危険水域に……。過去にも瀕ひん死しに陥おちいったことはあるけど、ここまで重い一撃を食らったのはたぶん初めてだ。レベル99の自分が放った攻こう撃げきの反射ダメージなんだから重くて当然だけど……。くっ、やばい。痛みが走るたびに意い識しきが飛びそうになるし、流れ出す血の量もハンパじゃない。

「派は手でな魔ま法ほうでこちらの目を眩くらまし、その隙すきに死角に回り込み、魔法吸収シールドを展開中のオレを物理攻撃で仕し留とめる──悪くない作戦だが、工夫が足りんな。この程度の策さくでオレを欺あざむけるとでも思ったか？」

　クックック、とマスターバクが喜々として笑う。

　鎧よろいが少し焦こげているのは先ほどシールドを張り替えて魔法攻撃を甘んじて受け止めたからだろう。しかし、あの程度のダメージでマスターバクが怯ひるむはずがない。

「もう少しデキるヤツらだと思っていたが、どうやらここまでのようだな」

「ま、まだ終わりじゃありません……！」

　シャノンさんが長剣をかまえるが、

「跪ひざまずけ──」

　マスターバクの『グラビティミスト』が空間を歪ゆがめ、シャノンさんを地面に押おし潰つぶす。

「まだ……まだ……戦えます……」

　剣を支えにして立ち上がるシャノンさん。だが、おびただしい量の血が手足を伝って地面に滴したたり落おちている。息も絶え絶えで、今にも卒倒してしまいそうだ。

「シャノン……」

　余力のある黒くろ羽はねさんが、シャノンさんの背中を支え、『治ち療りようの魔ま法ほう書しよ』で回復を行う。

　それを見てマスターバクが愉ゆ快かいそうに笑い、

「桐きり香かよ。今、貴様が使った魔法書で十二冊目──最後の魔法書だろう？」

「……ど、どうしてそれを……」

「簡かん単たんなこと。貴様らは地下九十五階のチェックポイントで位置情報を保存しているはずだ。魔法書は各階層に四つしか存在しない。となれば地下九十六階から九十八階までの三階層で手に入る魔法書の合計は十二冊──それ以上でもそれ以下でもないはずだ」

　マスターバクは勝ち誇ったように胸むねを張り、

「『炎えん獄ごくの魔法書』はなかなかの破壊力を誇る魔法書だが、シャノン・マールブルク。貴様の剣技、風の刃やいばを発生させるそれの威い力りよくはたかが知れている。もはや魔法吸収シールドは不要。ここからは物理反射シールドのみで戦わせてもらおう」

　それは、おれの『剣』を用いた強力な物理攻撃を封ふう殺さつする、ということだった。

　剣技の魔法化、シャノンさんが放つ風の刃は微力。しかも通常攻撃ではなく技ポイントの類たぐいを消費して打ち出す特殊攻撃だから無限に撃うてるわけではない。

　──パチン！

　何度目だろうか。またしてもマスターバクが指を鳴らし、『グラビティミスト』でおれたちのＨＰを奪い取った。

「う、うう……っ」

『治ち療りようの魔ま法ほう書しよ』により一いつ旦たんは立ち直ったシャノンさんだったが、体力の半減により再び体勢を崩くずした。今度は黒くろ羽はねさんも一緒に──地面に膝ひざをついてしまった。

　苦しいのはおれも同じ。もはや余力が残っている者はいない。

　これが実際のＲＰＧならＨＰが真っ赤に染まっているところだ。

「一度見み逃のがしてやったにもかかわらず、この程度の作戦しか思いつかぬとは……正直がっかりだぞ。風かざ間ま裕ゆう貴き。あの方は随ずい分ぶんと貴様を買っていたようだが、どうやらあの方の見込み違いだったようだな。クックック……それにしても桐きり香かよ？　とんだ貧びん乏ぼうくじを引いたな？」

「……くっ」

　黒羽さんが悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「銃じゆうを手に取り、中ちゆう央おう司し令れい部ぶを圧倒していた頃ころの貴様のほうがずっと華はながあったぞ？　あの他人を見下したような顔……黒い表情……。禍まが々まがしくも美しい輝きを放っていた」

「うるさい！　私は──今の私はあのときの私とは違う！」

「ふふふ、まあ、今の貴様も悪くない。絶望という言葉の意味を存分に嚙かみ締しめるがいい」

　マスターバクが右手を広げ、人とは異なる四本の指先から黒い爪つめを伸ばした。

　かぎ爪、それがこいつの通常攻こう撃げき用の武器だ。

「さて、虫の息の貴様らにオレが直じき々じきに止とどめを刺してやる。まずは、そうだな……やはり魔法攻撃に相当する剣技を持つ、貴様から殺すことにしよう。シャノン・マールブルク」

　マスターバクが最初のターゲットに選んだのはシャノンさん──

「と、その前に……念のため」

　マスターバクが再び指先から黒い霧きりを発生させる。

『グラビティミスト』は対象のＨＰを半減させる効果があるが、『１』以下にはできない仕し様ようなので、これで死ぬことはない。逆に言えばマスターバクは、どこかのタイミングでおれたちに止とどめを刺すために必ず攻撃を仕掛けてくるはずで……それが今だった。

「そろそろいいだろう。──このオレのかぎ爪で貴様らを地じ獄ごくへ送ってやる！」

　最初からここまでおれたちと距離を置いて戦っていたマスターバクがついに近接攻撃を仕掛けてきた。地面に膝ひざをつくシャノンさんに向かって一直線に駆かけていく。

「──死ねえええええぇぇ！」

　雄お叫たけびを上げながらマスターバクが右みぎ腕うでを真上に振り上げる。

　次の瞬しゆん間かん──

　黒羽さんが隠し持っていたミニチュアサイズの『治療の魔法書』を実物大に戻し、シャノンさんの体力を回復した。

「な──なぜ魔法書を持っている……!?」

　マスターバクの顔が強こわ張ばったが、もう攻こう撃げきの手は止められない。

　鋭いかぎ爪づめがシャノンさんの左ひだり腕うでを切り裂いた。

「……黒くろ羽はねさん……ナイスタイミングです」

　苦しげな表情だが、どうにかマスターバクの攻撃に耐え切ったらしい。

　シャノンさんはニヤリと笑い、

「──反撃開始です！」

　と言って黒羽さん同様、隠し持っていた『束そく縛ばくの魔ま法ほう書しよ』でマスターバクの動きを封じた。隣りん接せつしている敵をその場に留とどめる──そんな効果が『束縛の魔法書』にはある。

「くそっ……！」

　マスターバクが苦くるし紛まぎれにかぎ爪を繰くり出だすが、

「──わっと」

　シャノンさんは後ろに大きくステップすることで、その攻撃をかわした。

『束縛の魔法書』は相手をその場から『移動』できなくするだけで、このように攻撃は可能なのだが、当然ながら隣接している敵にしか攻撃は当たらない。

「……ど、どんな手品を使ったのかは知らぬが……束縛されようとも、用心すべきは風かざ間ま裕ゆう貴きの『剣』のみ。この物理反射シールドさえ張っておけば……」

「お次は──」シャノンさんはマスターバクの発言など気にせず、懐ふところからさらに魔法書を取り出す。「『倍加の魔法書』です！」

「なっ……それは!?」

　驚きよう愕がくするマスターバクをよそにシャノンさんは『次に放つあらゆる攻撃のダメージを倍にする』効果がある『倍加の魔法書』を開いた。それも連続で四枚も使用──二倍が四倍に、四倍が八倍に、そして八倍が十六倍に、と攻撃力が倍々になっていく。

「頼んだよ、シャノンさん！」

「シャノン！　決めちゃいなさい！」

　おれと黒羽さんの声せい援えんを受け、またしてもシャノンさんが笑みを浮かべ、

「──マスターバク！　覚かく悟ご！」

　と叫さけび、最後の一冊、『炎えん獄ごくの魔法書』を展開した。

　──ゴオオオオオ！

　通常の十六倍の威い力りよくにまで高まった炎ほのおの塊かたまりがマスターバクを襲おそう。

　しかし──

「くおおおおおおおお……っ！」

　マスターバクは寸でのところで魔法吸収シールドを展開。

　強大な破壊力を秘めた地獄の炎をその赤いシールドで吸収し始めた。

　さらにマスターバクは魔法をシールドで受けつつ、目ざとくもおれの動きを警けい戒かい。

「ふ、ふふふ……勝った。これを防げばオレの勝ちだ！」

　おれが戦いの場から大きく距離を置き、しかも『剣』を手に握っていないのを見て、勝利を確信するマスターバク。

「バカめ！　先ほどと同じタイミングで斬きりかかっていればオレを倒せていたかもしれないというのに！　オレが動どう揺ようして魔ま法ほう吸収シールドを張り忘れるとでも思ったか？　風かざ間ま裕ゆう貴きよ、最後の詰つめを怠おこたった──」

　な、と発音した瞬しゆん間かん、マスターバクは背後に迫せまる黒くろ髪かみの少女の存在に気づいた。

　だがもう遅い──

「それはこちらのセリフよ！　マスターバク！」

　密ひそかにおれの携けい帯たいゲーム機きを受け取っていた黒くろ羽はねさんが、渾こん身しんの力を込めて『剣』を振り下ろした。

「これで終わりよ！　千ち鶴づるが受けた痛み──その身で味わいなさい！」

　──ざしゅううううううううううう……っ。

　黒羽さんは全体重を乗せ、マスターバクの身体からだを斜めに──鎧よろいごと切断した。

「ぐ、ぐあああああああ……っ！」

　半分になったマスターバクの身体がそれぞれ地面に転ころがる。二つになったマスターバクの身体の内部はどちらも空くう洞どうになっていて、血や内ない臓ぞうなどが飛び出すことはなかった。

「あ、ありえない……！　こんな結末、ありえない……っ！」

　マスターバクは原作でも死の間ま際ぎわに不快な声で喚わめき散ちらす。

　死に至るにはもうしばらく時間が必要みたいだった。

「裕貴さん。作戦、上手うまくいきましたね」

「……うん」

　おれがみんなに提案した作戦──その概がい要ようは次のようなものだ。

　作戦その一。おれ、シャノンさん、黒羽さんの三人でマスターバクの前に姿を現す。

　作戦その二。シャノンさんの魔法に相当する剣技を利用して、シールドの欠点を暴あばき、それによってこちらがシールドの秘密に気づいていることをマスターバクにあえて伝える。

　作戦その三。『炎えん獄ごくの魔ま法ほう書しよ』とシャノンさんの剣技を目め眩くらましに使い、おれが『剣』による物理攻こう撃げきを放つ、という捻ひねりのない作戦を披ひ露ろうし、それがこちらの考えた秘ひ策さくだとマスターバクに思わせる。

　作戦その四。「作戦その三」を失敗させ、おれ自身が大ダメージを受けることでマスターバクの油断を誘う。

　作戦その五。魔法書を使い切ったように見せかけ、さらに油断を誘う。

　作戦その六。マスターバクが止とどめのために物理攻撃を仕掛けてきたら、隠し持っていた『治ち療りようの魔法書』と『束そく縛ばくの魔法書』を連続使用。攻撃に耐えられるだけのＨＰを回復し、次なる作戦のために後者の魔ま法ほう書しよでマスターバクの行動の自由を奪う。

　作戦その七。『倍加の魔法書』を重ねがけし、与えるダメージが十六倍に膨ふくれ上あがった『炎えん獄ごくの魔法書』をお見み舞まいする。慢まん心しんして物理反射シールドを張っていたマスターバクは、油断していればここで倒せる。そうでない場合、魔法反射シールドに切り替えるはず。

　作戦その八。マスターバクはおれの物理攻こう撃げきを警けい戒かいするだろうから、黒くろ羽はねさんにおれの携けい帯たいゲーム機きを託たくし、最後の一撃は彼女に任せる。前回、マスターバクは黒羽さんの携帯ゲーム機を破壊しているため、彼女の物理攻撃は警戒していない。

　以上が対マスターバクのためにおれが考案した戦術だ。

　いかにして相手の裏をかくか、それが今回の課題だった。

「まさか……そこまで用意周到に……」

　おれが順を追って作戦の概がい要ようを説明すると、死にかけのマスターバクが声を震わせた。

　と──




「いやー、よかったよかったー」




　突とつ如じよ、おれのポケットからちびちび化したアルルさんが飛び出し、状態異常を治す『治ち療りようの魔法書』によって元の大きさに戻った。ちびちび化とは南エリアの砂さ漠ばく地ち帯たいにいるピンクちゃんという魔ま物ものが口から吐はき出だすガスの効果によるもので、これを浴びると身体からだが縮ちぢみ、防ぼう御ぎよ力りよくが十分の一まで低下してしまう。

「……やはり……四人目がいたか……」

　マスターバクがアルルさんを見上げると、獣けもの耳みみの少女はニカッと笑い、

「今回の作戦を成功に導くためには、三人で戦いを挑いどみにきた、とあんたに思い込ませる必要があったからねー。もっと言えば裕ゆう貴きたちが地下九十五階のチェックポイントからリーネを除いた三人で降りてきた、とあんたに錯さつ覚かくさせたかったの。どうしてかわかる？」

「手持ちの……手持ちの魔法書の数を誤ご魔ま化かすため……だろう？」

「察しがいいわね」黒羽さんがアルルさんに代わってネタばらしをする。「地下九十階以降は四人でなければ通り抜けられない謎なぞ解ときトラップが数ヶ所あるけれど、地下九十五階以降はそれがないから、メンバーが一人欠け、三人になってもここまで降りてくることはできる。そのこともあってあなたは私たちが──アルルを加えた新しいパーティーで、地下九十階のチェックポイントで位置情報を保存し、地下九十一階から地下九十八階の八階層を使って魔法書をかき集めたとは思いもしなかった」

「……そこの女が今の今まで姿を隠していたのも、作戦のうちだったわけか。ふふ、なるほどな。敵は三人ではなく、四人いたわけか……」

「四人じゃないよ、マスターバク」

「……なんだと？」

　おれの発言にマスターバクが目を見開く。

「この作戦……ここにいる四人で成なし遂とげたわけじゃない。中ちゆう央おう司し令れい部ぶやヴェルナー派は……みんなの協力があったからお前を討うつことができたんだ」

　最適な魔ま法ほう書しよの構成──キーワードはそれだ。

　今回の作戦で使った『炎えん獄ごくの魔法書』と『束そく縛ばくの魔法書』は比較的出やすい魔法書だった。しかし、『倍加の魔法書』はかなりレアな魔法書で、普通にプレイしてもこれが四冊集まるのは稀まれなことなのだ。よほど運がよくなければ不可能である。

　そこでまず他のパーティーに地下九十階まで潜もぐってもらった。黒くろ羽はねさんが中央司令部に接触して以降は競争どころではなかったが、アルルさんやヴェルナー、また他のチームワークのいいいくつかのパーティーは着実に階を進めていたので、おれがまとめた攻略法を参考にすることで効率的に地下九十階まで潜ることができた。

　その後、アルルさん、ヴェルナー、と各パーティーから代表者のみ選出し、そこにおれ、シャノンさん、黒羽さんという１＋３の固定パーティーを複数作成。そして、先ほど説明したように地下九十一階から地下九十八階という八階層を使って魔法書集めに励はげんだ。

『倍加の魔法書』が四冊出るまで、何度も遺跡を出入りした。遺跡に入ることができるのは一日に一度だけだが、それは一パーティーにつき一回という制限だった。だからおれたちは複数のパーティーを使い分けることで、繰くり返かえし遺跡に出入りすることができたのだ。

「──そして」

　おれは解説を終えると、地面に転ころがるマスターバクを見下ろした。

「アルルさんがパーティーリーダーのとき、最適な魔法書の構成になったんだ」

　だから、とおれはさらに続け、

「最後に『剣』を振るったのは黒羽さんだけど、この勝利はみんなの勝利。マスターバク、お前の身体からだを二つにしたのは中央司令部、ヴェルナー派……数百人分の力──だ！」

　と声を張り上げ、言い放った。

「……そうか。オレは敵の数を見み誤あやまっていたわけか。なるほど、勝てないわけだ──」

　しゅうううううう──

　マスターバクの半身、頭がついていないほうの身体が虹にじ色いろの粒りゆう子しとなって雲うん散さん霧む消しようする。

　もう片方の身体もじきに消えてなくなるだろう。

「……もう一度、聞くわ」そんなマスターバクの側そばで黒羽さんが片かた膝ひざをつき、「リーネの呪のろいを解く方法を知っているのなら教えなさい」

「方法は一つだけある。だがそれは……オレに訊きくまでもないのではないか？」

　そう言ってマスターバクが部屋の奥に見える、黄金色の扉とびらを見やる。

　宝物庫に繫つながる扉──『至高の宝』である『光の杖つえ』が眠る場所。

　……マスターバクはこう言っているのだ。

　人形の呪のろいを解くには『光の杖つえ』を用いる以外にないと。

「そんな……」

「クックック──嘆なげくな、桐きり香か。人形の呪いについては、今、話した通りだが、もう一つ、とっておきの置おき土産みやげがある。あの方からの──な」

「あの方からの？」

　おれが疑問を唱となえると、マスターバクはおれたち四人を見回し、

「シャノン・マールブルク──」

　と金きん髪ぱつの少女に視線を固定した。

「……え？　私？」

「そうだ。あの方から貴様に贈おくり物ものがある──最低最悪のな」

「最低最悪？　それは……どういう意味だ？」

　おれはマスターバクに詰つめ寄よる。黒くろ羽はねさんとアルルさんも表情が険けわしくなった。

「すぐにわかる。すぐに──」

　直後、マスターバクの身体からだが虹にじ色いろの粒りゆう子しに変化した。

　跡にはホワイトカラーの携けい帯たいゲーム機きだけが残った。

　マスターバクが最後に残した不ふ穏おんな言葉──

　その意味は結局わからず終じまいだった。
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「──これが『至高の宝』なの？　ふーん、お宝って杖のことだったんだー」

　アルルさんが装そう飾しよく過か多たな杖を前にして率直な感想を述べる。

　壁かべという壁が黄金こがね色いろに輝く宝物庫には同じように黄金色の光を放つ宝箱が部屋のど真ん中に配置されていた。宝箱は一つだけ──他には何も置いてなかった。

「美しい杖ですね」

　杖は──『光の杖』は木製でも金属製でもない、不思議な素材でできていた。

　古代人の技術を結集して作られたその杖の先端には白くて丸いパールのような宝石があしらわれている。原作ではプリシラが杖を手にすると、この白い宝石が黄金色に輝き出す。プリシラ以外の人間がこれを手にしても杖はなんの反応も示さない。『光の杖』の力を引き出せるのは古代人の血を引くプリシラだけなのだ。だから杖を手に入れたところでリーネを救うことはできない──

「黒羽さん。これはキミが持っていてよ」

　おれは宝箱から取り出した『光の杖』を黒羽さんに差し出した。

　プリシラの形見……。おれの心の言葉は口に出さずとも黒くろ羽はねさんに伝わったようで、

「……ええ。わかったわ」

　目を細めながら杖つえに手を伸ばす黒羽さん。

　彼女は『光の杖』を受け取ると、大事な宝物を愛めでるように両手で抱きしめた。

「……じゃあ、遺跡を出ようか」

　おれは宝物庫の外を指差し、一足先に歩き出した。




「──え？」




　と、そのとき……壁かべという壁から黄金こがね色いろの輝きを発散している目に優やさしくない宝物庫にさらなる輝きが加わった。その輝きは、黒羽さんが両手で抱えている『光の杖』と──シャノンさんから発せられたものだった。

「ゆ、裕ゆう貴きさん!?　これは一体!?」

　慌あわてふためくシャノンさん。

　……な、なんだ？　何が起きているんだ？

　すー。

「きゃ……っ」

　あたりが輝きを増す中、突然、黒羽さんの手から『光の杖』が離れ──

「……わ、わっ」

　空中をふわふわ浮遊し、シャノンさんの手の中に収まった。
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「ちょっと、何がどうなってるのよ？」

　獣けもの耳みみをピクピクさせながら疑問の声を上げるアルルさん。

　一方、おれと黒羽さんは顔を見合わせていた。

「風かざ間ま君……これってまさか──」

「う、うん──」

　輝き出した『光の杖』の先端の宝石。

　それと同質の光を放っているシャノンさん。

　……まるで共鳴するかのように──

　古代人の血を引くプリシラでなければ『光の杖』はなんの反応も示さないはずなのに。

『シャノン・マールブルク──』

　そのとき、消滅したマスターバクの声がおれの脳のう裏りで再生された。




『そうだ。あの方から貴様に贈おくり物ものがある──最低最悪のな』




　まさかこれがそうなのか？

　でも、シャノンさんが、プリシラが果たせなかった役目を果たす──そのことに一体どんなマイナス要素があるというのか。マスターバクの言葉の真意とは……。













　　　　　エピローグ







　その日──

　全すべての始まりの場所、大だい聖せい堂どうの入り口の前におれは立っていた。

　周囲には中ちゆう央おう司し令れい部ぶやヴェルナー派は所属の冒ぼう険けん者しやが多数待機している。

　おれたちがここに戻ってきたのは新たなエリア、東エリアに旅立つため。

　南エリアとスプリングエリアからはこれ以上、どこにも進めそうになかったのだ。

「そういや……ちゃんと考えたことなかったけど、この建物って元ネタあるのかな」

　てっぺんの尖せん塔とうをおれが間抜け面で見上げていると、

「ゆーきー！」と元気のいい声が聞こえ、「おりゃー！」とおれの背中に誰だれかが覆おおいかぶさってきた。

「ちょ、リーネ!?　何やってんの!?」

「スキンシップじゃ～」

　と言っておれの背中から降りるリーネ。悪びれる様子もない。

「いきなりだからびっくりしたよ」おれはまくれ上がったシャツを直し、「リーネ、元気があり余ってるみたいだね？」

「うむ。数日間、自分の意思では身体からだを動かせない状態じゃったからの。知らず知らずのうちにストレスが溜たまっておったようじゃ」

「そっか。まあ、そうだよね」

「こうして再びゆーきの背中に飛びつけるのも──シャノンのおかげじゃな」

「……うん」

　古代遺跡の最下層にある宝物庫で手に入れた『光の杖つえ』がシャノンさんと共鳴したのは一昨日おとといのこと。『光の杖』はシャノンさんを所有者に選び、また古代人の技術の結けつ晶しようである究極の癒いやしの力を彼女に与えた。リーネの呪のろいを解いたのはもちろんこの力である。

「ところで桐きり香かを見かけなかったかのぉ？」

「……いや、見てないよ」

　おれはとっさに噓うそをついた。

　というのも、このあと黒くろ羽はねさんと密談する約束があったからだ。

「うーむ、どこにいるのかのー」

　リーネがバタバタと白衣を揺らしながらマシューやバニラさんがいるほうに駆かけていく。

　おれはその可か憐れんな後ろ姿を見送ると、大聖堂の扉とびらを抜け、礼れい拝はい堂どうに足を踏ふみ入いれた。

　最近、仲いいんだよな。リーネと黒くろ羽はねさんって。……雨降って地固まるってヤツかな。

　礼れい拝はい堂どうでは数名の冒ぼう険けん者しやが祈りを捧ささげていた。おれはそんな人々を横目に見ながら不思議な端たん末まつが設置されている地下への階段を下った。

「黒羽さん」

「あ、風かざ間ま君」

　薄うす暗ぐらい部屋の中央に設置された端末の画面を中ちゆう腰ごしの姿勢で覗のぞき込こんでいた黒羽さんが短いスカートを揺らしながらおれのほうを振り返った。

「地下にこんな部屋があるなんて、私、知らなかったわ」

「まあ、その端末に表示されてる情報がこの世界の攻略に役立ったことはないけどね」

　先ほどから端末と言っているが出力のみだから正確には端末ではない。

　見た目は入力装置がついていないＡＴＭといった感じ。

「ここに表示されるゲームのタイトル、全部で二百タイトルだったわよね？」

「うん。おれが数えた限りではね」

「知らないタイトルばっかり……半分もわからなかったわ。風間君はどれくらい知ってるタイトルあった？」

「えっと……──ひゃ、百九十本くらい、かな……」

「うわぁ」黒羽さんが呆あきれ顔がおで端末にもたれかかる。「……今、鳥とり肌はだが立ったわ」

「それはいい意味での鳥肌？」

「さあ、どっちかしらね。これが現実だったら、以後、あなたの半径五メートル以内には近づかないようにすると思うけれど」

「……酷ひどい」

「噓うそよ、噓」と黒羽さんが笑う。「私もけっこうなオタクだし、ＲＰＧに過度の情熱を注ぐあなたのその姿勢、わかるつもりよ。……ま、ちょっと引いたけど」

「ですよねぇ……」

「そういえば、ここに戻ってきてふと思ったんだけれど、風間君って、この世界にやってくる直前の記き憶おくってあるの？　どういった経緯でこの世界に迷い込んだのか、っていう」

「いや……ないね。黒羽さんは？」

「私もないわ」

「そっか。そこは同じなのか……」

「ま、今は現実のことを考えても仕方ないわ」

　黒羽さんが端末から離れる。

　切り替え早いな。現実に未練はない、って黒羽さん、以前おれに言ったけど、今もその言葉に噓はないのかな？

「ところで、肝かん心じんのシャノンのことだけれど……」

「あ、うん」

「やっぱりあれってシャノンがプリシラに……『無限のディスカバリー』のヒロインに置き換わっているって解かい釈しやくで間違っていないわよね？」

「そう思う」おれはコクリと頷うなずき、「ただ、南エリアを訪れたとき、中ちゆう央おう司し令れい部ぶが『Ends of the earth』における主人公パーティーに位置づけられていたし、黒くろ羽はねさんも今回、ドリステの雪ゆき城しろさんとマスターバクが登場するイベントに絡からんでいたわけで、こういう現象自体は決して初めてではないんだよね」

「ええ……。問題なのはマスターバクが最後に残した言葉、よね？」

「そう、それ。最低最悪の贈おくり物ものが『光の杖つえ』だとしたら、今後、シャノンさんの身に何かよからぬことが起きないとも限らない。注意したほうがいいだろうね」

「きっとあの方の差し金よね……」

「だろうね」

「あの方って、私たちと同じような存在──現実と繫つながりのある人間なのかしら？」

「……だと思うけど」




「裕ゆう貴きさん、黒羽さん。こんなところにいらっしゃったのですね」




　そのとき、シャノンさんが階段を駆かけ下おりてきた。

「エルマさんが偵てい察さつのために送った羽は虫むしが戻ってきたので、そろそろ東エリアに向けて出発しよう、とマシューさんやバニラさんが騒さわいでおられます」

「そっか。じゃあ、上に戻ろう」

　そう言って黒羽さんに目配せすると、ええ、という短い返事が戻ってきた。

「では参りましょう」

　くるっと振り返ったシャノンさんの背中でキラリと光るものがあった。

　背中の装具に収まっているのは『光の杖』。

　本来はプリシラが──現在は彼女だけが扱える特別な杖だ。

「お二人とも、急いでください！　あまり遅くなると、ヴェルナーさんに嫌いや味みを言われるかもしれませんし、バニラさんが痺しびれを切らして奇行に走るかもしれません！」

「たしかにバニラなら奇行に走りかねないわね……」

「よし。急ごう」

　おれたちはみんなが待つ大だい聖せい堂どうの外に向かう。

　三人、横に並んで。




『そうだ。あの方から貴様に贈り物がある──最低最悪のな』




　……気になることはある。

　だけど──

　みんなで力を合わせてマスターバクを倒したように、中ちゆう央おう司し令れい部ぶ、ヴェルナー派は、全すべての冒ぼう険けん者しやが力を一つにすれば、どんな苦しい壁かべでも乗り越えていけるはず。

　そして、まだ見ぬ存在、あの方に──

　いつか相あい見まみえるときが来る。

　きっと……。
















　新たなエリア、東エリア──

　そこでおれたちは思わぬ形であの方と遭そう遇ぐうすることになる。

　そして、その邂かい逅こうを機に世界は一変する。

　おれたちの運命を変える出来事が起こるのだ。










　　　あとがき




　お久しぶりでございます。作者の周す防おうツカサです。

　前巻から五ヶ月。またまた時間が空あいてしまいました。




　これを書いているのはジメジメした梅雨つゆ真っ盛りの時期です。

　雨ばかり降るので仕方なく家の中でゲームをしているのですが、まあ、雨が降らなくても外出は控ひかえめだし、しょっちゅうゲームをやっているので、日常に大きな変化があるわけではありません。

　ところで私には過去に遊んだＲＰＧを繰くり返かえしプレイする習慣があります。

　何度も遊びたくなるＲＰＧには共通点がいくつかあるのですが、一つは世界観やゲームの雰ふん囲い気きです。凝こった世界観であるとか幻げん想そう的てきであるとか、そういうことではなく、「個人的に好きな世界観で、もう一度浸ひたりたくなる」という意味です。もう一つは優すぐれたストーリーとキャラクター。戦せん闘とうシステムなども重要な要素ではありますが、作家だからなのか、昔からストーリー至上主義的なところがあり、戦闘システムに難があっても気になるストーリー展開で、気に入ったキャラクターが登場するゲームであればどんどん先に進めてしまうところがあります。

　そのためキャラクターのレベルを99まで上げたゲームは数えるほどしかありません。まあ、カンストさせる必要性のあるＲＰＧのほうが珍めずらしいですからね。ちなみにカンストさせたのは聖○伝説２とマ○ー２だったかと思います。どちらも名作ですね。




　わりかしどうでもいい与よ太た話ばなしが一段落したところで、恒こう例れいの謝しや辞じに移りたいと思います。

　担当編集の三み木きさん、土つち屋やさん。毎度お世話になっております。前巻に引き続き、入にゆう稿こうがギリギリになってしまったことを深くお詫わび申し上げます。

　イラスト担当の明あけ坂さかいくさん。今回も可愛かわいらしいイラストをどうもありがとうございます＆お疲れ様です。新キャラの桐きり香かが大変素晴らしい仕上がりで、ジメジメした梅雨の空気が桐香色に塗ぬりつぶされそうな勢いです。つまり、スゴイってことです！（小学生並みのｒｙ）。

　また本作を影で支えて下さった多くの方々にお礼を申し上げます。




　それではまた次の巻で！





二〇一三年六月下旬　周防ツカサ＠続きも鋭えい意い執しつ筆ぴつ中。
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周防すおうツカサ

お金が限られているというシチュでよく武器から買う派、防具から買う派で議論が交わされますが、私はそこに「ビジュアルに変更が出る装備派」を加えたい。弱くてもいいんです。可愛ければ。すぐ死んでもいいんです。私マゾだから（告白）。
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明あけ坂さかいく

佐賀で生まれ育った生粋の引きこもり。

最近ドラクエにハマり、レア武器探しにいそしむ日々。

ちなみに私はＭ○ＴＨＥＲシリーズは３だけやってません。

買ったのに！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「周防ツカサ先生」係

「明坂いく先生」係











本書は書き下ろしです。
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完かん璧ぺきなレベル99など存そん在ざいしないⅢ








周防すおうツカサ
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